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2 土壊2の弥生土器
出士状態
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3 鋤の出土状態
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1 舟形土壊4
出土土器

2 A区の包含層
出土土器

3 石製品
土製品



序

岡山県下三大河川の一つであります旭川は、県中央部をほぼ南北に貫流し瀬戸内海に注ぎますが、

河口近くの両岸には広大な岡山平野を形成しています。そこには多数の遺跡が知られており、重要な

遺跡も少なくありません。西岸に所在する岡山県総合グラウンドを中心とする津島遺跡も、弥生時代

の遺跡として戦前から知られていましたが、昭和36年の岡山国体の整備に伴う調杏でおびただしい遺

構・遺物が発見され、改めて重要さが認識されました。

昭和43年、岡山県総合グラウンド内に岡山県が武道館建設を計画し、周知の遺跡であったにもかか

わらず工事着工したことに端を発し、県教育委員会の不手際などもあり、遺跡の保護・保存が全国的

に高まる中で、遺跡そのものと行政による保存処置について強い注目が集まりました。その間、文化

庁を始めとする関係諸機関、研究者、遺跡保護団体などの尽力によって遺跡の重要性が明らかにされ、

ついに武道館建設当初予定地を含む約5.6haが国指定史跡として保存されることとなりました。

ところが平成17年開催の岡山国体主会場をめぐって、県財政の悪化から指定地の近隣にある陸上競

技場の整備を図ってその開催が可能かどうか、検討せざるを得なくなりました。県教育委員会としま

しては、遺跡の重要性とかつての保存運動の経緯から、ことの重大さを認識して、岡山県文化財保護

審議会に諮って意見を聴すことはむろんのこと、さらに、岡山県遺跡保護調査団から推薦された研究

者各位をもって、津島遺跡検討委員会を設け、議論をいただきながら、平成9年度から調査を進める

ことといたしました。

一方、刊行されないまま現在にいたり、懸案となっていた過去の調査報告書につきましても、調査

と併行して作成すべきではないかとの強い意向もあがってきました。そこで過去の調査参加者の意見

を拝聴するとともに、協力が得られるかどうか打診いたしたところ快諾が得られましたので、ここに、

念願の報告書刊行にこぎつけることができました。

報告書刊行にあたっては、文化庁、奈良国立文化財研究所を始めとする関係諸機関、津島遺跡検討

委員会、過去の調査に参加された研究者各位、岡山県遺跡保護調査団の諸先生に、繰り返しご討議い

ただくとともに、およそ30年前の記録類を整理し、あるいは記憶を呼び起こすなど多大のご苦労をお

かけしました。上記の諸機関・諸氏のご協力なくしては、とうてい刊行にいたらなかったものと思う

次第で、末策ながら、衷心より厚くお礼申し上げます。

平成12年3月

岡山県古代吉備文化財センター

所長薯原克人
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つしま

1 本報告書は、岡山武道館建設予定地の発掘調査をまとめたもので、津島遺跡の報告書としては 2

冊目にあたる。

なお、予定地の名称は、最初の建設地を「武道館建設当初予定地」、現在武道館が建設されてい

る場所を「武道館建設予定地」とする。

2 遺跡は岡山市津島一帯に広がるが、中心は岡山市いずみ町2番 1号に所在する岡山県総合グラウ

ンドで、発掘調査地点はその北西部にあたる。

3 武道館当初予定地の発掘調杏は、 1968(昭和43)年度に第 1次調査を岡山県教育委員会、そして

第2次調査を岡山県津島遺跡発掘調査委員会が、さらに1969(昭和44)年度には第3次調査を岡山

県津島遺跡発掘調査委員会が実施した。

また、武道館建設予定地の発掘調査は、 1969(昭和44)年度に岡山県教育委員会が行った。

4 報告書の作成は、上に岡山県占代吉備文化財センター職員平井勝が担当し、 4月から 6月までは

岡本泰典が担当に加わったほか、高畑知功、島崎東の協力を得て1999(平成11)年度に行った。な

お、全般にわたり岡山県教育庁文化課参事正岡睦夫の指導を得ている。

5 報告書の作成にあたっては、津島遺跡検討委員会から指導・ 助言を得たほか、文化庁、奈良国立

文化財研究所、岡山大学考古学研究室、岡山理科大学、瀬戸内考古学研究所、倉敷考古館、調査に

参加された研究者諸氏、岡山県遺跡保護調査団などの関係諸機関、諸氏から指導• 協力を得た。記

して感謝の意を表します。

6 報告書の執筆は、第3章を正岡が、付載は高畑が、それ以外は平井が行った。なお、第4章第2

節は岡山県教育委員会編（昭和44年津島遺跡調査団「昭和44年岡山県津島遺跡調査概報」昭和44年

5月17日）『岡山県津島遺跡調査概報』昭和45年3月の文章を引用した。また、第4章第 3節の文

中で『概報』と略しているのは前記の文献をさす。

7 報告書で使用した高度は海抜高であり、方位は磁北であるが、挿図にこれらの記載の無いものは

実測図に記載の無いものである。

8 報告書の第 2図に使用した地図は、国土地理院発行の1/25000地形図「岡山北」 ・「岡山南」を

複製•加筆したものである。

9 報告書の編集は平井が担当した。

10 本報告書に関係する出上遺物ならびに図面・写真類は、表 lのとおり岡山県古代吉備文化財セン

ターを始め、奈良国立文化財研究所、岡山大学考古学研究室、瀬戸内考古学研究所、倉敷考古館に

保管している。
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第 1章 地理的・歴史的環境

第1章地理的・歴史的環境

岡山県のほぼ中央を南北に貫流する旭川は、下流部に岡山平野を形成し、瀬戸内海に注ぐ。岡山平

野は、旭川が県中・北部で丘陵を深く削りながら多くの土砂を運び、平野の北側を画する山塊から平

野に出る岡山市中原で、一気に吐き出された士砂が堆積した東南方向へ緩く傾く扇状地と、その南側

に形成された三角州低地とからなる。そして三角州地帯が弥生小海退に伴う浅谷の開削作用を受け、

分断されたものが微高地になったとされる（註 1)。

微高地はさらに洪水などの河川の堆積作用によって高くなるとともに、微高地を分断していた小河

川や低位部も埋没し、時代を経るとともに平野は広がっていき、現在のような広大な岡山平野が形成

された。しかし、およそ東西6km、南北5kmの平野も、操山山塊から南側は近世の干拓によるもの

であり、さらに西側の岡山市大安寺や東側の岡山市長利一帯では平野の奥深くまで海が入り込んでい

たと思われることから、弥生時代や古墳時代の生活の舞台は狭く、旭川を中心に東西4km、南北3

kmあまりと推定される。

さて、旭川は現在 l条の大きな流路となっており、津島遺跡はその西岸に所在するが、かつては岡

山市中原から放射状に南流するいく条もの河川に分かれていた。その河川間には多くの微高地が認め

られ、そこにはたいがい遺跡が所在するが、特に東岸部では岡山市雄町から原尾島や沢田、そして兼

基•今谷一帯、西岸部では岡山市津島から南方、そして伊福町一帯に微高地が発達し、弥生時代や古

墳時代の大集落が形成されている。

旭川西岸に所在する津島遺跡は、岡山平野の北部にあたり、北側には平野の北側を画する半田山山

塊が、西側には京山があり、南側には平野

が開けている。津島遣跡の主要部が所在す

る岡山県総合グラウンド（岡山市いずみ町）

一帯は、 1908(明治41)年に置かれた陸軍

第17師団の練兵場であったが、 1948(昭和

23)年 5月に都市計画法による岡山都市計

画事業津島運動公園に決定されて以後、公

園として整備され今日にいたっている。

津島遺跡一帯は遺跡が集中するが、その

ほとんどは弥生時代以後の遺跡であり、旧

石器時代の遺跡は皆無、縄文時代の遺跡は

朝寝鼻貝塚と津島岡大遺跡が知られている

に過ぎない。朝寝鼻貝塚（註2) は半田山

の山裾に立地する小規模な貝塚で、前期か

ら後期までの遺物が発見されているが、前

期の層から稲のプラント・オパールが検出

されたことで注目を集めている。津島岡大

-1-

. .,/ 

第 1図遺跡の位置（星印）
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12. 一本松古墳群 13. 朝寝鼻貝塚 14. 神宮寺山古墳 15. 北方下沼遺跡 16. 北方横田遺跡

17. 北方中溝遺跡 18. 北方地蔵遺跡 19. 北方藪ノ内遺跡 20. 広瀬遺跡 21. 南方遺跡 22. 南方遺跡

23. 上伊福九坪遺跡 24. 上伊福遺跡 25. 未命名 26. 伊福定国前遺跡 27. 上伊福西遺跡

28. 青陵占墳 29. 津倉古墳 30. 妙林寺古墳 31. 未命名 32. 未命名 33. 未命名 34. 天瀬遺跡

35. 未命名 36. 未命名 37. 鹿田遺跡 38. 絵図遺跡

第2図 調査地点と周辺の主要遺跡分布図 (S=1/25,000)
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遺跡（註3)は津島遺跡の北側に所在し、中期から晩期までの遺物が出土しているが、とりわけ後期

では竪穴住居や炉、そして貯蔵穴などが豊富に検出されており、集落構造の一端がうかがえる。

水稲農耕は弥生時代の始まりを告げる重要な資料の一つで、津島遺跡の北東側に所在する津島江道

遺跡（註4)は、弥生時代早期の水田が発見されたことで注目されている。しかし、この水田につい

ては疑問も投げかけられており（註5)、今後の課題であろう。また、津島岡大遺跡からも水田こそ

検出されてはいないが、早期の遺物が多く出士している。

弥生時代前期になると津島岡大遺跡（註 6)、津島江道遺跡（註7)、津島遺跡（註8)、北方下沼

～北方地蔵遺跡（註9)、南方遺跡（註10) などで遺構・遺物の出土が知られているが、いずれもわ

ずかな資料である。その中において、用排水路を整備し、畦畔で画された水田は広範囲に検出されて

おり、技術的に完成された初期水稲農耕の様相がうかがえる。微高地縁辺に形成された水田に対し、

微高地上には津島遺跡のように住居などが営まれていたと思われるが、南方（中電）遺跡（註11)で

はさらに人骨が残存した土堀墓•木棺墓が発見されており、住居の近くに墓域を設けていたものと推

定される。

中期の遺跡は津島遺跡の南側に多く見られる。特に南方遺跡（註12)や上伊福九坪遺跡（註13)で

は多くの遺構・遺物が出土し、集落の拡大がうかがわれる。とりわけ南方遺跡は拠点集落の様相を1方

彿とさせ、河道からは多量の精巧な木製品が出土することに加え、石器未製品や剥片の存在力ざら石器

の生産をも行っていたことが見て取れる。また、微高地では竪穴住居など多くの遺構とともに、埋葬

人骨も発見されている。そのほか絵図遺跡（註14)からも遺構・遺物が出土しているが、調査範囲が

わずかであることから性格は不明である。また、北方中溝遺跡（註15)では水田が検出されており、

前期から継続されていたものと考えられるが、前期ほどの広がりは確認されていない。集落の発展か

ら推定して、著しい縮小は考えにくく、削平など、何らかの理由で検出できないと見るべきであろ

つ。 ・な

9

，
 
r
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a

 
，
 

後期の遺跡は津島遺跡を始め、その一帯の微高地にはたいがい認められるほか、さらに南側の平野

にも遺跡が形成されるようになり、集落の一層の発展がうかがわれる。津島一帯では津島岡大遺跡

（註16) で竪穴住居が検出されているが、前半を中心とする短期間の小規模な集落と推定される。津

島江道遺跡（註17)では後期前半から古墳時代初頭の竪穴住居や土城、そして溝などが発見されてお

り、大規模ではないが長期間集落が営まれていたと考えられる。この集落の特異性は、多くの竪穴住

居から鹿角や骨が出土することである。未加工品や加丁品の存在から、ここで骨角製品が製作された

ことは確実で、その製作集団の集落と考えられる。なお、弓を射る人と鹿および水鳥が描かれた後半

の絵画土器が出土しており、精神生活の一端が垣間見られる。絵図遺跡（註18)は後期の溝や土城が

認められるが、調脊範囲が狭いため詳細は不明であるが、南方遺跡の中国電力電線地中化埋設調査区

（註19)では土器棺や土堀墓（人骨が残存）が発見されるなど、中期と同じく住居周辺に墓域の形成

が見られる。中期に大集落を形成した南方遺跡から上伊福遺跡、あるいは上伊福九坪遺跡一帯は、後

期になると衰退が著しい。おそらく後期になると津島遺跡から北側の微高地群に、集落が移動したの

ではなかろうか。

南部には天瀬遺跡や鹿田遣跡が所在し、いずれも中期末から後期にかけて集落の形成が見られる。

このうち鹿田遺跡（註20)は中期末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居、井戸、土堀、溝などが発

見されており、後期を中心に長期間集落が営まれていたことがうかがわれる。遺構の中には多くの炭
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化物と製塩土器が廃棄された士堀が見られることから、海浜の集落であることを併せて考えると、塩

の生産にかかわっていたものと思われる。天瀬遺跡（註21)は後期から古墳時代初頭の竪穴住居、土

城、井戸、溝などが発見され、長期間の集落形成が推定されるが、それに加えて龍を描いた線刻器台

や装飾高杯、さらには各種の手捏士器などの多種多様で多量の祭祀用土器の存在は、この集落が単な

る海浜集落ではなく特別な機能を担っていたことをうかがわせる。

ところで、後期終末から古墳時代になると半田山や京山など、平野周辺の丘陵上に墳丘墓や古墳が

築造されるようになる。まず、後期末になると半田山には長辺約20m、短辺約16mの長方形をなす都

月坂二号弥生墳丘墓（註22)が出現する。これに続く古墳は、岡山平野における最古の古墳の一つと

考えられる七つ坑一号墳（註23)や都月坂一号墳（註24)で、京山では津倉古墳が築造されている。

七つ坑一号墳は 9基からなる七つ坑古墳群の中の中核的な古墳で、全長48mの前方後方墳である。

埋葬施設は後方部と前方部に竪穴式石室が認められるが、長さ約 Smの後方部石室は破壊が著しく副

葬品は少なかった。前方部の石室は小形の粗雑なもので、副葬品は無かった。なお、墳丘からは特殊

器台形埴輪•特殊壷形埴輪が出土している。都月坂一号墳は全長33mの前方後方墳で、埋葬施設は長

さ約 4mの竪穴式石室である。墳丘から発見された特殊器台形埴輪• 特殊壷形埴輪は、最古の埴輪と

して「都月型」なる名称が与えられている。津倉古墳は調査されていないため詳細は不明であるが、

墳丘の形から最古の一群に属するものと考えられている。その後、全長約65mの前方後円墳である一

本松古墳（註25) などもつくられるが、概して中期古墳は少ないと言えよう。さらに、古墳時代後半

期の古墳は前半期に比べると見る影もない。

以上に述べた丘陵上の古墳に対し、全長約150mの前方後円墳である神宮寺山古墳（註26) は、大

形古墳としては唯一平野に築かれた古墳である。津島遺跡の北東部に位置する神宮寺山古墳は、副室

から盗掘によって農具、エ具、武器などの鉄器が多数発見されているが、中心的な埋葬施設は明らか

ではない。築造時期は 4世紀末から 5世紀前半頃と推定される。おそらく旭川西岸を掌握した首長の

墓であろう。

古墳時代の集落としては津島遺跡を始め津島岡大遺跡、津島江道遺跡、北方下沼遺跡、南方遺跡、

上伊福九坪遺跡、上伊福西遺跡（尾針神社南遺跡）、鹿田遺跡などが知られており、このうち南方遺

跡（註27)のような前半期に属するものもあるが、多くは後半期のものである。津島江道（岡北中）

遺跡（註28)は後半期の竪穴住居や士堀、溝などが検出されており、その中には鍛冶炉をもつものも

あることから、鉄生産に係わる集落と推定される。同様のことは北方下沼遺跡（註29)でも見られる。

以上の集落に対し、上伊福西（尾針神社南）遺跡（註30)では祭祀に係わる須恵器埋納士堀が発見さ

れており、状況から考えて地鎮に係わるものとされている。

古代は津島遺跡、津島岡大遺跡（註31)、北方下沼～地蔵遺跡（註32)で条里関係と推定される溝

が検出されている。集落の実態は今後の課題であるが、鹿田遺跡（註33)で掘立柱建物や井戸が発見

されている。一般の集落とは異なり、津島江道遺跡では倉庫と考えられる総柱建物や掘立柱建物が規

格的に配置されており、硯などの出土も併せて考えると、官街的性格をもつものと推定される。

中世になると伊福定国前遺跡（註34)で掘立柱建物や溝が、鹿田遺跡（註35)では掘立柱建物や井

戸、溝などが検出されており、集落の形成もうかがえるが、一方では広範囲に水田が認められること

から、水田化が著しく進んだものと推定される。
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第2章報告書の作成

A 報告書作成の契機

2005 (平成17)年に開催される第60回国民体育大会の主会場をめぐっては、一旦は岡山市から要望

のあった岡山市上道地区に新設する方針が決まった。ところが、その後県財政の悪化が深刻化する中

で、既存施設を整備することによって経費節減を図る指針が大きく浮上し、岡山市いずみ町の岡山県

総合グラウンド陸上競技場が有力な候補の一つとなった。 1997(平成9)年6月、それが可能かどう

かの問い合わせが国体準備室から文化課にあったが、文化課では津島遺跡の重要性とかつての保存運

動の経緯から、極めて困難との判断を国体準備室に伝えた。しかし、財政再建団体への転落も念頭に

置かざるを得ないという逼迫した県財政を背景に、知事は1997(平成 9)年8月6日、国体主会場は

県総合グラウンドの活用も検討せざるを得ない旨の意向表明を行った。知事の意向表明を受け、再度

国体の開催が可能かどうか求められた県教育委員会は、慎重を期して、まずボーリング調査に着手し、

引き続きトレンチ調査を計画する方途をとらざるを得なくなった。むろん多くの研究者や遺跡保護団

体から意見を聴することが重要であると判断して、県遺跡保護調査団から推薦された研究者各位をも

って、津島遺跡検討委員会を設けて、議論をいただきながら進めることとした。調介は1997(平成 9)

年度から津島遺跡検討委員会の指導、助言をできる限り尊重しつつ取り組んでいる。

全国有数の重要遺跡と認識されながら、いまだ報告書の刊行がなされないまま今日にいたり、懸案

となっていた過去の調杏報告書の作成についても、国体主会場に係わる調査と併行して行なうべきで

はないか、という強い意向も挙がって来た。そこで過去の調査参加者や文化庁の意見を拝聴する一方、

過去の調杏参加者の協力が得られるかどうか打診するとともに、津島遺跡検討委員会（検討委員会と

略す）の指導を得ながら1999(平成11)年度に本報告書作成を行った。当初過去の調査を 1冊にまと

めることも考えたが、遺物の多さに加え資料収集にもかなりの時間を割かなければならないことから、

2冊に分割し、とりあえず1999(平成11)年度は1968(昭和43)・1969(昭和44)年度に実施した、岡

山武道館建設当初予定地の整理と報告書の刊行を行うこととなった。報告書の作成は主として岡山県

古代吉備文化財センター職員平井 勝が担当し、岡山県教育庁文化課および文化財センターの先輩・

友人から種々の助言と協力を受けたことを申し添えておきたい。

B 報告書作成の経過

岡山武道館に係わる資料は調杏に参加した研究者個人、あるいはその研究者の属していた機関に保

管されている現状から、まず保管先とその資料の内容を把握するとともに、収集につとめた。

今更いうまでも無いことながら、 1960(昭和40)年代の初め頃には、県教育委員会の側にまった＜

遺物収蔵施設がなかったことに起因して、上記のように様々な管理方式をとらざるを得なかったので

あって、長期にわたって保管いただいた各機関、各位に対し、深く感謝いたしたい。

その結果、表 lに記した保管先とその内容が判明し、多くの資料提供を受けた。

なお、西川宏氏から1968(昭利43)年度の発掘調査の際、出士遺物の一部を山陽学園、石井中学校、
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表 1 武道館建設当初予定地出土遺物の保管先と資料の種類

保 ク自 先 資料の種類 （内容） 数 重巨

岡山県古代吉備文化財センター 遺 物（土器• 石器• 土製品・植物遺体） 160箱

図面（遺構図• 土層図） 25枚

マイクロフイルム（遺構図• 土層回） 53枚

写真（白黒・カラー・カラーR) 8冊

瀬戸内考古学研究所 遺物（土器•石器・木器•土壌） 6箱

岡山大学考古学研究室 遺物（土器•土壊） 10箱

図面（土層図） 21枚

写真 l冊

倉敷考古館 図面（土層図） 10枚

写真 1冊

奈良国立文化財研究所 図面（遺構全体図•土層図） 89枚

写真 3冊

香和中学校、関西高校、操山高校、岡山工業高校へ搬入して展示したらしく、その遺物が保管されて

いる可能性があると言う話を聞いたので、探索を行った。その結果、山陽学園には現在でも保管され

ていることが判明したが、それ以外についてはおよそ30年余経過した今日、当時とは人的にも管理方

式も大きく相違し、津島遺跡関連の遺物保管について確認することはできなかった。

遺構・遺物の整理は 4月から岡山県古代吉備文化財センター（文化財センターと略す）と奈良国立

文化財研究所（奈文研と略す）の資料を中心に進めた。遺構についてはまず調査区全体の配置を把握

するため、奈文研の図を基に岡山県が作成した全体図と照合したが、かなりの食違いが認められるこ

とに加え、遺構名の不明なものあるいはいくつもの遺構名をもつものなどがあり、理解するまでにか

なりの時間を要した。また、致し方ないことではあるがこれまでに報告されたものと、実測図等の士

層名が異なったりしているため、検討に時間を費やしたが基本的には当時の見解を痺重して、そのま

まトレースを行って掲載している。

遺物の整理は文化財センター保管分から始めた。ほぽすべて洗浄と注記は終了しているため、復元

作業から取り掛かったが、いろいろな名称の注記があるため各遺構との対応関係を明確にし得ないも

のが多い。できる限り混在をなくすように勤めるとともに、混在しているものや不明なものについて

もなるべく多く復元して実測した。

実測は復元作業の終了したものから順次取り掛かり、文化財センター分は土器900点、石器92点、

士製品 6点、鉄器2点、至類 l点を実測した。 10月には瀬戸内考古学研究所（瀬戸考研と略す）保管

分の整理を行ったが、土器は実測するものが無く、石器 l点が対象となった。

報告書の作成については調査に参加された県内外の主だった方々に相談し、賛意を得るとともに協

力いただける旨の言葉をいただいた。こうした見通しの基に、検討委員会でも協議いただき報告書を

進めていたが、当時の岡山県津島遺跡調査団団員近藤義郎氏から、個別に説明するのではなく、すべ

ての団員を集めて意見を聞く会を開催してほしいとの申し人れが県文化課になされた。文化課として
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も報告書作成にあたって調査状況などの情報を収集したいと考えていたが、検討委員会の意見を聞い

て最終的に判断することにした。 9月17日に開催された検討委員会に近藤義郎氏から報告書に関する

会議開催の申し入れがあったことを報告するとともに意見を求めた。検討委員会の大方の意見は、調

査に参加された研究者に意見を聞くことはむしろ当然のことで、可能な限り正確を期すべきだとの認

識で一致し、文化課としてはこうした意見を踏まえ、遅まきながら1999(平成11)年11月20日に「津

島遺跡発掘調査報告書打ち合わせ会議」を開催した。出席者は団員諸氏と文化課および文化財センタ

ー職員で、報告書作成にいたる経緯と現在の進捗状況および今後の作業について説明が行われた。出

席者からは、これまで県教育委員会側から報告書作成についての積極的な呼びかけは一度も無かった

が、我々としても報文未刊であることは気になっていた、との発言があった。そうして、報告書作成

には協力をおしまない旨の意見とあわせ、保存運動の経緯についても正確な総括をするよう要請され

た。引き続いて調査状況や図面などについて、当時の見解や図面掲載の注意事項が述べられた。

団員の協力を受けて、 12月から岡大保管分の整理、実測に取りかかった。さらに、平成12年 1月に

は瀬戸考研に一部残っていることが判明した木器の整理、実測を行った。

原稿の執筆にあたっては、当時の見解を尊重しつつも、遺構毎の詳細な記述は困難と思われること

から、概略的な記載とならざるを得なかったが、それでも理解不足から圃甑をきたしているという感

は否めない。多くの助言をいただきながら、生かし切れなかったことを付言するしだいである。

C 報告書作成の体制

報告書作成にあたっては津島遺跡検討委員会をはじめ、文化庁、奈良国立文化財研究所、岡山大学

考古学研究室、岡山理科大学、瀬戸内考古学研究所、倉敷考古館、当時の岡山県津島遺跡発掘調査団、

岡山県遺跡保護調査団の諸機関・諸団体・諸氏からは有益なる指導• 助言を得た。記して感謝の意を

表したい。

1999 (平成11)年度

津島遺跡検討委員会

顧問

佐原 真 国立歴史民俗博物館館長 田中 琢 元奈良国立文化財研究所所長

坪井清足 圃大阪府文化財調査研究

センター理事長

未女 只ロ

稲田孝司 岡山大学文学部長 亀田修一 岡山理科大学助教授

小林博昭 岡山理科大学教授 新納 泉 岡山大学教授

西川 宏 岡山理科大学非常勤講師 間壁忠彦 倉敷考古館館長

松木武彦 岡山大学助教授 山本悦世 岡山大学助教授

幹事

松井英治 岡山県教育庁文化課課長 佐々部和生 岡山県教育庁文化課課長代理

正岡睦夫 岡山県教育庁文化課参事 葛原克人 岡山県古代吉備文化財センター

松本和男 岡山県教育庁文化課課長補佐 所長

（埋蔵文化財係長）
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岡山県教育委員会

教育長

岡山県教育庁

教育次長

文化課

課長

黒瀬定生

宮野正司

松井英治

課長代理 佐々部和生

参事 正岡睦夫

課長補佐（埋蔵文化財係長）松本和男

主刷 奥山修司

岡山県古代吉備文化財センター

所長 慈原克人

次長 大村俊臣

総務課

総務課長 小倉 昇

課長補佐（総務係長） 安西正則

主査 山本恭輔

調査第一課

調査第一課長 高畑知功

課長補佐（第一係長） 中野雅美

文化財保護主幹 平井 勝

（報告書担当）

文化財保護主幹 島崎 東

文化財保護主事 岡本泰典

(4 月 ~6 月報告書担

当）

報告書作成については下記の方々より指導• 助言を得ました。記して厚くお礼申し上げます。

文化庁記念物課 奈良国立文化財研究所

岡村道雄 工楽善通

当時の岡山県津島遺跡調査団

近藤義郎水内昌康岡本明郎

出宮徳尚間壁度子

当時の岡山県教育庁社会教育課職員

高橋護河本清
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第3章 発掘調査の経緯

第1節 武道館建設問題の経過

津島遺跡は、戦前から知られていた著名な弥生遺跡であったが、 1962(昭和37)年に行われた岡山

国体の会場整備等に伴って、弥生時代の遺物が多数出士したことにより、

なっていた。

さらに広く知られるように

ところが、 1968(昭和43)年5月18日、岡山県総合グラウンド内に建設中であった県営武道館の建

設現場から新たに弥生土器が出土したことを機に、いわゆる武道館事件が起きたと言える。すなわち、

本来周知の遺跡において土木工事を行うにあたっては、文化財保護法に基づく発掘届を文化財保護委

員会（現文化庁）へ提出し、これを受けて、文化庁は、文化財保護の観点に立って必要な指示を行う

ことができるような法的流れになっている。それにもかかわらず、発掘届を提出しないまま工事着工

に及んだのであって、今からすれば、この点がまずもって猛省すべき第一歩であった。ともかく、予

定地に武道館を建設しようとした岡山県と、遺跡を保存すべきだとする諸団体の対立が2年にわたっ

て続き、 1971(昭和46)年 1月5日、武道館建設当初予定地とその固辺が国指定史跡とされることに

よって、一応の決着を見た。その間の経緯についてまとめ、将来に備えたいと思う。

岡山県総合グラウンド内に武道館を建設することが発表されたのは、 1968(昭和43)年 1月128で、

した。学生が丁事現場で土器片を表採し、岡5月10日から基礎工事に着手（武道館建設当初予定地）
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山市教育委員会を通じて岡山県教育委員会へ報告されたことから、県教育委員会の係員が現地確認を

行い、一時工事を中止して関係者と協議が行われた。一方、研究者から文化財保護委員会への問い合

わせにより、文化財保護法第57条に基づく工事済手前の発掘届が提出されていないことも明らかにな

った。岡山県教育委員会は、工事着手前に提出すべきであった発掘届について文化財保護委員会と協

議し、 5月24日、発掘届を提出した。

5月20日に一時工事を中止して岡山県及び県教育委員会の関係者は協議を行い、「工事と併行して

調査を行う」という方針が出され、工事を再開し、また、ボーリング調査を開始した。これによって

遺跡の破壊は著しく進んだ。 5月24日、この状況を知った文化財保護委員会から「エ事を中止して必

要な調査」を行うよう指示した。一方、岡山県遺跡保護調沓団• 岡山県考古学研究者の会• 岡山県文

化財を守る会の代表から岡山県及び岡山県教育委員会に対し、「工事を中止して、津島遺跡を保護し、

武道館を他へ移すこと」などの抗議と要望を行った。このようにして工事は 5月25日まで続けられ

5月26日、文化財保護委員会文部技官の現地視察があった。 5月28日、県教育委員会は単独の発掘

調査に着手したが、発掘経験のない多くの人々、さらに周辺学校の生徒まで動員し、遺跡現場は「潮

干狩り」といわれるほどの状況を呈した。一方、•県内研究者は、全国の学術団体へも運動を広げ、各

種団体から保存決議が出された。 6 月 10 日、岡山史学会• 岡山史談会• 岡山県教職員組合• 岡山県高

等学校教職員組合• 岡山県遺跡保護調査団• 岡山県勤労者音楽協議会• 岡山勤労者演劇協議会• 岡山

映画サークル協議会・古代吉備研究会• 岡山大学職員組合• 岡山県歴史教育者協議会・日本科学者会

議岡山支部・岡山県民主主義科学者協議会歴史地理部会・考古学研究会の14団体名で、県知事及び県

教育長に対する「津島グランド遺跡保存要請」が提出された。しかし、県教育委員会単独の調奇は 6

月25日まで行われた。

6月25・26B、文化庁 (6月15日文化庁設置）から文化財保護専門委員杉原荘介明治大学教授と横

山浩一文化庁調査官が来岡し、現地視察を行った。 6月28日、文化庁重要遺跡緊急指定調査研究委員

会が開かれ、続いて、 7月5日、 7月12日にも継続して審議され、 7月12日、文化庁に対して、「重

要な遺跡であることは確かだが、史跡指定のための資料をさらに整える必要がある」という趣旨の答

申を行った。これを受けて、文化庁は県教育委員会に対し、「武道館敷地北西部の周辺を含め、さら

に学術的な調査をし、十分な解明が必要である」との指示をした。

岡山県教育委員会は、 7月16日、文化庁の指示を了承し、発掘調査のための専門家の派遣を要請す

る一方、岡山県遺跡保護調査団に対し、文化庁の指示に基づいて発掘調査への協力を要請した。岡山

県遺跡保設調査団からは、「地元研究者の意見を十分反映するような体制をつくる」ことを条件に協

力する旨の回答があった。

8月5日、文化財保護審議委員会専門委員上智大学教授八幡一郎、明治大学教授杉原荘介両氏が米

岡し、津島遺跡発掘調査委員会を組織し、第 1回委員会が開催された。八幡一郎氏を調査委員会委員

長とし、発掘調査団を設置して、杉原荘介氏を団長、鎌木義昌氏を副団長とすることが決められた。

また、調査期間を 8月16日から 9月25日までとすることも決められた。

8月15日、杉原荘介団長のほか、地元研究者で組織した津島遺跡発掘調査団が編成され、 8月16日

から発掘調査を開始した。まず、全体の平板測量を行い、 6月に県教育委員会が単独で掘削した南北

方向のトレンチ 3本の断面を検討するとともに地形の変遷を明らかにする目的で新たに東西方向のト
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・を設定した。

杉原荘介調査団長の来岡を得て、 8月24日、 9月8日の常任調査委員会に引き続き、 9月15日に開

かれた同委員会で報告書の作成方針が検討された。 9月16日から22日の間、毎日、調査後に集まって

討議を行い、「津島遺跡調査概要」がまとめられた。 9月23日、発掘調査団会議を開催し、「津島遺跡

調査概要」を検討し、津島遺跡調査委員会へ提出した。

9月25日、衆議院文教委員会の委員が来岡し、県教育委員会と発掘参加の研究者から、津島遺跡に

ついて事情聴取された。 9月26日、津島遺跡調査委員会が開かれ、発掘調査団から提出された「津島

遺跡調査概要」の審議を行い、岡山県教育委員会を経て文化庁へ提出された。 9月27日、文化庁重要

遺跡緊急指定調査研究委員会埋蔵部会が開かれ、遺跡の評価について審議された。 10月4日、第59回

衆議院文教委員会で、津島遺跡の保存問題が取り上げられ、• 今までの経緯について問題点を指摘され

また、津島遺跡発掘調査団が作成した報告書とは別に、県教育委員会は内容の異なる「調査結果」

を9月26日に文化庁へ提出していたことが11月19日の参議院文教委員会において明らかになった。こ

の中に先の「津島遺跡調査概要」と異なって、「弥生時代前期の水田跡であることを示す確証は認め

られなかった」などの記述があり、諸団体は強く抗議を行い、津島遺跡発掘調査団は、「抗議および

公開質問状」を文化庁と県教育委員会へ提出した。 11月、先に津島グラウンド遺跡の保存を要望した

15団体（後に 1団体追加）は、津島遺跡保存の会を結成し、保存運動をいっそう強力に進めた。

10月29・30日に開かれた文化財保護審議会第三専門調査会での討議の結果、「重要な遺跡であるこ

とは分るが、史跡指定するには、なお若干の資料が不足しているから再調奇を実施し、史跡指定の資

料を整えるべきだという意見」が多数をしめた。これを受けて、文化庁は、再調査する方向で岡山県

と協議を進め、昭和44年1月31日、文化財保護審議会の承認のもとに合意した。調査は、上智大学教

授八幡一郎氏を団長として、文化庁、奈良国立文化財研究所、東京・京都・奈良国立博物館の職員で

調査団を編成した。岡山県遺跡保護調査団は再調奔に抗議し、参加を取りやめた。

2月17B、文化庁関係者の現地視察があり、調杏計画が検討された。再調査に対して、奈良国立文

化財研究所職員組合をはじめ先の津島遺跡発掘調査団等から反対の意見が出された。しかし、それに

抗して、 2月24日から再調査が開始された。調査は武道館建設当初予定地内を中心とし、周辺部へも

拡張して進められた。北西部の微高地において、弥生時代前期の掘立柱建物、住居跡、土城などが検

出され、微高地から低湿地へも調査が進んだ。

4月5日、調杏団の顧問である坂本太郎、有光教一、斉藤 忠、清水潤三、坪井清足の各氏と文化

庁文化財保護部内山 正部長は現地視察を行い、八幡一郎調査団長から説明をうけた。 4月20日、岡

山大学で行われた第15回考古学研究会において、津島遺跡に関する研究報告および討議が行われ、遺

跡の重要性が再認識された。 4月21日、発掘調査を終了し、全体の埋め戻しが行われた。

4月28日、津島遺跡保存の会は文化庁に対し、 42の歴史学・考古学関係諸学会の要望書を提出し、

遺跡保存の要望を行った。今回の調査結果の報告書は、県教育委員会を経て、 6月3日、文化庁へ提

出された。その後、文化庁は、重要遺跡緊急指定調査研究委員会埋蔵部会に諮って史跡指定を検討し、

武道館を岡山県総合グラウンドの北西部へ建設（武道館建設予定地）する方向で調整をはかった。 8

月1日、庁保記第160号で、文化庁次長安達健三から岡山県教育委員会委員長三宅熊男へ「津島遺跡

について」の通知を出し、史跡指定の方針を示した。
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文化庁の指示に基づく北西部の発掘調査は、岡山県教育委員会によって 9月18日から開始された。

調査の結果、弥生時代以後の低湿地であることが判明した。低湿地が埋没した後、古代に掘られた可

能性がある溝が東西方向へ延び、埋土中から中世の土器片が出土している。さらに、溝は近代まで継

続していることが分かった。調査中の 9月22日、文化庁文化財保護審議会委員の八幡一郎氏らによる

現地調査があった。文化庁は、八幡一郎氏らの報告に基づき、北西部については、記録調査の後、武

道館建設を承認した。北西部の調査は9月30日に終了した。

9月24日、武道館建設の方向が確定したとして、県教育委貝会は武道館問題に関連した処分を行っ

た。処分の理由は、周知の津島遺跡に文化財保護法に定められた発掘届を提出しないまま武道館建設

に着手し、また、必要な文化財の保護措置をとらず、文化財保護を担当するものとして職務を怠った

ということである。これをもって、責任問題については、一応の決着を見た。 1971(昭和46)年1月

5日、武道館建設当初予定地とその周辺の56,370面を国指定史跡とされた。

岡山県において、埋蔵文化財への取り組みが本格的に始まった最初に起こった問題であり、その後

の保護行政にも大きな影響を与えた。問題の決着を見るまでの間に生じた多くの課題については、今

後も生かされるような文化財保護行政が必要である。

武道館建設に伴い、遺跡保存問題で岡山県内外の諸団体• 個人から遺跡保存の要望・声明が表明さ

れ、全国的な広がりとなった。以下に、当時発表された文献を明記し、その動向を窺っていただくこ

ととしたい。この経緯をまとめるにあたっては、「考古学研究』の57号から62号へ6回にわって掲載

された津島遺跡保存の会「岡山県武道館事件の経過」や同誌上に掲載された「声明文」「抗議文」、近

藤義郎「津島遺跡と武道館事件」『岡山史学』第22号を主に参考にしたが、理解が不十分な点もあっ

たと思われるがご寛恕願いたい。文献目録作成にあたっては、西川 宏• 春成秀爾両氏らのご教示を

いただいて作成したものである。なお、多数のビラがくばられ、文献に収録されたものもあるが、一

部に把握できなかったもののあることをお断りしたい。また、この経緯をまとめるにあたっては、県

保管の資料以外に下記に記した文献も参考にさせていただいたこともあわせて、関係者に感謝申し上

げたい。

津島遺跡武道館問題関係文献

l 考古学研究会編集部「岡山県武道館建設の経過」「考古学研究』 57 考古学研究会 1968年7月

2 考古学研究会「声明 岡山県武道館事件について」同上

3 津島遺跡発掘調査団『岡山県津島遺跡調奔概報」（「津島遺跡発掘ニュース」蜘3) 1968年

4 間壁忠彦「県自ら重要遺跡を破壊した岡山県武道館事件」［日本史研究J100号 日本史研究会 1968年9月

5 篠井孝夫、杉原荘介、和島誠一「昭和43年10月4日の会議に付した文化財保護に関する件」 第59回国会衆

議院文教委員会議録5J衆議院事務局 1968年10月（『考古学研究」 59に抜粋再録）

6 考古学研究会絹集部「岡山県武道館事件の経過（二）J r考古学研究J58 考古学研究会 1%8年10月
7 考古学研究会「岡山県津島遺跡保存の訴えと遺跡の概要」同上

8 岡山県遺跡保護調査団「岡山県津島グラウンド遺跡保存について再び訴える一経過と現状ーJ同上

9 考古学研究会ほか14団体「岡山市津島グラウンド遺跡の保存を」同上

10 津島グラウンド遺跡を守る会「岡山市津島総合グラウンド遺跡保存へ向けての声明』同上

11 明治大学考古学研究会津島総合グラウンド遺跡を守る特別委員会「岡山市津島総合グラウンド遺跡破壊問題
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に関する声明」同上

12 文化財保存京都学生会議「声明 岡山県津島総合グラウンド遺跡の保存に関して」同上

13 津島遺跡保存の会、岡山史学会、考古学研究会「岡山県津島遺跡の保存を訴える』 1968年10月

14 「津島遺跡と映画製作」『えんげきの友」 144 岡山労演 1968年10月

15 吉原和子「歴史の真実を見つめて（発掘参加記）」「生活と教育』 113 郷土教育全国協議会

16 篠井孝夫「岡山県武道館建設地と弥生時代遺跡」『教育時報j20巻11号 岡山県教育庁 1968年11月

17 岡本明郎「埋蔵文化財の破壊は第三の「焚書」である」 I歴史学研究』 342 歴史学研究会 1968年11月

18 今井 亮「明治百年と文化財保護行政一岡山市津島遺跡保存問題ー」「歴史評論』 219 歴史科学協議会

1968年11月

19 「昭和43年11月29日の会議に付した文化財保設に関する件」『参議院文教委員会議録4J参議院 1968年11

月

20 西川 宏「「明治百年」が文化財を破壊する (1)J「歴史地理教育』 149 歴史教育者協議会 1968年11月

21 岡山大学グラウンド遺跡を守る会、考古学同好会、考古学専攻生有志の会『津島遺跡保存運動の総括』 1968

年11月

22 近藤義郎「津島遺跡と武道館事件」『岡山史学』 22 岡山史学会 1968年12月

23 武井則道「津島遺跡を守る講演会報告」「連絡誌』 22 文化財保護対策協議会、関西文化財保存協議会

1968年12月

24 文化財保護対策協議会、関西文化財保存協議会事務局 l津島事件の現段階」同上

25 考古学ジャーナル編集部「岡山市津島遺跡の保存問題をさぐる」『考古学ジャーナル』 27 ニューサイエン

ス社 1968年12月

26 西川 宏「「明治百年Jが文化財を破壊する (2)」「歴史地理教育』 150 歴史教育者協議会 1968年12月

27 佐竹靖彦、春成秀爾「遺跡破壊と"明治百年” （上）」『社会新報』 1192 1969年1月

28 同上「遺跡破壊と‘‘明治百年” （中）」同上 1193 1969年1月

29 同上「遺跡破壊と‘’明治百年” （下）」同上 1194 1969年1月

30 西川 宏「「明治百年」が文化財を破壊する (3)」「歴史地理教育』 152 歴史地理教育者協議会 1969年2

月

31 津島遺跡保存の会事務局「岡山県武道館事件の経過 (3)」「考古学研究』 59 考古学研究会 1969年2月

32 文化財保護対策協議会「「津島遺跡を守る講演会J一東京を中心とする動き一」同上

33 上原雄吉「津島遺跡保存運動に対する攻撃の特徴点」同上

34 考古学研究会ほか41団体「声明」同上

35 考古学研究会「調査団報告書、県教委作成文書対比表」同上

36 岡山県津島遺跡発掘調介団団長杉原荘介「抗議および公開質問状」（岡山県教育委員会教育長あて）同上

37 岡山県津島遺跡発掘調査団団長杉原荘介「抗議および公開質問状」（文化庁長官今日出海あて）同上

3s r第59回衆議院文教委員会議録第 5号から（抜粋）津島武道館事件の発端と経過J同上

39 「第59回国会閉会後参議院文教委員会議録第 4 号から（抜粋）沸島• 四つ池• 池上• 宮ノ原」同上

40 西川 宏「「明治百年」が文化財を破壊する (3)」「歴史地理教育J152 歴史教育者協議会 1969年2月

41 津島遺跡保存の会「岡山県武道館事件の経過 (4)J「考古学研究J60 考占学研究会 1969年3月

42 奈良国立文化財研究所職員組合「津島遺跡の再調査に反対する声明」同上
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43 津島遺跡発掘調査団団長「声明」同上

44 和島誠— r津島遺跡の地形的変遷」（発表要旨）同上

45 間壁忠彦「津島遺跡の弥生時代水田の問題」（発表要旨）同上

46 岡本明郎「弥生時代における乾田利用」（発表要旨）同上

47 佐竹靖彦「変造された調査報告書」 f歴史学研究J376 歴史学研究会 1969年3月

48 昭和44年津島遺跡調査団「津島遺跡昭和44年調査現地説明資料J1969年4月

49 杉原荘介、鎌木義昌、和島誠一、近籐義郎、間壁忠彦、間壁段子「岡山県津島遺跡1968年度調奔概要」

「1969年度日本考古学協会総会研究発表要旨J日本考古学協会 1969年4月

50 西川 宏「「明治百年」が文化財を破壊する (4)」I歴史地理教育」 154 歴史地理教育者協議会 1969年4

月

51 昭和44年津島遺跡調査団「昭和44年岡山県津島遺跡調査概要J1969年5月

52 梅田敏郎「岡山• 津島遺跡を守れ」「科学朝日」 29巻5号 1969年5月

53 津島遺跡保存の会「岡山県武道館事件の経過 (5)」『考古学研究j61 考古学研究会 1969年6月

54 和島誠一「岡山県津島遺跡の地形的変遷」同上

55 津島遺跡保存の会「岡山県武道館事件の経過 (6)」『考古学研究』 62 考古学研究会 1969年10月

56 津島遺跡保存の会「津島遺跡史跡指定にあたって」同上

57 藤 則雄「岡山県津島遺跡の花粉学的研究」同上

58 春成秀爾「津島遺跡保存運動のその後と 2、3の教訓」「連絡誌」 27 文化財保護対策協議会、関西文化財

保存協議会、全国組織結成準備委貝会 1969年12月

59 歴史教育者協議会岡山支部「津島遺跡から何がわかるか」 I考古学研究」 63 考古学研究会 1970年1月
60 松井 健「岡山県津島遺跡における弥生時代の灌漑水利用水田の存在について」『考古学研究』 64 考古学

研究会 1970年3月

61 岡山県文化財を守る会事務局「岡山県における最近の文化財問題一津島遺跡、東高月遺跡群、「風土記の丘」」

「考古学研究』 66 考古学研究会 1970年9月

62 八賀 晋「古代の水稲耕作の土地利用ー岡山県津島遺跡の半乾田一」『案山子」日本考古学協会生産技術特

別委員会農業部会連絡誌4 1970年

63 笠原安夫•黒田耕作「岡山市津島遺跡（弥生前～後期）の作物および雑草種子について」「日作記J 39 (別2)

1970年

64 西川 宏「地層に刻まれた地域の歴史一岡山市津島遺跡の調究と保存運動から一」「月刊社会科教室」 132

中教出版株式会社 1972年7月

65 春成秀爾「津島遺跡ノート一弥生時代水田址に関して一」「歴史手帳』 2-2 1974年2月

66 笠原安夫「岡山県津島遺跡の出土種実の種類同定の研究一日本各地遺跡間の残存種実の比較とそれから見た

農耕の伝播と形態の推定一」「農学研究」 58 1979年
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第2節調査の経過

武道館建設当初予定地の発掘調査は、下記の通り 3回実施された。さらに、岡山県総合グラウンド
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第4図第 1・2次調査の基準線 (S=l/800)
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第5図 トレンチおよび調査区の位置 (S=l/800)
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第3章発掘調査の経緯
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第6図 第 3次調査の基準線 (S=l/800)

北西部を新たな武道館建設予定地とした発掘調査が 1回行われた。調査の契機と経過については、前

項に述べているので、発掘調査期間等を明記しておきたい。

A 武道館建設当初予定地の調査

第 1次 1968 (昭和43)年5月28日から同年6月24日 調査担当者 岡山県教育委員会

第2次 1968 (昭和43)年8月16日から同年9月25日 調壺担当者 岡山県津島遺跡調査委員会発掘

調査団（団長杉原荘介）

第3次 1969 (昭和44)年2月24日から同年4月22日 調査担当者 岡山県津島遺跡調企委員会発掘

調査団（団長八幡一郎）

調奔方法として、武道館建設当初予定地では、建物の中心にあたるところを 0とし、南北、東西の

軸線を設定（第4図）した。以後の調査も基準線は同じである。

第1次の調査では、南北方向のトレンチ (TI・Till・TIV) を3本掘り下げた（第 5図）。平面

では中世の耕作士を除去したところで遺構面の検出を行った。南東部については、一部深く掘り下げ

ている。北西部の弥生時代前期微高地上に位置する遺構の一部は掘り下げている。

第2次の調究では、第 1次の調査において掘り下げられたトレンチ断面の調査と東西方向のトレン

チ (TII) を新たに設定し、深く掘り下げている。そのほかに、小トレンチを補足し、若干の遺構調

査を行っている。ほかに、土壌、花粉、種子など関連分野の調査も合わせて実施した。

第3次の調査では、新たに規準線（第6図）を設定するとともに、武道館建設当初予定地に接する
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第2節調査の経過

北部、西北部、西南部についても、調査区を拡張（第5図）して弥生時代前期微高地上の遺構を調査

している。さらに、南西部の低湿地を深く掘り下げ水田の追求が行われた。また、再度専門家による

士壌学的観察、花粉分析、水田雑草と植物遺体、動物遺体の調査も実施された。

調査区内の名称については、東西、南北の軸線をもとに決めているが、地点名としては、各調査次

ごとに異なっている。

日誌抄

第1次 5月28日（火） 発掘調査開始

29日（水） B地区の上層掘り下げ

6月1日（士） A地区、 B地区の遺構検出。 A地区で弥生前期の溝状遺構、 B地区で古

墳時代の溝を検出。

2日（日） B地区の溝から多量の弥生土器を検出。 TIとT皿間に所在する弥生後

期の溝の検出作業。

6日（木） A-NW-4 の P4 実測。 A-NC-1~4 表土剥ぎ。

11 B (火） D6の掘り下げ。 B-C-1-4表士剥ぎ完了。 B・D地区表土剥ぎ。

18日（火） P20で杭列検出。 B-S2のD6、H2の追求。

19日（水） P 20は杭を斜めに打ちこんでいて、中心を囲むように配列。埋土中に

は炭・焼土を含む。 D5の埋士中に士器、木器、植物の実含む。

20日（木） P 13は炭層が2層あり、上層に焼土面が確認される。下層の炭層から

は土器出土。 A-W遺構検出。 B-SE-3.......,5遺構検出。 D6を追求。

24日（火） D6の追求。

第2次 8月16日（金） 調査開始。調査計画打ち合わせ。基準線設置。

17日（土）

18日 (B)

24日（土）

9月1日（日）

2日（月）

5日（木）

6日（金）

9日（月）

班の編成を行う。

鎌木班 市川水田高見（学生）

和島班 岡本出宮（学生）

近藤班 春成神原渡辺（学生）

三杉班 出石池葉須（学生）

西川班 角田根岸土居（学生）

間壁班 間壁大重（学生）

高橋班 河本葛原正岡（学生）

東西トレンチ (TII)の設定。

TI、T皿、 TNの崩壊士清掃作業。

TIIIー 2で矢板列の痕跡を検出。

TI -2 (南）は掘り下げ。 TI-2 (北）は実測。 TI-3は清掃。

笠原氏、植物種子検出用のサンプル採取。

藤氏、花粉分析資料採集。トレンチ掘り下げ。 TI-3・TI-2実測。

東南端に新たなトレンチを設定。後期ピットが南側で発見。

トレンチ掘り下げ。 TIIとTIは特に深く掘り下げ。 TI-2できぬた

状木器出土。 TIlでは連日多鍼の木片、木の枝等が出土。 TIIの東端で
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第3章発掘調査の経緯

弥生前期の包含層を発見。 TI-2の下部発掘。

14 B (土）東南トレンチEl4ラインが大きく崩れ、多量の弥生中期土器が出士。

18日（水） トレンチ掘り下げ。実測。補足調査。

20日（金）埋め戻し作業。

25日（水）調査終了。

第 3次 2月24日（月）調査開始。

4月 1日（火） A区 AM49、AL49地区の掘り下げ。

B区

C区

D区

3日（木） A区

B区

C区

D区

7日（月） A区

B区

C区

D区

10日（木） A区

B区

C区

11日（金） B区

D区

15日（火） A区

B区

C区

D区

18日（金） A区

B区

C区

BJ 48、BK48はE層上半を発掘。

CM55はE層を掘り下げ弥生前期の溝を追求。

西端拡張区はD層を剥ぎ、 E層上面に達する。

トレンチ掘り下げ。杭列の続きと思われる杭を 1本発見。

北側拡張区の炉跡周辺の柱穴検出のため掘り下げを行う。

砂質土層 (0層の下の層）から淡水性貝類を発見。

西側拡張区の北側をさらに西に 3m延長しトレンチ状掘り下げ。

トレンチ掘り下げ、青粘土層下に多数の杭痕跡発見。

東と南半分の土手を取り去る。

住居跡の柱穴の清掃。

土城47の写真。

トレンチの写真。

北側拡張区の発掘を終了。小屋と溝を発見。

住居跡の写真。

乾田土壌の分布範囲調査。 トレンチの壁面清掃。

西端拡張区の西端側はまだ落ちない。

実測。

実測。

杭列の清掃。一番南の横倒しになった杭は杭列とは時期が別。

埋め戻し。

実測の補足。

実測の補足。弥生後期の住居付近から石包丁を発見。

杭列付近の調壺。

D区 西脚の南北壁の断面実測。

22日（火）埋め戻し。調査終了。

B 武道館建設予定地の調査

第1次 1969 (昭和44)年8月18日から同年10月10日 調査担当者 岡山県教育委員会

新武道館建設予定地の調査では、 8か所の坪掘り調査を行い、これを繋ぐトレンチを設けている。

ここでは、集落遺跡が検出されなかったことから、全面的な掘り下げは実施していない。
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第3節調査の体制

日誌抄

第1次 8月19日（火）テニスコート南側に 2X2mのグリッドを 4箇所設定し掘り下げ。

20日（水） Bl,...._B3 の壁を清掃し、写真• 実測。 B4 ,...._B 6を掘り下げ開始。

22日（金） B 6 ,...._gの壁面清掃。 T1、T2掘り下げ。 BBは中世の土器出土。

9月3日（水） Tl-SのD2掘り上げ完了、写真。 Tl-Nは土層の線入れ。

8日（月） T 1は西壁面の削り。 T2は掘り下げ。

20日（土） T2は土層の線入れ。 T3は掘り下げ。 T4は掘り下げ。

22 B (月） T3は微砂層下面にて掘り下げ完了。 T4は微砂層上面まで掘る。 TSは

明治期まで掘り下げ。 T6は明治期の水田面まで掘り下げる。 T7を設定。

30日（火） T6、T7実測。

10月10日（金） 調査を終了する。

第3節調査の体制

武道館建設予定地の発掘調査は、いずれも岡山県教育委員会が調査主体となり、武道館建設当初予

定地においては、 1968(昭和43)年6月の第 1次調査を県教育委員会が直接実施し、 1968(昭和43)

年8月から 9月の第2次調査、 1969(昭和44)年2月から第3次調査は、それぞれ岡山県津島遺跡発

掘調査委員会を設置し、• そのもとに発掘調査団が編成された。 1969(昭和44)年8月から10月に行わ

れた武道館建設予定地（現在の武道館建設地）の調査は、県教育委員会が直接実施した。県教育委員

会及び発掘調査団の組織は以下の通りである。

1968 (昭和43)年度 岡山県教育庁

岡山県教育委員会 教育次長 小野啓三

教育長 篠井孝夫 /,, 口村克一

岡山県教育庁 社会教育課

教育次長 小野啓三 課 長 富張 昇

社会教育課 主 幹 神野 力

課 長 富張 昇 課長補佐 花房芳忠

主 幹 神野 力 係 長 桐野嘉雄

課長補佐 是近五六 文化財保護主事 林＊ 忠彦

係 長 桐野嘉雄 3/ 高橋 護

文化財保護主事 木＊木 忠彦 主 事 河本 清

ケ 高橋 ニ甜隻→ /,,, 葛原克人

主 事 河本 清 ケ 枝川 陽

ケ 葛原克人 /_; 正岡睦夫

1969 (昭和44)年度 ,,.. 泉本知秀

岡山県教育委員会 /,, 栗野克己

教育長 篠井孝夫
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第3章発掘調査の経緯

第 2次発掘調査の組織（調査期間 1968 (昭和43)年 8月16日～同年9月25日）

岡山県津島遺跡発掘調査委員会

委員長八幡一郎

委 員杉原荘介鎌木義昌和島誠一近藤義郎篠井孝夫富張昇

岡山県津島遺跡発掘調査団

団 長杉原荘介

副団長鎌木義昌

常任調査員和島誠一 近藤義郎 間壁忠彦 三杉兼行 西川 宏 角田 茂

岡本明郎 高橋 護

調査員池葉須藤樹 市川俊介 根岸純一 土井秋夫 出宮徳尚 土居 徹

春成秀爾 神原英朗 中田啓司 渡辺健治 間壁蔑子 小野一臣

今井 幸元 高見周夫 平田英文 水田浩人 出石 収 水内昌康

大重美敏 河本 清 慈原克人 正岡睦夫

第 3次発掘調査の組織（調査期間 1969 (昭和44) 年 2 月 24~同年4月22日）

岡山県津島遺跡発掘調査委員会

調査顧問坂本太郎 宝月圭吾 駒井和愛 有光教一 斉藤 忠 末永雅雄

杉原荘介 水野清一 清水潤三 滝口 宏 内藤政恒 三木文雄

坪井清足

調査団長八幡一郎

調在員横山浩一 亀井正道 田村晃一 岡田茂弘 松下正司 三輪嘉六

三宅敏之 村井器雄 野口義麿 鈴木博司 稲垣晋也 田中 琢

佐原 県<e::, 八賀 晋 工楽善通 西谷 正 佐藤興治 阿部義平

佃 幹雄
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第1節遺構の名称と全体図

第4章調査の概要

第1節遺構の名称と全体図

A 遣構の名称

新しい遺構の名称は報告書作成の際付け直したもので、遺構の性格を検討し、同じ性格と推定され

る遺構毎に 1から順次付けていった。調査時における遺構名称は、奈文研や県が作成した遺構配置図

には記載されておらず、遺構実測図や各種の文献から名称の一端がうかがえるものの、同一の遺構に

異なる名称が付されるなど、混乱も見られる。たとえば本報告害で舟形士墟 lとした遺構の名称は、

遺構実測図に「Dl」と記されているが、『調査概要Jでは「溝状遺構」、『調査概報』は「舟形土城」、

また舟形士堀3は I士堀 1」と「第10土壊」と言うように、いくつもの名称が認められる。こうした

名称の不統ーが遺物の注記にも影響を及ばしており、遺構と遺物の対応関係の不明確さをきたす大き

な要因の一つとなっている。

B 全体図について

全体図（遺構配置図）については完全なものは無く、それぞれが少しずつ異なっている。ほぼ正確

な図としては、奈良国立文化財研究所を中心とした第3次発掘調査において作成されたS= 1 /20の

平面図、および県が調査終了後に作成したと考えられる S= 1 /200の全体図があり、本報告書の全

体図は他の概略図を参考にしながらこれを合せて作成した。

第7図の全体図は主なものを取り上げて比較したものである。 Aは第 1次調査で県の職員が実測し

たもので、東西トレンチの両端が異なる。 BはAの1か月後に発刊された発掘ニュースの概略図であ

るが、東西トレンチは切れ目が無く遺構の配置も異なっている。遺構名称は付されているが本来付さ

れていたものであるかどうかは不明である。 Cは第 3次発掘メモであるが、調査区の東側を斜めに走

る溝が異なっていることに加え、住居跡が認められない。 Dは『考古学研究』に掲載された図で、南

東側の溝や土漿が異なっている。 Eは現地説明会の資料で、 3次調査の成果が取り込まれているが、

南東側は省略が目立つ。また、東西トレンチ、特に西側の形状が描かれていないため、 Aの追認がで

きない。 Fは1969年の第3次調査終了後に作成されたものと推定され、 S= 1 /200の図である。他

の図が概略図であるのに対し、実測図をトレースしており、信頼性の置ける図ではあるが、南東側の

士城群が省略されているなど、注意を要する。

このように主な図だけを見ても遺構の配置や調査区の形状、またトレンチの形状などで大きな食違

いが認められる。したがって本報告書の全体図もかなりあいまいな点があると思われるが、それを検

証するべく正確な図がないことから、第7図に掲げた図を比較しながら修正を加えたが、なお明確に

し得なかった遺構も少なからず存在する。これも当時の状況から考えていたし方ないことで、そうし

た限界性を踏まえた上で第4章を読んでいただきたい。
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第2節層序

第2節層 序

第3次にわたる発掘調査によって、地形的な変遷と層序が明らかにされた。その概要は、第3次に

わたる発掘調査をまとめた昭和44年津島遺跡調査団「昭和44年岡山県津島遺跡調査概報」昭和44年 5

月17日に報告されているので、層序について引用させていただくことにしたい（岡山県教育委員会

『岡山県津島遺跡調査概報」昭和45年3月所収 25---29頁）。

A 層序の名称

武道館予定地の地層は、微高地と低湿地では状況が違っている。ここでは、両地域にわけて基本的

な層序について述べよう。なお、今回の調査では、層を上部からA・B…と大きくわけ、さらにおの

おのをCl・C2…というふうに細分し、命名することにした（第14図）。

B 微高地の層序

微高地における基本的層序は、第14図に示したとおりである。その概要を説明しよう。微高地の上

部は、黄褐色土 (F・H層）と黒褐色土 (G層）からなっている。この地層は、まった＜礫を含まず、

ほとんど水平に堆積しており、静かなる状態で堆積したデルタ状沖積層と考えられる。遺物はまった

く含まれていない。

この上にある黒褐色土のE層は、弥生時代前期前半の遺物を包含している。しかしその層の下半部

では遺物は出土していない。

このE層上には、 D層すなわち弥生時代後期に形成された、暗灰褐色土層がある。包含する遺物は

ElO E20 E30 呻 w~o w~ ゚
W30 W20 WlO 
I I ー、I

N30-

N20- t 
NI:~==== 
S10-

s20~ 

S30-

゜
20m 

Cニニニコ

I 

第8図土層断面図の位置
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第4章調査の概要
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1. 7炎灰色シルト 5. 酸化鉄

2. 酸化鉄 6. 茶褐色酸化鉄
3. 撹乱 （マンガン含む）

4. 灰褐色粘質シルト 7. 酸化鉄

（マンガン含む） 8. 暗褐色シルト

1. 撹乱 5. 灰色シルト

2. 灰褐色 6. 細砂プロック

（マンガン含む） （悪い層）

3. 酸化鉄 7. 暗灰色シルト

4. 茶褐色シルト

W40 
t99_rn 

I 

1. ? 

2. ? 

3 . 灰褐色微砂

4. 灰褐色微砂

（マンガン含む）

1. i. 炎灰色
2 . 条里整地

5. 酸化鉄

6. 淡褐色

（マンガン少）

3. 後期

1. 淡灰色微砂 4 . 黒褐色（前）

（マンガン含む） 5. 灰褐色シルト

2. 灰褐色微砂 6. 黒（無）

3. 暗灰色 7. 灰褐色シルト

（マンガン多く含む）

1. 撹乱士 4. 灰褐色シルト

2. 淡褐色 5. 黒褐色シルト

（マンガン含む） 6. 灰褐色シルト

3 . 黒褐色シルト

゜
2m 

第 9図 TIIの土層断面 1 (S=l /60) (鎌木• 市川・水田・高見• 三杉・出石• 池葉須• 西川・角田・
根岸•土井• 間壁·間壁•大重•高橋· 河本・葛原・正岡）

-26-



第2節層序
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6. 灰褐色シルト

7. 帯褐•青灰色シルト

8 . 帯褐•青灰色まじり微砂

9. 青灰色シルトまじり微砂

（黒灰色粘土ブロック混入）

10. 青灰色細砂（黒灰色粘土プロック混入多し）

11. 黒灰色細砂（黒灰色粘土プロック混入多し）
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1. 黒灰色粘士

2. 灰褐色粘土

3 . 下部黒灰色粘土

4 . 灰褐色徴砂まじりシルト

5. 灰褐色シルト

6. 青灰色シルト

7. 青灰色シルトまじり細砂

8. 灰褐色土

9. 黒灰青色シルト

10. シルトと砂の互層

11. 黒灰色シルト

12. 溝中
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2.20m I 
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第10図 Tilの土層断面2 (S=1 /60) (鎌木・市川• 水田・高見• 三杉・出石• 池葉須• 西川・角田・
根岸•土井・間壁• 間壁•大重•高橋• 河本・懃原・正岡）
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第4章調杏の概要

E 5 E13 
2.10m 
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1. 灰褐色

2. 溝

3 . 黒灰色粘土

4. 黒灰色

5. 細砂

6 . 黒灰色シルト

7. 黒灰色シルト

8. 黒灰色

9. 黒灰色シルト

10. 黒色シルト

11. 木片堆積

12. 黒色シルト

El3 E20 

2.10m I 

゜

l . 灰褐色

2. 青灰色シルト

3. 黒色シルト

4. 木片堆積

5. 細層

2m 

第11図 T Ilの土層断面3 (S=1 /60) (鎌木・市川・水田・高見• 三杉・出石• 池葉須• 西川・角田・
根岸•土井・間壁• 間壁•大重•高橋•河本・葛原•正岡）

前期から後期におよぶ。後期の溝はD層中もしくはその下面から掘りこまれている。

D層の上部を削平整地にした上に、条里制以降の水田が営まれている。その水田床士 (C4層）は

多量の酸化鉄が沈着する士であり、水田耕土 (C3 層）は暗青灰色の砂質土である。ともに奈良• 平

安時代の遺物を包含する。この水田耕土の上面は平坦ではあるが、全体にみると東北から西南へゆる

く下っている。さらに上層には、酸化鉄とマンガン粒の帯状の沈着が幾層もみられる灰褐色土 (C

1・C 2 層）が堆積している。この士層は、土師器や土釜• 灯明皿などの遺物を包含しており、古代

末期から中世の水田土壌と推定される。 C層の上には、近世から明治時代にかけての水田耕土 (B層）

と練兵場、さらにはグラウンド造成時の整地層 (A層）が順次観察できる。

c 低湿地の層序
低湿地における地層の状況は、地層の形成過程における局部的な浸蝕と堆積によって、かなり複雑

な様相を呈している。今回までに調杏した武道館建設当初予定地南部における観察結果によると、以

下のとおりである。
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第2節

低湿地の地山はE層上面から約1.4m下にひろがっている賠青色砂質士からなっている。

層 序

この層上

に、昨夏の調査で弥生時代前期前半に属する水田耕土と認定された黒灰色粘土層がある。

厚さ40-----50cmある。

この耕土は
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の土層がほぽ60cmの厚さに順次堆積している。

また、中期には前期の黒灰色粘土が水流によって

大きくえぐりとられた部分がある。 このえぐられ

た部分では、その後複雑に土が堆積している状況
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いる。

この複雑な堆積土には、弥生時代

この堆積士層の下半部をなす暗灰色粘土層

には、後に述べるように杭が打ちこまれており、

それが水田耕作土であった可能性が高い。またタ
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は弥生時代中期末までに堆積したものである。

低湿地の最上部には、厚さ約40cmの褐色微砂層

この微砂層は微高地上の
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第4章調査の概要

地
暦
名

質

調
土
色 性格

層厚
(an) 
□ら

A1 I黄褐色含細礫土 l総合グランド整地層 20 
} 

A21暗青色砂質土 I昭和20年代開墾土層 10 し120

A3 I褐色含角礫土 岡山連隊緑兵場整地層 80 
-100 

B I暗灰色砂質土 近世～明治時代耕土層 20 

C 1 ! 暗灰色砂質土 古代末・中世水田耕土層 30 
C2 (酸化鉄・マンガン粒を含む） -50 

C3 I暗青灰色砂質士 条里制当初の水田耕土層 10
-40 

褐色砂質土 I条里制当初の水田床士層1-530 C4 I （酸化鉄沈蒼）

D I暗灰褐色土 I弥生時代後期遺物包含層I1-0 30 

E I黒褐色土 弥生時代前期遺物包含層 1-020 

F I黄褐色士 自然堆積層
20 

G I黒褐色土 自然堆禎層
20 

~ 
2
 

亡二（

3 

雲

~4 
7 

ll[~~

H I黄褐色砂質土 自然堆積層

一~~—ゎ
14 

‘ ヘヽ ＇戸-' ~ 

10cm 

第14図 微高地の基本層序と出土遺物
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第3節遺構と遺物

第3節遺構と遺物

A 遺構の概要

武道館建設当初予定地の調査は、建設工事が始まった後という事もあり、調査が始まった段階には、

調査区は武道館の形状に合せて遺構が検出される深さにまで削平され、無数のパイルが打ち込まれて

いた。調査は調査区全体に東西をAライン、南北を50ライン、その交点を 0とする基準線を設けてい

るが、 1・2次調査と 3次調壺では設定が異なっており、混乱をきたす要因の一つになっている。さ

らに調査区はこの基準線に合せて4分割され、南東をA区、北東をB区、南西をC区、北西をD区と

している。トレンチは南北に3本設定し、東側のものをTI、西側のものをTN、両者の間のものを

T皿とし、ほぼ中央には東西にTIIが設定され、西端の西トレンチまで途切れ途切れに延びる。 3次

調査では武道館の用地外に北調査区、西北調査区，西南調査区が拡張して設けられた。

これらのトレンチおよび拡張された調査区の成果から、西側は微高地が、東側は低位部が広がって

いることが判明した。微高地はあまり大きくないものと推定され、弥生時代後期の遺構もあるものの、

もっばら弥生時代前期前半の居住域であった。この時期の遣構としては、西南調奇区から住居、西北

調査区およびD区では掘立柱建物が3棟、北調査区からは壁立の建物などが検出されている。また、

建物の方他に沿って舟形士城が発見されており、必ずしもすべて建物に伴っているわけではないが、

建物と組み合わさるものと考えざるを得ないものもある。東側に広がる低位部には微高地との境に矢

板を打ち込んでおり、弥生時代前期から水田として利用されていたとされる。このことを裏付けるよ

うに花粉分析ではイネの花粉、土壌分析では稲穂や水田雑草が検出されている。さて、この低位部も

ー

|
T

□ ====  
C区

10 20m 

第15図 トレンチおよび調査区配置図（条1/800)
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図に記してある基準線は第 3 次調査で設定したものである。なお、図中の＋は第 1 次• 第2次調査

で設定された基準線の一部を記したものである。

第16図 遺構全体図 (S=l/500)
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第3節遺構と遺物
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第17図 第 1次.2次の遺構全体図 (S=1/500)
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C 

水田として利用されながら徐々に埋没して行き、弥生時代中期には溝などが掘り込まれるが、本格的

に利用されるようになったのは弥生時代後期からである。

弥生時代後期から古墳時代の溝は、南東部においては 4条がいずれも北東から南西方向に流走して

おり、用排水路と推定されるが、溝の中を掘り下げていないため性格については明確でない。西北調

査区でも北東から南西に流走する 5条の溝が検出されており、用排水路と考えられる。このうちのい

くつかは西TやTIIの溝と繋がる可能性がある。A区では溝と切り会う竪穴住居も 1軒認められるが、

内部を掘り下げていないため詳細は不明である。 A区の南端付近では祭祀遺構と称される、炭と焼上

を多拡に含む土壊群が検出されている。

古代以降の遺構は、 C区で条里に係わる遺構が、 TIIの西側からは古代の土城墓が発見されている

が、概して少ないと言えよう。ただ、調査区全体が微高地上面まですでに削平されていたことを考慮

すると、浅い遺構は消滅した可能性も考えられる。

-33-



弟4章調贅の概要
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第18図 D区の遺構配置と遺構名 (S=l/400)
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第19図 C区の遺構配置と遺構名 (S=l/400)
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第 3節 遺構と遺物
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第20図 B区の遺構配置と遺構名 (S:1/400)
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第21図 A区の遺構配置と遺構名（条1/400)
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第4章調査の概要

B 弥生時代前期

前期の遺構は低位部の水田を除けば、西から北西側に広がる微高地から検出されている。微高地は

居住域とされ、建物や住居が点在しているがその密度は薄い。微高地の東側から南東側に広がる低位

部には、微高地に接して水田が発見されている。こうしたことから、当時は水稲農耕開始期の集落を、

居住域と生産域を一体的に捉えられたことから、注目を集めることとなった。

1 水田

水田は微高地に接して認められ、その境をなす斜面には水田を保護するためと考えられる矢板状杭

の痕跡が、 TI-1とTill-2で発見されたらしい。 TI-1は微高地から低位部にかかるトレンチ

で、矢板（矢板状杭痕跡1)が発見された可能性は高いが、図面としては残っていない。 TID-2の

トレンチでは矢板状杭痕跡2がかなり明瞭に認められる。第23図平面図の線が何を意味するものかは

明確ではないが、断面図を見ると杭（柵）が打ち込まれていた様子がうかがえる。さらに写真（図版

8-1・2)で見ると、粘土化して周囲の土色と明らかに異なる部分が列をなしていることからも、

その杭が打ち込まれた時期を別にすれば、ほぼ間違い無いであろう。

ところで耕土となる水田層は微高地から1.5ないし 2m下がった低位部に水平堆積する、厚さ20---

30cmの黒灰色粘土層で、微高地に接して幅4---8mの広がりをもつらしい。こうした状況が確認でき

るトレンチはTI-1とTII、そしてTl¥T-2やTID-3などであるが、現在それを追認できる資料

|
|
＼
¥
―
 

二=== 虹ー

低位部

翡C
6
 

地高
八微

10 

代A4
 

第22図 弥生時代前期の遺構全体図 (S=l/600)
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は少ない。第10固に掲げたTII 

北壁の士層断面のうち、 W2か

らWlOの断面図が微高地から低

位部の場所であるが、低位部に

黒灰色粘士層は見当たらない。

色調が違うのかも知れないが、

W2からE5まで見通してもほ

ぼ水平に堆積する層は認められ

ない。
A
 

―¥ 
Till-3 (第24図）は低位部 ¥ 

に設けられたトレンチで、その ＼，1 

東壁断面には41の黒褐色粘士層

が水田層であると注記されてい

る。ほぽ水平に堆積するこの層

には前期の土器を含む他、笠原

安夫氏によって稲穂、稲の茎と

葉、水田雑草の果実と葉が検出

され、さらに藤則雄氏による花

粉分析でもイネの花粉が検出さ

れ、水田であることが追認され

1. 灰褐色シルト

2. 黒色粘士

3. 黒色土

B
 

,l'ー

O
m
L
 

3
 

,
i

・
―
-
—
’

?
i
l
,＇ ー
'

4. さらさらした黒っぼい土（杭あと）

5. 灰褐色シルト

6. 明るいねずみ色

7. 青灰色微砂まじりシルト

（ブロック状に黒色褐色含む）

t- ―---"7"" 2.1D m 
'-0 

2 矢板状杭痕跡

「概報」によると矢板状杭痕

跡はTI-1、Till -2、T

IVー 2の断面で認められること

から、微高地と低位部の境界に

連綿と続いていたものと考えら

れている。なお、微高地と低位

部の境界はTIIにも係るが、こ

こでは杭痕跡が認められなかっ

たらしい。

矢板状杭痕跡 1

B区のTI-1に係る微高

地と低位部の境界で確認され

たということであるが、固が

残されていないため詳細は不

明である。

1. 黒灰色シルト

2. 灰褐色微砂まじりシルト

3. 青灰色管鉄まじり微砂まじりシルト

4. 青灰色微砂まじりシルト

5. 褐色細砂

6. 黒灰色粘土

7. 黒色バンド

8. 黄灰色微砂まじりシルト

9. 黒色粘士

10. 黄褐色シルト

11. 青灰色シルト

9
9
-

．．．． 
’’ 

.. -9•9 

，ヽ＇ 

,
 
.. 
＼
 

附閃，

1＼¥;'いいも

~e 

lm 

第23図 矢板状杭痕跡の平面と断面図 (S=1/40)

（近藤•春成•神原• 渡辺）
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3
 
竪穴住居

竪穴住居2 （第25図）

C区の西南調査区微高地で検出された住居であるが、竪穴住居になるか平地住居になるかは不明で

ある。「概報」によると住居は中央に 4本の柱穴を配し、その周囲に12本を円形にめぐらしている。

中央西寄りにば炉があり、住居西南部には貯蔵穴とも見られる士城があるということである。

現存する S= 1 /20の図によると、径30~40cm、深さ 30cm前後の柱穴を方形に配し、その西寄りに

は焼土が詰まっだ炉が設けられている。柱穴間の距離は東西が2.2m、南北2mと、やや東西が長い。

この方形柱穴を取り囲むように11本の柱穴がめぐっているが、図に柱穴の埋士が記録されていないた

め同じ遺構であるかどうかを検討する材料に欠ける。 しかし、柱間隔は不均等で、柱穴の径も大きい

これらの柱穴を結び付けて考える必

要は無いとも言えよう。住居の西南側には長さ1.5m、幅0.8m、深さ20cm前後の長方形を呈する貯蔵

ものは70cm、小さいものは20cmあまりと格差が大きいことから、

穴とも見られる土壊があり、内部から太形蛤刃石斧が出士したとされるが、実物は不明である。

出上遺物はどの柱穴からのものかは不明であるが、土器がわずかにある。その中で唯一Pllからの

出土が明らかな23は、壺の口縁部で、前期に属する。
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第25図 竪穴住居2(S=l/80) と柱穴出土土器
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4 掘立柱建物 ___ /ぞ乏ご―

掘立柱建物 1 (第26図）

D区の南東寄りで検出された、桁行 l間、梁間 1間の

掘立柱建物で、北側の梁間に平行して舟形土堀が穿たれ

ている力又確実に伴うものであるかどうかは不明である。
冒 I (¥ lP4 Pl 

「概報」では 4本の柱を長方形に配したもので、柱間は

桁行3.7m、梁間2.lmを測る高床構造の倉庫と考えられ

ている。

出士遺物は確認したが、該当するものは無かった。し

たがって時期については判断できないが、調査時の所見

＇ 
I i を尊重して前期の遺構と考えておく。

掘立柱建物2 (第27図） 重 I I 『nPl P2 

D区の西北調査区で検出した掘立柱建物で、掘立柱建

゜
?m 

物 3とほぼ主軸を揃えている。『概報』によると桁行 3

間、梁間 2間、計測値で示せば桁行4m、梁行2.8mの 第26図建物 1 (S=1/80) 

高床構造の倉庫と考えている。しかし、東側の 3本の柱

穴は柱痕もありほぽ等間隔に並ぶものの、全体的にいびつであることは否めない。さらに、西側の桁

行を構成する柱穴が溝によって削平されたとはいえ、南から 3番目の柱穴は溝の無い場所にあたるこ

とから、 1本も柱穴が検出されないのは奇異な感じを受ける。なお、東側には桁行と平行して舟形土

城3が穿たれているが、掘立柱建物 1の舟形土城同様、一体的に捉えて良いかどうかは明確でない。

出土遺物は無いものと思われ、調査時の所見から前期の遺構と考えられる。

2.40m 芦

疇

｀ 
2m 

。
2m 

第27図建物2 (S=l/80) 第28固建物3 (S=1/80) 
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掘立柱建物 3 (第28図）

D区の西北調査区で検出されたもので、掘立柱建物2の西側に主

軸を揃えて並ぶ。『概報」によると規模もほぽ同じということであ

る。しかし、東側桁行の柱穴が溝の無いところでも検出されてい

ないなど、やや不自然さを感じさす。

出土遺物は無いが、調査時の所見から前期の遺構と推定される。

5 壁立建物

壁立建物 1 (第29図）

B区の北調査区で検出された壁立建物で、主軸をはほ掘立柱建物

2・3と揃えている。『概報」によると 4本の柱を桁行3.3m、梁間

1.7mの長方形に配し、その柱穴を繋ぐように浅い溝がめぐり、両

短辺中央のやや内側にも柱穴を穿っているということである。こ

虞

＇ 

/
d
 

1
1
9
9
 

ー

1
9

2.40m 

責

。
2m 

の建物がどういう構造であったのかは明確にし得ないが、浅い溝

に壁を立てていたものと推定される。また、両短辺のP1・P2は 第29図 壁立建物 1 (S=l/80) 

建物内に設けられた棟持柱であろうか

6 舟形上壊

舟形土城はD区でまとまって検出され、主軸の方位をほぼ東西あるいは南北に揃えるとともに、そ

の配置にも方形の区画を思わせるもの、あるいは建物と係わりをもつようなものなど、規格性が認め

られる。しかし、その性格についてはなお明確にするまでには至っていないことから、ここでは個々

の遺構毎に説明を加えておく。

舟形土壊 1 (第30------33図）

D区の北東寄りで検出されたもので、調査時にはDl、すなわち溝として認識されていた。全体の

形状は溝状をなし、床面は平坦で壁は急傾斜で立ちあがる。主軸を東西方向に向け、西端は削平され

ているが、現存長8.7m、中央幅l.lrn、深さ0.2mを測る。舟形土渡内には多くの遣物が廃棄されてい

たが、それらは 2群に分かれている。中央付近から東側の一群は少量の礫とともに多くの土器が廃棄

されているが、完形に近いものはなく、どちらかと言えば小片がほとんどである。西端の一群はわず

かに上器を含むものの、 10cm前後の円礫をまとめて廃棄している。

出土遺物は弥生土器と石器が認められた。弥生土器の器種には壺と甕があり、その量比は口縁部で

3 : 7の割合である。第31図24から第32図85は壺である。形態は球形の胴部にハ字状の頸部が付き、

その上端は外反してD縁部となる。D縁部はわずかに段がつくものが目立つが(25・26・27・29など）、

沈線をめぐらすもの (28・30)、突帯をめぐらすもの (33) などがある。頸部の下端、胴部との境界

には段が見られるものもあるが、多くは胴部の肩ないし肩からやや下がった位置に沈線をめぐらすも

のである。沈線は 2本のもの (36・37・38・39など）、 3本のもの (45・51など）などがあり、その

下側には箆描文（重弧文、木葉文など）が施されるものがある (46~48·52~82など）。 54 は 4 条の

沈線をめぐらし、その上側には重弧文、下側には低い突帯をめぐらせ刻みを施している。 83は削り出

し突帯に刻みを施したもので、 84は削り出した突帯、 85は貼り付けの突帯である。
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第4章調査の概要

色調は概して明るいものが多く、

胎土には砂粒を多く含む。粘土帯

の接合は砂粒の流れから外傾接合

と推定されるが、剥離面を持つわ

ずかな資料 (55・59・60) も外傾

接合であった。

86から113は倒釣鐘状の胴部に、

外反する口縁部が付く甕である。

口縁部の多くは単純に外反するだ

けであるが、胴部との境界にわず

かに段を持つもの (110)、突帯に

刻みを施すもの (112)、沈線をめ

ぐらすもの (111) などがあり、そ

の端部には基本的に刻みをめぐら

すが、無いものも (102--...,104) わ

ずかにある。また、刻みは端部の

下端に施すものと、全面に施すも

のとが認められるが、その量比は

不明である。倒釣鐘状を呈する胴

部は、胴部の上半が少し膨らむも

のと、口縁部から徐々に幅を減じ

ながら底部にいたるものとがある。

後者はいわゆる如意状口縁甕で、

前者は環瀬戸内地域の甕と考えら

れる。前者の胴部上半あるいはロ

縁部近くには段が施されるもの

(108・109)がある。 114・115は鉢

であろう。 116~130は壺ないし甕

の底部である。 127には制毛目が顕

著に見られる。

胎土には砂粒を多く含む。粘士

帯の接合は、判明したものはすべ

て外傾接合であった。

石器は頁岩を用いた未製品とそ

の砕片を中心に、わずかにサヌカ

イト製も認められた。 S1は頁岩

で、周辺の調整が施されていることから未製品と推定されるが、器種は不明である。強いて言えば石

1. 撹乱土

2 . 暗灰褐色粘土

砂粒（焼士・小角礫3cm位）を含む

3 . 炭まじり黒褐色粘土

4. 灰褐色粘土（黄褐色粘土を含む）

5 . 黒褐色粘土（炭を含む）

----
---

芦

1. 黄褐色粘土

2 . 灰褐色粘土（黄褐色粘土を含む）

3 . 黒褐色粘土
nu 

第30図舟形土壊 1 (S=1 /40) 

製円板か。 s2~s4 も頁岩を用いており、磨製石包丁の未製品である可能性が高い。 S 5はサヌカ
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第4章調査の概要
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第32図 舟形土塘 1の出土遺物 (2)
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第33図 舟形土壊 1の出土遺物 (3)
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第4章調査の概要

イト製の楔形石器である。

遺構の廃絶時期は、出土した土器が前期の中でも古い段階のものであることから、前期前半と考え

ておく。

舟形土壊2 (第34----39図）

D区の南寄りで検出された舟形土堀で、主軸を南北方向に向ける。北西端を一部削平されており、

現存長5.lm、中央幅1.25m、深さ0.4mを測る。底面は平坦で、壁は急傾斜で立ちあがる。遺物は北

側に集中しており、比較的大きな破片も認められるが、これらの幾つかは出士状態の実測図に記され

てはいるものの、現存していないものも見られる。また、磨製石包丁の完形品も出土状況が写真（第

38図）で残されているが、これも実物は現存していない。

出土遺物は弥生土器と土製品、そして石器が認められた。弥生土器の器種は壺と甕、そして蓋が見

られる。その量比は統計を取っていないので明確でないが、壺よりやや甕が多い感じを受け、これに

蓋がわずかに加わる。第35図131から135は壺の口縁部で、段をもつもの (131・133など）ともたない

もの (134など）がある。 139は断面がカマボコ状になる突帯がめぐる。 140から166は胴部の破片であ

る。低い突帯をめぐらすもの (140)、段をもつもの (141・156)、肩部に 1----数条の沈線をめぐらす

ものあるいはその下に箆描文を施すものなどがある。箆描文は細くて浅い暗文状のものが多い。

色調は明るいものが多く、胎土に

は砂粒を多く含む。粘土帯の接合は、

剥離した接合面で見る限り外傾接合

である。特に口縁部の段はこの接合

部を利用して作ることが特徴的であ

る。

167は突帯文土器で、口縁部下に

刻み目突帯がめぐる。 168から186は

甕である。甕の器形は倒釣鐘状の胴

部に外反する口縁部が付くが、胴部

は上半が膨らむものが主体を占めて

いる。口縁端部には基本的に刻み目

を施すが，無い物も見られる。口縁

部直下には 1、2条の沈線 (178・

185など）をめぐらすものがある。

186は胴部に低い段を形成し、そこ

に刻み目を施している。

甕の色調は明るいものもあるが、

どちらかといえば壺に比較して暗い

といえる。調整は内面に押圧痕をの

こすものの、比較的T寧なナデある

いはミガキで仕上げている。外面も

ハケメを残すものはわずかで、多く

-46-

1. 撹乱土

2. 黒褐色粘土

（石英粒を多く含む炭・

土器片多し）

3. 黒灰褐色粘土

（焼土・炭•石を含む）

4 . 炭

5. 暗灰褐色粘士

（黄褐色を少景含む）

6. 炭褐色粘土（炭少量）

Im 

第34図舟形土城2 (S=l/40) 
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第35図 舟形土壊 2の出土遺物 (1)
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第4章調在の概要
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第36図 舟形土壌 2の出土遺物 (2)
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第37図 舟形土壌 2の出土遺物 (3)

第38図 磨製石包丁の出土状態

はr寧なナデを行っている ）粘 L帯の接合は、接合面で剥離した資料が少ないため即断できないが、
外傾接合と推定される

187と188は盈と推定されるが、 187は小片のため明確でないC 189は5本であろ う 11縁部 Fには沈線

がめぐる 190から194は亜と甕の底部である 190は外面を r寧に磨いており、壷の底部であろう—

土製品 1C 1)は粘t紐を折り曲げたようなもので、形あるものを作ろうと五う意識があったかど

うか疑問である：

石器は靡製石包T、砥石、スクレイハー、石錦、楔形石器がある一磨製石包Tは写貞から判断する

と外湾刃半月形を早し、結晶片宕系の石材を用いていると思われる：砥石は細い溝が2条見られる
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第 3節遺構と遺物

冒
S7 

二冒
-A-
~S9 

S10 

', 5cm 

I 

第39図 舟形土城2の出土遺物 (4)
゜

なお、砥石の機能と係わるものではないが、使用面に薄緑色を呈するガラス質（図の網目）が付着

している。

S 7から S10はサヌカイト製の石器で、 S7は剥片の縁辺をわずかに調整している。遺構の廃絶時

期は、出土した土器から推定すると前期前半と考えられる。

-49-



第4章調食の概要

1. E 
2. 黄色プロック入り褐色土
3. ? 
4. Fのような黄色土

嗚

1* 

lm 

第40図舟形土壊 3 (S=1/40) 

舟形土壊3 (第40~43図）

D区の北寄りで検出された舟形士城で、主軸を南北に向けるが、建物2の東側に平行することから、

建物に係わる遺構ではないかという意見もある。調在時の名称は土城 Iと第10土堀という二つの名称

が付されていたようである。ほぽ全体が残っており、規模は長さ4.6m、中央の幅0.9m、深さ0.4mを

測る。底面はほぽ平坦で、壁は急傾斜で立ちあがる。遺物はあまり多いとは言えず、また細片が主体

を占める。

出土遺物は弥生土器と石器、そして土製品が認められる。弥生土器は壺、甕、鉢、蓋が認められる

が、その数量比は明らかではない。ただ感触で言えば、壺と甕では甕が多いと思われ、鉢と蓋はわず

かである。 195から216は壺である。口縁部は段をもつもの (195・202・204など）と、外反しただけ

のもの (197・199・200など）とがある。 201や203などは口縁端部に刻み目がなく、図だけ見ると甕

の口縁部と間違いそうであるが、調整が壺と共通するので壺に含めた。しかし、甕でないとは断言で

きない。 206から216は胴部の破片で、数条の平行沈線や箆描文が施される。

220から241は甕である。甕にも段を施すものがある (223・224・227・232など）が、何も施さない

もの (220・228・236など）や 2条の平行沈線をめぐらすもの (237・238)がある。口縁端部には原

則的に刻み目を施すが、端部下端に施すものと (221・222・236など）、全面に施すものと (220・

231・238など）が見られる。 217は鉢で、口縁部は内湾する。 218と219は蓋と考えているが、小片の
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第41図 舟形土堀 3の出土遺物 (1)
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第4章調査の概要
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第42図 舟形土城3の出土遺物 (2)
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第43図 舟形土壊 3の出土遺物 (3)

ため確実性に欠ける。 243から252は壺ないし甕

の底部である。 245は底部の大きさや胴部の開

き具合から、蓋である可能性が考えられる。

石器は石包Tの未製品とスクレイパーが認め

られた。 S11は結晶片岩系の石材を用い、一辺

を直線的になるように調整し、その対になる側

にも調整を施している。図の左側は折れている

が、おそらく外湾刃半月形の磨製石包丁を作成

する途中で折れたため、廃棄されたものと推定

される。 S12はサヌカイト製のスクレイパーで

ある。

土製品 (C2) は、土器片の周囲を打ち欠い

て円形に整えた士製円板であるが、用途は不明

である。

遺構の廃絶時期は、出土した土器から前期の

前半と考えられる。

舟形土塘4 (第44---48図）

D区の南東寄りで検出された舟形土城で、調奇時にはD2あるいは土城VIIという名称が付されてい

たらしい。主軸を東西に向け、建物 lの梁行と平行することから、建物 1と係わる遺構ではないかと

いう意見もある。土城は東側を削平されており、現存長4.lm、中央幅0.8m、深さ0.3mを測る。底面

はほぽ平坦で、壁は急傾斜で立ちあがる。遺物は中央からやや西側にまとまっており、完形に近いも

のも含まれていた。

出土遺物には弥生土器と石器が認められた。弥生上器の器種は壺と甕、そして蓋が見られたが、そ

の数量比は統計処理をしていないので明らかでない。しかし、壺より甕が多いという感じは受ける。

253から282は壺である。このうち253から269は口縁部で、段をもつもの (253---256など）、外反する
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第3節遺構と遺物

だけのもの (257-260)、突帯をめぐら

すもの (266)がある。 253は小形の壺

で、口縁部および頸部下端に段をもち、

胴部には箆描の山形文を施している。

調整はヘラミガキであるが、内面およ

び口縁部外面には押圧痕を残している。

口縁部の段は外傾接合の端部を調整し

て作り出している。 269は大形の壺で、

口縁部には外傾接合による段が施され、

頸部と胴部の境界には 2条の平行沈線

がめぐる。頸部と胴部の境界は、段が

施されるものと (272・277・278など）

沈線がめぐるものと (270・273など）

があり、その下側には箆描文が施され

るものもある。 272は中形の壺で、頸部

と胴部の境界には段をめぐらせ、その

上側には短い斜線を 5条、下側にはや

や弧を描く 4条の斜線を施している。

なお、これらの箆描文はいずれも細く

て暗文状を呈している。

二—_

~ 
1. 撹乱土

2 . 黒褐色粘土

（石英・焼士・士器片多し）

3. ややうすい黒褐色

（黄褐色粘土粒を多く含む）

炭（少量の炭）

4. 黒褐色粘土

1.98rn 

t.J 

D
 

lm 

第44図舟形土壊4 (S=l/40) 

色調は明るいものが多い。胎士には

調整にヘラミガキを多用するため目立たないが、砂粒を多く含む。粘土帯の接合は、接合面の剥離で

確認できたものはすべて外傾接合であった。

283は松菊里型の壺で、概して丁寧な作りである。低部には押圧痕が顕著に残る。 285から311は甕

である。外反する口縁部の端部には原則的に刻み目を施すが、ないもの (305) も少量ある。また、

刻み目を施す位置は、端部の全面に及ぶもの (291・295・300・303など）と下端だけのもの (285・

292・293・297・301・302・308など）があり、どちらかと言えば下端に施すものが多いように思われ

る。口縁部直下から胴部上半には段を作るもの (302・303・304・307・308など）、 1条ないし 2条の

沈線をめぐらすもの (291·292·297~299·301 など）、何も施さないもの (285·286など）がある。

289は刻み目がめぐるが、この刻み目は303のように段の上に施されるものかどうかは不明である。

287・310・311は突帯文系の甕で、 287は口縁部に刻み目突帯、 310は胴部の段状突出部に刻み目が、

311は刻み目突帯がめぐる。

甕の色調は壺に比較してやや暗い感じを受ける。胎土には多くの砂粒を含む。調整は内面に押圧痕

を残すものの、概してT寧なナデないしミガキで、外面はハケメを残すものもあるが、多くはナデに

より消し去っている。粘土帯の接合は、接合面の剥離した資料がわずかであることから、それだけで

全体を推し量ることはできないが、判明したものは外傾接合であった。

312・313は蓋で、同一固体と考えられる。調整は内外面ともにヘラミガキにより丁寧に仕上げてい

る。 314から316は底部で、 316は焼成後に円形の穴を穿っている。
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第45図 舟形土壊4の出土遺物 (1)
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第46図舟形土壊4の出土遺物 (2)
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第47図 舟形土堀4の出土遺物 (3)

石器は 2点認められた。 S13は頁岩が用いられ、一辺を

直線的に残し、それ以外は弧を描くように調整し、図の左

側は大きく欠け、一見石製円板の未製品とも思えたが、厚

みが薄いことと直線的な辺が見られることから磨製石包丁

の未製品と考えた。 S14はサヌカイト製の石鏃である。

遺構の廃絶時期は、出士した土器から前期の前半と推定

される。

舟形土壊5 (第49図）

D区の西寄りで検出された舟形土堀で、主軸を東西方向にむけ、中央と西端は削平されている。調

傘—
~ 

S14 

- L.......i...... 

第48図 舟形土壊4の出士遺物 (4)

査時の遺構名称はP4ないし土城4である。規模は推定長5.5m、東側残存部の幅0.8m、深さ35cmを

測る。士城内の遺物は東側の残存部に多く認められた。

出土遺物は弥生土器と石器である。土器の器種は壺と甕が認められる。 323は松菊里型壺で、概し

てやや粗雑な作りをしている。低部には押圧痕が残る。 336・337は突帯文系の甕で、口縁端部に接し

て突帯がめぐる。甕は口縁部直下に沈線を施すものがあり、 3条のものが目立つ。

石器は 3点出土した。 S15はサヌカイト製の石鏃、 S16・S17はサヌカイト製の楔形石器である。

遺構の廃絶時期は、出土した土器から前期の前半であるが、他の舟形土城よりやや新しい。
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第49図 舟形土壊5 (S=l/40) と出土遺物
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第50図 土壊32(S=l/30) と出土遺物

7 土堀

土壊32(第50図）

D区の北東寄りで検出された士墟で、平面形は円形を呈する。底面

は中央が最も深く、周辺に向かって緩やかに立ちあがる。図の断面に

レベルはないが、およそ 2m前後と思われる。遺物は片寄ることなく、

底面から上面まで認められた。

出土遺物は弥生土器と石器である。壺は少量で、いずれも口縁部が

外反するものであるが、 338は段が見られるものかもしれない。 341は

胴部に木葉文が施される。甕は口縁部直下に 2条ないし 3条の沈線を

めぐらすものが目立つ。 350の底部にば焼成後の穿孔が認められる。

石器 (S18) は頁岩を用いた磨製石包Tの未製品と考えられる。

遺構の廃絶時期は、出土した土器から前期の前半と推定されよう。

土壊33(第51図）

D区のほぼ中央で検出された士墟で、西側を残してそれ以外は削平

されている。したがって本来どのような形をしていたのかは明らかで

ない。規模は残存部で南北方向が1.8m、東西方向が lm、深さ15cm

を測る。

遺構の廃絶時期は前期と言われている。

-58-



第3節遺構と遺物

土壊34(第52図）

D区の北寄りで検出された土城で、東側は削平され、北西側は後期の溝で切られているが、平面形

は大略東西に長い楕円形を呈すると考えられる。規模は現存長2.4m、幅1.3m、深さ10cmを測る。

出土遺物は弥生上器と石器と土製品である。弥生土器は壺と甕が認められるが、製塩士器 (351)

も混在している。石器はいずれもサヌカイト製のスクレイパーである。土製品は土器片の周辺を調整

して円形に仕上げた、士製円板(C3)である。

遺構の廃絶時期は、製塩土器が混在しているものの、前期と考えられている。
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／
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第53図土城35(S=l/30) 

第52図土壊34(S=1/30) と出土遺物 第54図土堀36(S=l/30) 
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第4章調査の概要

土城35(第53固）

D区の北寄り、舟形土堀3の南端に接して検出された不定形な士堀である。規模は東西がlm、南

北は1.3m、深さ25cmを測る。

遺構の廃絶時期は、出土遺物が無いため明確でないが、前期と考えられている。
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第55図土壊36の出土遺物 (1)
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第3節遺構と遺物

土壊36(第54,.._56図）

D区の北東寄り、舟形土城 1の中

央南側に接して検出された土城で、

平面形は東西に長い楕円形を呈す

る。規模は長さ1.5m、幅 lm、深

さ40cmを測る。

出土遺物は弥生上器と石器が出土

している。土器は壺 (358~375) と甕

(376~383) が見られる。壺の胴部

には沈線をめぐらすものが多く、そ

の下側に箆描文（木葉文、重弧文な

ど）を施すものもある。甕には口縁

部を外反しただけのもの (376・377

など）、口縁部直下に沈線 (381・

382)や段の上に刻み目をめぐらすも

の (383)がある。 384から388は壺

と甕の底部である。

石器にはサヌカイト製のスクレイ

パー (S21---S24)、結晶片岩製の打

製石鍬片 (S25)、頁岩製の磨製石包

丁未製品 (S26)がある。

遺構の廃絶時期は、出上した土器から前

期の前半と考えられる。

~S25 

土壊37(第57図）

D区の北寄りで検出された士城で、南東

側の端は削平されている。調査時には土城

IIIないし第11士堀と呼ばれていたらしい。

また土城11と書かれた遺物はこの土堀のも

のである可能性もあるが、明確でない。士

城の平面形は大略長楕円形を呈するものと

推定される。床面はほぼ平坦であるが、小

穴が数か所穿たれている。規模は長さ2.2

m、幅1.2m、深さ20cmを測る。

出土遺物は弥生土器で、甕と蓋が認めら

れる。 389は外反する口縁部の外端面に刻

み目をめぐらすものである。

遺構の廃絶時期は、出上した土器から前

期の前半と考えられる。
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第56図土墳36の出土遺物 (2)
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第4章 調査の概要

その他の土壊（第58----60図）

出土遺物から前期と考えられる土城が幾つか検出されているが、土器に注記された土城名をもつ遺

構が見当たらなかったり、全体図に遺構が記入されていないかあるいは記入されていても遺構名が記

されていないなどの理由で、詳細が不明となっている遺構である。

土城31とした士城は、調査時にはP5と命名されていたもので、略図によると建物1の北東の柱穴

付近に所在したとされるが、全体図に記載が無いため明確にし得ない。出士遺物は多く、弥生土器と

石器が認められる。土器は壺と甕が見られるが、 423・424・426は突帯文系の甕である。石器はいず

れも頁岩を用いたもので、 S27・$28は石製円板の未製円板、 S29は磨製石包丁の未製品であろう。

土器の時期は前期の前半の中でも、古い様相と考えられる。
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第58図 土城31の出土遺物 (1)
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433 434 
0 5cm 一゚5cm 一東西土壊

東北土渡の所在位置は不明であるが、東北土城と

記された土器が残されていることから、どれかが該

当するのであろう。士器は頚部下端と同部の境界に

段をもつ壺などが出土している。

17土城と記された上器があるが、該当する遺構は

不明である。土壊17はあるが、弥生時代後期の祭祀

土城であるとされていることから、異なる遺構と考

えられる。

上堀Wは舟形土城5が調査時にp4ないし土城4

と呼ばれていたことから、舟形土堀5の遣物である

可能性も考えられる。東西土堀と記された上器があ

るが、それに該当する遺構は不明である。

15土城も該当する士城は不明である。士器は口縁

部直下に沈線がめぐる壺と甕が認められる。

46土城も該当する土城は不明である。土器は口縁

部に段のある壺などが見られる。
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第4章 調査の概要

8
 
炉

炉跡は 3箇所検出されている。このうち溝6の上端で検出された炉跡は、

略図に記されているだけであり、詳細は不明である。

他の2箇所で検出されたものについて述べる。

炉 1 （第61図）

したがってここでは

B区の北調登区で検出されたもので、「概報Jに記された「東西2箇所
で炉を検出」とあるうちの「東炉Jにあたる。炉跡は南側が削平されてい

るが、平面形はほぼ円形を呈していたものと推定される。個別の実測図が

無いため詳細は不明であるが、規模は東西 lm、深さ10cmを測る。

炉2

炉 1の西側で検出されたらしいが、詳細は不明である。
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第61図 炉 1

，
 

溝

前期に属する可能性のある溝は、溝2と溝12であるが、北調査区で検出された溝2は詳細が不明で

ある。 C区で検出された溝12は溝Vと呼ばれていたらしいが、出土遺物の中に住居1号斜行溝と記さ

れたものがあり、溝12の遺物である可能性がある。溝12は北西方向から南東方向へ流走しており、そ

のまま行くとすれば低位部に注ぐことになる。規模は幅30cm、深さ20cmを測る。

10 その他の遺構

前期の遺構は微高地に集中しており、時期の判明する上要な遺構

については記載したが、それ以外にも多くの土城やピットが認めら

れる。 このうちの多くは前期に属するものと思われるが、全体図に

遺構名が付けられていないため遺物との照合ができず、また遺物に

遺構名が書かれてあるとしても、 どの遺構であるのかが明確でない

ことがほとんどである。ここでは前期の遺物が出土した遺構を取り

上げておくが、記している遺構名は調査時に付されたものである。

P 21はどこで検出された遺構であるのかは明確でないが、沢山あ

るピットの一つであろう。口縁部直下に沈線をめぐらす甕が出土し

ている。

P6もピットの一つと考えられるが、検出された位置は不明であ

る。口縁部直下に沈線をめぐらす甕が出土している。

P30も検出された場所および遺構の性格は不明であるが、おそら

くピットの一つと考えられる。また、土堀14が該当する可能性もあ

る。 446は壺の胴部で、暗文状の箆描で木葉文が描かれている。 447

も壺の胴部で、暗文状の箆描で重弧文が描かれている。

10cm 

P21 

0 5un 
; ~ 

P30 

第62図 ピットの出土遺物
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第3節遺構と遺物

C 弥生時代中期

中期の遺構は少ないが、水田は低位部に形成された前期の水田が埋没する課程においても不断に形

成され続けたものと考えられ、水田に関係する杭列や杭痕跡が検出されている。また、低位部の埋没

と軌を一にするように低位部の利用が始まり、南側には水路と推定される溝が掘削されている。

遺物は中期の前半から認められるが、量はわずかで、後半にはやや多くなる。

1 杭痕跡・杭列

杭痕跡や杭列は水田と係わる遺構である可能性は高いが、その関係については十分につかみきれて

いるとは言い難い。また時期についても、遣構の性格による時期決定の困難さは否めず、中期ないし

中期以前という幅を持たせている。したがって、これらの中には前期に遡る遺構が含まれる可能性も

あるが、ここでは中期の項で記しておく。

杭痕跡 1 (第64図）

TNの南端近くで検出された杭痕跡（杭列）で、前期の微高地から緩やかに傾斜した基盤層に、杭

または矢板を打った跡と認められる黒色粘土の幅の狭い落ち込みが観察されたらしい。また、前期水

田層の南端から微砂層にかけて杭列が確認された。杭列は南北に並ぶ 9本と、東西に並ぶ 2本てが検出

されたが、さらにトレンチ外へ広がるものと思われる。杭は前期水田層南端では、水田層基盤の青色

ー

什

q
`
|
J
| 血6 2 

口 ===c:::コ

骨C6
 

虹

杭列2 ------―-
貨ヽ ---=-

--------—• 

•——------- - --

。
10 20m 

溝7

~-——— 
—ー一 .——---,.,_. 

杭列 1

閉A4
 

第63図 弥生時代中期の遺構全体図 (S=l/600)
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第4章 調究の概要

粘土層に深く打ち込まれており、

微砂層中では層中で終わる浅いも

のとその下の砂層に深く打ちこま

れたものとがある。なお、 この微

砂層中からは、前期と中期前半の

土器が出土しているらしい。

杭痕跡および杭列の時期は中期

前半以前、 一部は前期に遡る可能

性がある。その性格は前期水田層

の南に広がる中期前半以前の湿地

利用、言い換えれば水田に関係す

るものと想定され、 一部は前期水

田に関係する可能性も考えられて

いる。

なお、余談ではあるが、第64図

の25・26は中期後半の溝（溝7)、

8・9は溝4と考えられる。

（第67図）杭痕跡2・3

杭痕跡2および3はC区の南寄

り、微高地から低位部に移行する

斜面で検出された。いずれも10cm

前後の小穴となっているが、詳細

は不明である。

杭痕跡4 （第65図）

A区の南西に設定された東南T

で検出された杭痕跡で、南側にあ

る微高地から低位部に移行する斜
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面に多数認められた。杭痕跡は土質の異なる10cm前後の小穴として残っており、特に規則的な配列は

見られないようである。

杭痕跡5

C区の南東端に設定されたT皿ー 3で検出された杭痕跡である。 T皿ー 3の下部近くにほぽ水平に

広がる前期の黒褐色粘士層の上面は、南側にいたると急に傾斜し低湿地中央の低いくぽみへ続くと推

定されるが、その黒褐色粘土層の平坦面が終わる角から少し微高地へ寄ったところで、黒褐色粘土層

の下に杭跡と考えられる縦に伸びる黒褐色粘土が認められたらしい。痕跡は平面的には追求できなか

ったらしいが、東・西断面でみられ、その横断面は円形を呈していた。これらの杭痕跡は、低位部に

打ちこまれた矢板状杭痕跡と対になって、前期の水田区域を画していたと言う意見もある。

杭列 1 （第66図）

A区のTI-3で検出されたほぼ東西に並ぶ2列の杭列である。「概報Jによると杭列の杭は、北
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第65回 東南Tの杭痕跡4 (S=1/30) と西壁土層断面 (S=l/60)

側の杭列中に割材が一本と、南側の杭列中に一本の転用材を含んでいるほかは、皮つきの丸木杭らし

い。 2列の杭間は約1.2mを測る。杭列の北東部に黒色粘土層をえぐったように谷頭状の凹地があり、
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第4章調査の概要

これを埋めた砂層、粘土層中に茎状の

ものが数層敷き詰めたような状態で見

られるが、北側杭列の現存する杭はこ

れを貫いて打ち込まれているらしい。

なお、杭列中に杭の抜けた痕跡がある

ことから、現存する杭に先行する杭の

存在が推定されている。

杭列の時期は、南側杭列中の一本お

よび北側杭列によって貰かれた谷頭の

岸が、中期前半の土器の出土した層位

の上部まで達していることから見て、

中期前半のものと考えられる。

杭列 2 (第67図）

C区の南東寄りで検出された杭列で

あるが、実測図がないため詳細は不明

である。全体図を見ると微高地に接す

る低位部にあり、その長さは約 3mあ

まりと思われる。『概報』によると杭

は50本前後あり、丸太状のものと板状

の割り材のもので、これを密に打ちこ

んでいるらしい。杭を打ちこんだ賠灰

色粘土層には中期の士器を含むが、そ

の上では杭列の北には粘土と砂の互層

があり、南には砂質土が堆積している。

北の粘士と砂の互層には、稲の籾や葉、

水田雑草の種子などが多量に混人して

いた。

杭列は中期の水田と関連するもの

で、杭を打ちこんだ暗灰色士は耕土と

考えられている。

2 溝

中期の溝は確実なものとしては 1条

であるが、『考古学研究』第15巻第 2

号によると、 TN-2南半には中期前

半の溝が、そして掲載されている図か

らは南東端にも中期の溝が存在したこ

とがうかがわれる。前者の溝は第69図

W£E;'L 

ー
、
丁

7
 一。g+
 

s
 

SE 22-7 

パce 
eJ) 

1.37m 

1. 青灰色シルトまじり粗砂

゜
Im 

2 . 青灰色シルトまじり細砂

3. 撹乱土 11. 青灰色シルト

4. 純細砂 12. 青灰色シルト

5. うすい青灰色細砂 13. 植物堆積

6. 青灰色シルトまじり細砂 14. 青灰色細

7. 青灰色シルト 15. 植物堆積

8 植物堆積シルト 16. 青灰色シルト（粘土質）

9. 青灰色細砂 17. 青灰色シルト（粘土質） （植）

10. 植物堆積 18. 青灰色シルト（粘上質） （植）

第66図杭列 1 (S=l/30) 
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杭列2はかなり取り上げが進

んだ段階の図と思われ、杭列の

一部しか描かれていない。
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第67図 c区南東部の杭痕跡2と杭列 2 (S=l/30) 

Aの士層断面に見られる26から下側が該当するものと推定されるが、詳細は不明である。後者の溝は

第64図のt層断面に見られる26から下側が該当するものと思われるが、これも詳細は不明である。

溝 7 (第64・68・69図B・70)

A・C区の低位部をほぽ東西に流走する溝で、調査時にはD6と呼ばれていた。断面ではTI-3

（第69図B)、TID-3 (第70図）、 TN-2 (第64図）で確認されているが、平面的に検出や掘り下

げを行ったかどうか不明である。規模は幅 lm前後、深さ40cm前後を測る。溝の埋土は植物遺体を含

む青黒色粘土であることから、常時帯水状態にあった水路と考えられている。出土遺物は弥生士器に

須恵器がわずかに混在している。図示したうちの448は須恵器の蓋で、つまみが付く。以下はすべて

弥生土器であるが、中期後半のもの (451・453・456) と、後期のものとがある。津島遺跡に関する

文献ではすべて中期後半の溝とされていることから、出土遺物とは麒齢をきたすが、調査の所見を尊
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~、 ___c~
449 

448 

口ニニに二三曰
451 
／王＼

457 

~ 
J=e. 
458 

0 10cm 

第68図溝7の出土遺物

重しておく。

3 その他の遺構

上記以外に明確な遺構は無いが、 TII東部で前期の黒灰色粘土層を切断した流れの跡が見られ、そ

こに堆積した砂層中に数層の厚い流木が堆積しており、少鉱の中期前半の土器や木器（鋤状木製品）

などが包含されていた。

この時期の水田は検出できていないが、水田層としては黒灰色粘土層上方の青灰色シルト層などが

考えられ、花粉分析の結果でもその層に稲の花粉が相当鼠含まれていたらしい。

また、中期後半にはA区の南東に住居跡らしい遺構を含む遺物包含層（褐色微砂層）が、低位部埋

没後に形成されていることから、かっての低位部に居住範囲が広がっていたものと考えられている。

D 弥生時代後期

l 水田

中期に低位部を埋めた砂層の上に堆積した褐色微砂層中に、乾田下に生成される鉄とマンガンの集

積層の存在が松井健氏によって指摘された。さらに、米田茂男氏によって、その上の黒味がかった層

が上下の層と比較して炭素量が多いことから、乾田の耕土である可能性が示唆された。水田の時期は、

水田層が後期後半の穴状遺構や溝で切られているので、それ以前には乾田が営まれていたと考えられ

る。

2 竪穴住居

竪穴住居 1 (第73図）

C区の東端で検出された竪穴住居であるが、上面を検出しただけで掘り下げはしていないようであ

る。住居の中を 2条の溝が通っており、溝5は住居を切っているが、溝 5より古い溝4との関係は明

らかでない。規模は径4m前後と思われる。時期は調査時の所見では後期末ということである。出土

遺物はわずかで、手捏の士器 1点である。
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34 
A. 東南グリッド (E-14) , S20-25 

゜

1. 青褐色純細砂

2. 灰褐色微砂まじり粘土

3. 灰褐色粘土まじり微砂

4. 黄褐色

5. うすい黄褐色（マンガン多し）

6 . うすい黄褐色

7. 灰褐色粘土まじり微砂

8. 灰色微砂（土器・粘士を含む）

9. 灰色細砂（炭を含む）

10. 賠灰色粘士まじり微砂

11. 暗灰褐色粘士まじり微砂

12. 暗灰色粘土まじり微砂
2m 

13. 焼土を含む

14. 淡黄褐色微砂

15. 黄褐色細砂

16. 黄褐色微砂

17. 褐色粘土まじり微砂

18. 黄褐色粘士まじり微砂

19. 粘士まじり微砂

20. 灰色色粘土

21. 青灰色純細砂

22. 灰色粘士

23. 青灰色微砂まじり細砂

24. 灰色微砂

25. 青灰色細砂 • 30. 植物堆積

26. 青灰色微砂（粘士を含む） 31. 青灰色細細砂

27. 灰色粘土 • 32. 青灰色細砂

28. 青灰色純細砂 33. 黒色粘土

29. 黒色粘土 34. 青灰色細砂

s
 

B. Tl-3西壁

25. 微砂

26. 青灰色シルト質微砂

27. 青灰色細砂

。
lm 

28. シルト質微砂

29. 微砂まじりシルト

30. 暗灰色シルト

1. 灰褐色→暗灰褐色シルト

（微砂含む）

2 . 細砂

3. 微砂シルト

4. 淡褐色細砂

5. 灰色細砂まじり微砂

6. 褐色

7. 微砂

8. 灰色中砂

9. 灰青色微砂

10. 微砂

11. 微砂

12. 灰色細砂（うすい）

31. 黒褐色シルト

32. シルト・微砂の互層

33. 細砂

13. 黒色がやや強い

（木炭を含む）

14. シルト（溝 7埋土）

15. 細砂

16. シルト質微砂

17. シルトまじり微砂

18. 灰青色微砂

19. 微砂まじりシルト

20. t敗召少
21. 暗灰色微砂まじりシルト

22. 微砂

23. 木質

24. 微砂

34. 黒褐色シルト

35. 灰青色細砂

36. やや黒っぽい灰青色

微砂まじりシルト

N 
si20 

2
 

2.4m I 
S25 7s 

--------一~—--一―-- -

C. C55-56発掘区東位

。

1. 白砂

2. 褐色砂

3. 仁伍式溝（溝7)

4. M偏管状鉄斑入り

青灰色粘土質

5. M清灰色粘士と

砂の互

6. M高色粘土

7. N層黒斑灰色粘土質

8. 01植物多し

9. 02 

2m 10. 青色粘士

第69図各地点の断面 (A・C=l/60,8=1/30) 
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゜
?m 

1. 撹乱土

2. 灰褐色粘土

3 . 茶褐色細砂

（マンガンを多く含む）

4. 黄褐色粗砂

5. 灰褐色中砂

6. 黄灰色細砂

7. 黄褐色粗砂

8. 茶褐色砂

9. やや紫かかった灰色細砂

10. 暗灰黒色色細砂

11. 黒灰色細砂

12. 細砂

13. 灰黒色シルト

第70図

14. 黒灰色粗砂

15. 砂まじりシルト

16. 粗砂

17. 灰黒色細砂・

18. 灰黒色粘土 (i農）

19. 灰黒色粘土（淡）

T町ー 3の西壁土層断面 (S=l/60)

20. 黒灰色粗砂まじりシルト

21. 灰黒色微砂

22. 灰黒色粘士まじり細砂

23. 灰黒色粗砂まじり粘土

24. 黒褐色粘土

25. 青灰色粗砂

（近藤• 春成•神原• 渡辺）

3 土城

土堀2 (第74図）

C区の南寄りで検出された土城で、 S= l /100の遺構配置図に破線で輪郭が記されたものをこれに

あてているが、確証は無い。調査時にはCL55Pitあるいは土城IXと呼ばれていたらしい。平面形はや

や楕円形をなし、規模は長径70cm、短径65cm、深さ60cmを測るが、深さについては、図の注記に40cm
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第71図 弥生時代後期の遺構全体図 (S=1/600)
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NW 溝 5
2.06m SE 
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15 

1 . 灰色

2. 黄褐色味のシルトでMnは

少ない。むしろ酸化

3. 青灰色（グライ化）

4. 茶褐色（マンガン）

5. 杭痕

6. 灰色シルト

7. 黄褐色酸化

8. マンガン

9 . 酸化層に近い色

10. 黄褐色

（鉄を含む）

11. 酸化鉄

12. 茶褐色（マンガン）

13. マンガン

14. 青灰色（グライ）

15. 青灰色砂

第72図 TAの北東壁断面 (S=l/30) (近藤• 春成• 神原• 渡辺）

ほど上の「L層上面」から掘り込まれているとあることから、 lm前後の深さであったと推定される。

土堀内には20cm前後の石とともに多くの遺物が廃棄されていた。遺物の種類としては弥生上器や木器

のあることが写真（巻頭図版3-1・2)などからうかがえるが、図示した籠以外は残っていない。

土壊15

A区の南東端で検出された士堀で、『概報』に記された祭祀遺構と考えられるピット群 8基のうち

の一つと思われる。ただ、 8基のピット群がどれどれを含むものかが明確でないこと

から、確実とは百えない。土城の詳細は不明であるが、祭祀遺構の土城は形・規模は

まちまちで、壁および床面とも不整形であり、中には多量の炭と焼土が堆積している。

また、ほとんどのものに桃の種子の炭化物があり、一部のものには焼けた骨片が含ま

れていたらしい。出士遺物は不明であるが、時期については調査時の所見であるが、

広義の上東式の終わり頃と考えられている。

二゚459 一5cm 第73図
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第74図土撰2 (S=l/30) と出土遺物
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第75図 土壊28(S=l/30) と出土遺物

土壊16

A区の南東部、土堀15の北東側に接して

所在する土城で、「概報』に言う祭祀遺構

の一つと思われる。出士遺物は不明である。

しかし、遺構の時期については調杏時の所

見であるが、広義の上東式の終わり頃と考

えられている。

土壊17

A区の南東端で検出された土堀で、『概

報』に記された祭祀遺構の一つと思われる。詳細は不明であるが、写真で見ると壁ないし床面に小ピ

／ 
: ・

/~ 
0 50cm 一第76図 土壊29(S=l/30) と出土遺物

ットが多く穿たれている。出土遺物は比較的多く、すべて弥生士器である。遺構の時期は、出上した

土器から後期後半と推定される。

土壊18• 19 

A区の南東端で検出された土城で、『概報』に言う祭祀士城の一つと思われる。 2基の土城が切り

合っているが詳細は不明である。出土逍物はすべて弥生土器で、時期は後期の後半である。

土壊22

A区の南寄り、 TI-3の東壁に接して検出された土堀で、平面形は楕円形を呈する。規模は長径

60cm、短径45cm、深さ20cmを測る。出土遺物としては、わずかに弥生土器があり、後期に属するもの

と推定される。

土壊26

C区の南東寄りで検出された士堀で、全体図には 2基が切り合っているような形で描かれているが、

実測図とは大きく異なることから、同じものであるかどうかは確証がない。出土遺物としては、わず

かに弥生土器が認められ、後期の土堀であることが判明した。

土壊28(第75図）

A区の南東寄りで検出された土堀で、奈文研の図によると平面形は角張った円形を呈し、規模は径
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第 3節遺構と遺物

lmであるが、県の図では略楕円形で土城の外周には小ピットがめぐる。出土遺物はすべて弥生上器

で、後期後半と考えられる。

土壊29(第76図）

A区南東端で検出された士城であるが、奈文研や県の全体図にはなく、『岡山県史』に掲載されて

いる略図には記入されている。平面形は楕円形を呈し、長径65cm、短径55cm、深さ10cmを測る。出上

遺物はすべて弥生士器で、図示し得たのは 1点であるが、後期後半の特徴を示している。

4 溝

溝 3(第77・78・79図）

調査区の中央を北東から南西方向にほぽ直線的に流走する溝で、詳細は不明であるが、第77図の士

層断面によると規模は幅1.5m、深さ45cmである。調在時にはD3と呼ばれていたらしい。出士遺物の

中にはD3と注記されたものもあるが、そのほか該当する遺物としては、斜後期溝、上東溝、後期溝、

斜行溝、斜溝、斜溝1、溝3、溝IDAと注記されたものがあり、確実に伴った遺物は明確でない。図

示（第79図）した遺物は溝3、D3、溝IDAと注記されていたもので、このうちD3はおそらく溝3

に伴うものであるが、溝3は溝14・15(旧溝IDA・B)の可能性が強く、溝IDAは溝15(旧溝皿A) と

2.26m 
N 

仁
13 

: - -~---- -----------~- -~-1 • -~ —--—-—---------
-- ---
14 -~st- O 2m 

1. 花尚岩のバイ乱

（撹舌し層）

2. 木炭・灰を含む

灰黒色土

3. 細砂

4. 灰褐色微砂まじり

シルト (a)

5. 黒色土

6. 灰褐色微砂まじり

シルト (b)

(a) より砂粒大

7. 黒色土ブロック（濃）

8 . 黒色土ブロック（淡）

9 . 灰褐色微砂

10. 灰褐色シルト

11. 灰色微砂

12. 下部黒色上

13. 灰褐色シルト

14. 青灰色シルト

（粘上に近い）

15. 青灰色微砂まじり

シルト（細砂に近い）

第77図 T皿ー 2西壁断面 (S=l/60) (近藤• 春成• 神原• 渡辺）

E
 

w 

l. 灰褐色粘土

2 . 茶褐色細砂

（マンガンを含む）

3 . 茶褐色細砂

4. 黒灰色微砂

（粗砂を含む）

5. 灰黄色粗砂

（部分的に黄灰色細砂

及び微細を含む）

6 . 灰黄色粗砂

（シルト混在）

7. 黒褐色粘土

（中砂含む）

8. 黄灰色砂

9 . 灰黒色シルト

10. 黒掲色粘士

11. 灰色租砂

（小円礫を含む）

12. 黒灰色粗砂

13. 灰黒色粗砂まじり

シルト

14. 黒灰色粗砂

（シルト含む）

第78図 TW-2南壁断面 (S=l/30) (近藤• 春成・神原• 渡辺）
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第79図溝3の出土遺物

思われる。 D3と注記された遺物が溝3のものであるとすれば、後期の中ごろには溝は廃絶したもの

と考えられる。

溝 4 (第72・80図）

溝 3の南東側を溝3と平行して流走する溝であるが、南西端は南に向かって大きく向きを変える。

第78図はTIVー 2の南端の断面であるが、どれが溝4の掘り込みかは不明である。また、第11図、第

64図、第70図の断面にも掘り込みが検出されていると思われるが、注記がないので確定的なことは言

えない。規模も明確でないが幅 lm前後、深さ10cm前後と思われる。

出士遺物はすべて弥生土器である。 489は口縁部に櫛状工具で波状文を施している。 490は外面をタ

タキで調整している。土器の時期はわずかに中期に属するものを含むが、ほとんどは後期の後半であ

る。

溝 8

溝 3と溝4の間を平行して流走する溝で、約12mほどにわたって検出された。規模等の詳細は不明

である。出土遺物はないが、時期は調査時の所見から後期とされる。
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第80図溝4の出土遺物
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溝14

溝15

溝17

1. A土の入った穴

2. B 

3. C 1 

4. C 2 

5. C 3 

6. C3.5 

7. C 4 

8. マンガン堆積のない灰色土

9. D 

10. E 

11. F 

12. 灰褐色砂質土

13. B音灰褐色土

14. 灰褐色砂質士

15. G 

16. H 

17. グライ化した粘土

28. グライ化した粘土

19. 灰色砂

20. グライ化した粘士

H
『

9

0
5
 

3.DDm 

1. C 3 

2. C3.5 

3. 灰褐色士

4. C 4 

5. D 

6. 暗褐色土マンガン沈着

7. 暗褐色土

8. 灰色粘質土

9. 暗褐色砂まじり土

10. 灰黒色粘土

11. 灰黒色粘土

12. 灰黒色粘質上

13. E 

14. F 

15. G 

第81図溝13・14・15・16の断面（等1/80)

溝13(第81図）

北西調査区の北西端で検出された溝で、北東から南西方向へ流走する。南西側は西Tの溝9ないし

溝10へ繋がる可能性がある。調査時には溝Nないし溝4と呼ばれていたようである。規模は幅1.6m、

深さ0.9mを測る。出土遺物は弥生土器がわずかにあり、後期に属する。

溝14・15・16(第81図）

北西調査区を北東から南西方向に平行して流走する 3条の溝で、溝14は北西側、溝15は中央、溝16
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第82図溝15・16・17の出土遺物

は南東側で互いに接している。このまま南西に延びるとすればTITで確認できるはずであるが、記述

が無いので不明である。規模は溝14が幅90cm、深さ70cm、溝15は幅2.6以上、深さ70cm、溝16が幅90

cm、深さ40cmを測る。出士遺物は明確にし得ないが、溝3と注記された士器は溝14・15が溝皿A・B

と呼ばれていたことから、溝14・15のものである可能性がある。溝15は溝皿Aと呼ばれていたことか

ら、溝皿Aと注記された遣物が相当することはほぼ間違い無いであろう。溝16は溝IIと呼ばれていた

ことから、溝2と注記された土器が相当する可能性が強い。遺構の時期は土器との対応が明確でない

ため詳細は不明であるが、検出面と調杏時の所見を蓉重して、後期に属するものと考えておく。

溝 1

北西調査区の溝16から南東側に少し離れた位置で検出された溝で、溝16同様に北東から南西方向に

流走する。規模は幅50cm、深さ35cm前後である。出土遺物は少なく、前期の土器を含むものの、多く

は後期に属するものである。溝の時期は士器に加えて、検出面や調査所見を合わせて考えると後期と

推定される。

E 古墳時代の遺構

古墳時代の遺構は少ないが、調査区の北西側には酸化鉄の層が水平に広がっていることから、水田

（乾田）が形成されていたものと考えられる。また、南東側には水田と係わると思われる溝が検出さ

れている。

l 溝

溝5 (第84図）

A区で検出された溝で、調査区の東側では東から西方向に向かって流れるが、 TI-2付近で大き

く南西方向に向きを変えて流走する。しかし、 TIIIー 3より南西側については明確でない。溝はT

I -2およびその西側に設定されたTAの断面に現れるが、両者の断面形状はとても同じ溝の断面と

は思えない状況である。むしろTI-2の溝5の浅い断面（第84図）は、 TAの溝4の断面（第72図）

に、そしてTAの溝5の断面（第72図）はTI-3の溝6の断面（第85図）に良く似ている。しかし、

このような断面の形状の違いが正しいものなのか、あるいは間違いであるのかについては判断する資

料を欠いている。

出士遺物は残されていないが、『概報』によれば、灰白色微砂の埋土中に弥生時代後期の土器と少

量の土師器および5世紀末ないし 6世紀初頭の須恵器が含まれ、南端からは管玉も出土しているらし
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第83図 古墳時代の遺構全体図 (S=l/600)

s
 

2.40m 
N s

 

2.40m 
N 

0 50cm 一TI-2西塾
1. 撹乱土 4. やや暗い黄褐色

2. うすい青灰色微砂 微砂まじりシルト

3. こい青灰色シルト層 5. 暗黄褐色微砂

第84図溝5の断面 (S=1/30) 

い。このうち管至については 1点現存しているが、

注記された地点 (B地区s-2)が異なっているこ
とから、溝5出土のものであるかどうかは不明で

ある。出土遺物から溝の時期を検証でぎないが、

調査時の所見を尊重して古墳時代のものとしてお

く。

1. 撹乱士

2. 灰褐色

0 50cm 一TI-3西槌
11. 微砂まじりシルト（多）

12. 灰褐色

（焼士を含む）（砂が多い）

3 . 賠灰色シルト

4. 灰色微砂

5. 灰色微砂

（木の皮含む）

6 . 暗灰色シルト

（木炭含む）

7. 灰色微砂

8. 灰色シルト

9. 微砂・シルト互層

10. 灰色微砂

13. 微砂

14. 細砂

15. 微砂まじり

シルト（少）

16. 灰褐色微砂質

シルト（強）

17. 灰褐色微砂（弱）

18. 灰褐色シルト

まじり微砂

19. 暗灰色シルト

第85図溝6の断面 (S=l/30)
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溝 6 (第85・86図）

A区の溝 5の南東側で検出された溝で、北東から南西方向

に流走する。詳細は不明であるが、 I概報Jによれば溝 5と

同じ埋土で出土遺物も同じような傾向であるらしい。断面は

TI -3 (第85図）やTIIIー 3 (第70図）で認め

られるが、実測図に溝の名称が記されておらず、

どの掘り込みが相当するのかは不明である。

第86図は溝6の出土遺物であるが、弥生時代中

期の土器をわずかに含むものの、ほとんどは後期

の土器である。しかし、土師器や須恵器をわずか

に含むことから、古墳時代の溝であろう。
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第86図溝6の出土遺物

F 古代以降

古代以降の遺構は少ないが、条里制施行時の整地とそれに伴う東西方向の溝や畦が存在し、それ以

後の乾田土壌も確認されている。さらに土城墓や土堀列、あるいは土堀なども見られ、平安時代を中

心とする頃の水田や集落の一端がうかがえる。これらの遺構は整地層に重なる厚さ40cm前後の灰褐色

土の下半部で検出されるが、この層の上半部には土師器や瓦質土器が含まれることから、中世におい

ても水田とともに集落が営まれていたらしい。

|
|
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-
|
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第87図 古代以降の遺構全体図 (S=l/600)
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l 畦状遺構

C区で検出された条里に係わる遺構で、

畦状遺構としたが、適切な名称であるかど

うかは検討を要する。『概報』によると、

古墳時代後期以降と考えられる平坦な整地

面が広範囲にわたって認められ、これを含

鉄層の存在から水田面と考えていることか

ら、条里制との関係を想起している。この

層に掘り込まれた幅約80cmの東西方向に流

走する溝は、この地域の条里の方向に沿っ

たものであり、 T皿ー 3 (第70図）、 TN-

2 (第64図）、 C区西端（第69図C)の断面

で確認されているらしいが、どの層が対応

するのかが記されていないため詳細は不明

である。

ところで、実測図（第88固）を見ると浅

い溝は西になるほど細くそして浅くなり、

吃ち消えてしまうが、その中を、切り合う

関係にある二つの略楕円形を呈する土渡が

列をなしている。『概報』はこの土城の列

には触れられていないが、溝ないし溝の北

側に認められる幅80cmあまりの東西方向の

畦状の裔まりと一体的な関係を持っている

ものと思われる。

出上遣物が明確でないため詳細な時期は

不明であるが、古代と考え、その性格につ

いても条里制に関連する遺構である可能性

が強いと言う調査時の所見に従っておく。

I ,r----... 

~ 

2.80m 

/
 

／
 

D
 

2m 

第88図畦状遺構 (S=l/60)

2 士堀墓

土塘墓 1・2

調査区からさらに西側に延びているTITは長さ 3mに区切られて設定されているが、その東側から

二番目ないし一番目の西端で2基の土渡墓が検出された。詳細は不明であるが、「概報Jによるとそ

のうちの一基は平面形が幅60cmの長方形を呈し、床面から緑釉の小片が出土したらしい。写真（図版

10-1)から判断すると土城墓 1と思われるが、確実ではない。なお、緑釉は現存していない。

もう一基の土城墓は、 トレンチの端にわずかに検出されていることから士堀墓かどうかはあきらか

ではないが、調査時の所見では士堀墓にしている。詳細は不明である。
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3 土城列

C区の南西端で検出されたも

ので、細長い士堀が北西から南

東方向へ並ぶ。「概報Jにも記

載が無いため詳細は不明である

が、土城は大きいもので長さ

1.5m、幅30cm、小さいもので

長さ70cm、幅10cmを測る。出土

遺物が無いため時期は明確でな

いが、検出面から古代に属する

可能性が強い。

,
 。

2m 

第89図土壊列 (S::;;1/60) 

4 土堀

土壊6

調査区から西側に延びるTIIの一番Hないし調査区の西端で検出された、平面形が円形を呈する径

lm前後の士堀である。詳細は不明であるが、『概報』に言う第二の遺構であるとすれば、埋士は灰

色微砂で、長頸壺か杯の底部らしい須恵器と、黒色土器らしいものなどが出土したらしい。遺構の時

期も占代と考えられている。

G 時期不明の遺構

1 上城

土堀 1

D区の南寄りで検出された士渡で、浅い溝状を呈する。北西側を削平されているため本来の規模は

不明であるが、残存長2.5m、最大幅0.9mを測る。出士遺物は不明である。

土塀3

D区の北東寄りで検出された土漿で、北東側は一部削平されているが平面形は細長い楕円形を呈す

る。重機による穴と言う説もある。規模は現存長90cm、幅65cmを測る。出士遺物は不明である。

土壊4

D区の南寄りで検出された浅い土城で、平面形は隅丸長方形を呈する。規模は長さ1.2m、幅70cmを

測る。出土遺物は不明である。

土壊5

B区の北寄りで確認された士堀であるが、南東側の一部以外は重機によって削平されている。実測

図に前期土城と記されているが、該当する出士遺物が明確でないため、遺物からは検証できない。

土壊7・8

. C区の北東寄りで検出された細長い 2基の土堀で、土城8の南西端を切って上堀7が所在する。実

測図には未掘と記されている。規模は土堀7が長さ1.4m、幅65cm、土堀8は長さ4.5m、幅70cmを測
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第3節遺構と遺物

る。時期は弥生時代前期の可能性が高いが、出士遺物などからは検証できない。

土壊9

D区の南東寄りで検出された浅い土城で、平面形は東西に長い掘り込みの両端に突出部がつく、コ

の字状を呈する。規模は東西の長さ1.6m、東端の長さ lmを測る。時期は検出面から弥生時代の可

能性が強い。

土壊10

A区の南東端で確認された平面形が円形を呈する土城で、「岡山県史』掲載の略図に見られる「壺

棺」ないし「祭祀穴群」とされるものに該当する可能性がある。出土遺物は不明である。

土堀11

D区の北寄りで検出された土堀で、平面形は楕円形を呈する。規模は長径65cm、短径55cmを測る。

時期は弥生時代前期の可能性が高いが、出土遺物が不明であるため検証できない。

土壊12

C区の西南調介区で検出された土城で、平面形は隅丸長方形を呈するが、北端は小さな土渡と切り

合っている。規模は長さ2.6m、幅90cmを測る。時期は弥生時代である可能性が高い。 書

土壊13

C区の西南調壺区で検出された土城で、士城12の東側に位置し、平面形は長楕円形を呈する・。規模

は長さ1.7m、幅80cmを測る。時期は弥生時代である可能性が高い。

土壊14

B区の微高地南東端で検出された土城で、平面形は楕円形を呈する。規模は長径55cm、短径45cm、

深さ10cmを測る。遺物は明確でないが、弥生時代前期の土器片が出士していることから、弥生時代前

期の可能性が高いが、確実性と言う点では問題がある。

土壊20

A図の西寄りで検出されたとされる士堀で、『岡山県史』に掲載されている略図にその位置が記さ

れている。土城の詳細は不明であるが、遺物として弥生時代前期から後期の土器が出土していること

から、後期に属する可能性が高い。

土城23

A区のほぼ中央で検出されたとされる士墟であ

るが、『岡山県史』に掲載された略図しかなく、

詳細は不明である。遣構の時期も不明であるが、

弥生時代のものである可能性が強い。

土壊24(第90図）

A区の東南T南端で検出された土城で、平面形

はほぽ円形を呈する。『概報』に記載が無いため

詳細は不明であるが、規模は径90cm、深さ80cmを

測る。埋土はば3層に分かれており、 2層には土

器を含むとされるが、その土器が不明のため遺構

の時期も不明である。しかし検出状況から弥生時

代のものである可能性が強い。
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第92図 土城30の出土遺物

第91図土壊25の出土遺物

土壊25(第91図）

A区の西寄りで検出された土堀で、溝7と切り合う関係にあるが、詳細は不明である。平面形は長

楕円形を呈し、規模は現存長1.2m、幅85cm、深さ30cmを測る。遺構の時期は溝7との切り合い関係

が明確でないことから不明であるが、遺物からは弥生時代後期のものと推定される。

土壊27

A区の南寄りで検出された士城であるが、 1968年8月に県が実測したS=1/100の平面図に記載され

ているのみで、詳細は不明である。遺構の時期も不明であるが、『概報』に記載された「祭祀遣構と

考えられるピット群8基」の中の 1基にあたるとすれば、弥生時代後期に属する。

土堀30(第92図）

A区の東端で検出された土壊で、 2基が切り合っている。土城の実測図はあるが、全体図に記載さ

れていないことから、正確な位置は不明である。大きい土城は平面形が略楕円形を呈し、規模は長さ

l.lm、幅85cm、深さ10cm、小さい士城も平面形が楕円形を呈し、規模は長さ90cm、幅50cm、深さ25

cmを測る。遺構の時期は不明であるが、弥生時代に属する可能性が高い。

2 炉

炉 3

A区の溝 6西端付近で検出されだ炉であるが、「岡山県史」に掲載された略図以外に資料が無いた

め、詳細は不明である。時期は溝6と重なり合っていることから、古墳時代より新しいものか。

3 溝

溝 1

C区のT皿ー 3で検出された溝で、 r概報Jでは南TとTNの溝に続くものとされているが、不明な
点が多い。もしトレンチの溝が同じものであるとすれば、幅約 lm、深さ50cmの東西方向に流走する

溝と考えられる。時期は調査時の所見で前期前半とされている。
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溝 2

B区の北調査区で検出された東西方向に流走する幅10cmあまりの細くて浅い溝であるが、詳細は不

明である。発掘日誌によれば炉 lに先行するものと記されているが、遺物が不明のため確認すること

ができない。ただ、総合的に見ると、前期である可能性は高い。

溝 9

西Tで確認された幅80cmあまりの溝であるが、全体図に記入されているだけであるため詳細は不明

である。遺構の時期は不明であるが、弥生時代のものである可能性が高い。

溝10

西Tで検出された幅70cmあまりの溝であるが、全体図に記入されているだけであるため詳細は不明

である。時期は不明であるが、溝13と繋がる可能性も考えられる。

溝11

TITの西端で検出された幅2.4mあまりの溝であるが、全体図に記入されているだけであるため詳細

は不明である。時期は不明であるが、弥生時代のものである可能性が強い。

溝12

C区を北西から南東方向に流走する幅40cmの溝で、『概報』によれば「住2廃絶時に設けられ、西

方から東南に流れて低湿地に注ぐ」とある。時期は前期前半ということであるが、遺物がないため追

認はできていない。

その他の溝

上記以外にもトレンチの断面には溝らしき掘り込みが多数認められるが、詳細は不明である。『岡

山県史』の略図にはTIIIー 3からT!'/にかけてDSと記された古墳時代の溝が見られるが、詳細は不明

である。また、 A区東端には溝 7とは違う弥生中期の溝が「岡山県史』の略図には記載されている。

こ 1、ー、（（
518 
斜前期溝

<
524 
拡張区溝中

526 

P17 

／519ロ

f 
525 

522 
3T-S溝内

7{ 

> ＼ 527 

529 

゜
5cm 

528 
POS P19 

第93図 その他の遺構（名称は調査時のもの）出土遺物
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第4章調査の概要

H 包含層•その他の遣構出土遺物

第94図から第99図は包含層出土の土器である。これらの土器には出土地点を表すと思われる記号が

記されているが、どう読み取ってよいのかわからないものが多い。また、出土した層位も明確でない

ことから、資料的価値の低下は否めないが、図示し得たものを掲載する。

第94図と第95図は弥生時代前期の士器である。 549から560は壺の口縁部で、頸部との境界に段をも

つもの (549など）、削り出し突帯を施すもの (555など）、細い沈線をめぐらすもの (556など）があ

る。 558は段に刻み目を施している。胴部には重弧文 (565)や木葉文 (562など）を施すものがある。

532---546・569---579・581は甕、 580と582は突帯文の深鉢である。

第90図と第97図は弥生時代中期の一括出土土器である。出土状況は、 A区東端、溝7の南側に中期

の包含層が調杏区外へ広がるらしいが、それが壁の崩落とともに露呈し、崩落した土の中には多くの

士器が含まれていたと言うことである。出土した当時は壺や甕がもう少しあったという事であるが、

現存するものはわずかに壺 (584)が認められるものの、ほとんどは高杯と器台であった。これらの

士器は丁寧な作りで、最も発達した凹線文を始めとする各種の文様で飾られ、美しく仕上げられてい

ることから、この地域で中期末の仁伍式と呼ばれる土器の一括資料と言えよう。
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第94図 包含層出土遺物〈1〉（弥生時代前期）
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第96図 包含層出土遺物〈3〉（弥生時代中期）
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第97図 包含層出土遺物〈4〉（弥生時代中期）
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第98図 包含層出土遺物〈5〉（弥生時代中期～古墳時代前期）
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第98図から第99図662は弥生時代中期の土器 (614・615など）や士師器 (626など）を含むものの、

多くは弥生時代後期の土器である。これらの土器は出土地点や層位が明確でないが、遺構から出土し

た後期の士器が少ないことから、図示した。 613は小片であるが、口縁部に粘土の帯をめぐらす壺と

推定される。 660から662は手捏ねの土器で、内外面に指の圧痕が顕著に認められる。

663から671は古墳時代 (663・665)と古代 (664・666)および中世 (667-671)の土器である。 667

-669は土師質（回転台土師器）椀、 670・671は東播系の須恵器擢鉢である。
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ここ／ 670 
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。
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第99図 包含層出土遺物〈6〉（弥生時代後期～中世）
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第100図 E層出土の遺物（弥生時代前期）

第100図はE層出土の土器である。 E層は

微高地の層位を上層からA・B・C・ ・ ・ 

と命名した層位で、弥生時代前期の遺物を

包含する黒褐色士である。土器を見るとわ

ずかに前期以外のものを含むものの、圧倒

的に前期の土器が主体をなしている。

672から680および685は壺で、口縁部と

頸部の境は段を持つもの (672)、削り出し

突帯を施すもの (674)、沈線をめぐらすも

の (685) などがある。甕 (681~684) は

口縁部下に沈線をめぐらすもの(681・682)

と、段を持つもの (683)がある。 686から

690は壺ないし甕の底部である。

第101図はその他の遺構および包含層出

土の土製品であるが、出士した場所や層位

は明確でない。 C5はP4出士と注記され

ており、これが正しいとすれば調査時にP

4と呼称されていた舟形土城 5から出土したということになるが、その前に注記されている103皿

A-NW-4の意味が不明のため確証は無い。 C5は土製の紡錘車で、中央部は少し厚めに作られて

-0-
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― 第101図 その他の遺構および包含層出土の土製品

いる。 C6は管状の士錘である。 C7は小さな円形の突起が見られるが、本来の形は明らかではない。

胎土や焼成からは中世の焼き物のようにも感じられる。
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第102図 その他の遺構（名称は調査時のもの）および包含層出土の石製品〈1〉
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第103図 その他の遺構（名称は調査時のもの）および包含層出土の石製品〈2〉
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第104図包含層出土の石製品〈1〉

第102図と第103図はその他の遺構および包含層出土の石製品であるが、注記された遺構名が全体図

に見当たらないので、出土遣構不明品として扱っている。 S36は頁岩を用い、円形に周囲を調整して

いることから、石製円板の未製品と考えられるが、溝02という遺構は無く、 DH56が第 1次調査の基

準線を表しているとすれば、溝IIと呼称されていた溝16がそれに該当する。しかし確証は無い。出土

遣物の中には頁岩ないし結晶片岩を調整した剥片が目立ち、これらは磨製石包丁ないし石製円板の未

製品と思われるが、どちらの未製品か判断に苦しむものもある。いずれにしてもこの集落において、

前期の段階で磨製石包丁や石製円板の製作が行われていたことは間違いないであろう。

S37~S39は斜前期溝から出土したものであるが、この名称の遺構は無いことから、出土場所を特定

できない。 S37は石錐であるが、全体的に数は少ない。 S43は調整が施された剥片であるが、出士場所

が住居 1号CQ60斜行溝とあることから、おそらく溝12のことではないかと思われる。
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。
5 Cin 

第105図 包含層出土の石製品〈2〉ヽ

竺894

S56とS63は磨製石包丁、 S62は石製円板（紡錘車）の未製

品であろう。 S65は半月形の外湾刃磨製石包丁で、かなり使

い込んでいる痕跡が見て取れる。 S73は石製紡錘車としては

唯一の製品である。 S88は石製円板、 S89は磨製石包丁の未

製品であろう。 S92の砥石はすべての面を使用している。

第106図は包含層出土の鉄製品であるが、出士場所および

出土層位は不明である。 Mlは墾状あるいは嬰状鉄器とも

考えたが、頭部に打痕が認められないことから、馬鍬の歯

ではないかと推定している。 M2は古墳時代のものと考え

られる大刀であるが、劣化が著しい。刀身は幅が4-----5 cm 

と幅広で、長さは現状で60cmであるが、欠けている先端部

を復すると80cm前後になるものと推定される。関は刃関で、

長さ17cmの茎には目釘穴が2か所穿たれている。

なお、自然遺物については専門家の鑑定を得ていないた

め詳細は不明であるが、判明する限りでは桃の核、 トチの

実、 ドングリ、クルミ、ツバキ、シイなどが出土している。

鳳ー'’

眩

M1 
0 5an 一

~ 膨

｛了芦

麟

M2 

10叩

第106図 包含層出土の鉄製品

また、 『概報』によると掲載したもの以外に石製品として石錐、太形蛤刃石斧、石帯（丸鞘）、木

製品として鋤状木器、細身の鍬、杵の再加工品、槌状大形木器などの出士が伝えられる。
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第 5章まとめ

岡山武道館建設当初予定地（以下、調査区と呼ぶ）は約3000面あまりの広さで、遺跡の性格を知る

ため、 3次にわたる発掘調査が行われたが、一部平面的な調査を含むものの、大部分はトレンチを主

体にした限定的なものであった。したがって、第 1次はともかく第2次、第3次の調査は慎重かつ綿

密に行われたが、なお遺跡の全体を充分に把握できたとは言い難い一面も見られる。しかし、当時と

しては数少ない弥生時代前期前半の集落を明らかにしたことに加え、花粉分析等、自然科学との連携

によって水田の実態に迫ったことは高く評価されよう。ここでは当時の調査条件を踏まえた上で、明

らかにされたことをできるだけ当時の見解に沿ってまとめておく。

地形の変遷

弥生時代前期の地形は、調査区のほぽ中心から北西側および南側と東側が微高地、南東側は低湿地

となっており、その境は急傾斜となる。微高地は黄褐色砂質土を基盤とし、標高2.2m前後を測る。

低湿地には微高地との境に接して幅約 4~smの平坦な黒灰色粘士層があり、水田として利用されて

いたことは明らかである。この水田層の標高は1.2m前後を測る。

低湿地はその後徐々に埋没し、弥生時代中期末にはほぽ微高地上面と同じ高さまで埋まったようで

あるが、水田は断続的に営まれていた。

弥生時代後期には、中期末までに形成された平坦面をさらに微砂がおおい、調査区全域に平坦面が

形成された。この面の上には、条里制施行当初の水田層から明治時代の水田層に至るまで、数層の土

層がほぽ水平に堆積している。なお、条里制施行当初の水田面はほぽ標高2.5m、中世の水田面は2.8

m前後と推定されている。

集落の変遷

弥生時代前期の集落は北西側の微高地上に営まれているが、南側および東側の微高地については存

在を確認するのみで、遺構については明確でない。遺構や遺物が集中する北西側の微高地では住居、

掘立柱建物（倉庫）、土城、溝などが確認されており、小規模な集落が短期間営まれていたと思われる。

弥生時代中期の遺構は、低湿地が微高地と同じ高さにまで埋没した後半になると、東西方向の溝が

掘削されており、低湿地の新たな利用が見て取れる。

弥生時代後期になると居住域は拡大したものと思われるが、土城や溝が中心で住居は 1軒のみであ

ることから、集落の中心ではなかった可能性が高い。また、調査区の南東側に集中する 8基の浅くて

不整形な土城は、形状や規模はそれぞれ巽なるものの、内部に多量の炭と焼土を含み、手捏ねの土器

を出士することから、祭祀に係わる遺構とされている。

古墳時代の遺構は少なく、溝が2条掘削されているだけであることから、居住域としては利用され

なかったのであろう。

古代の遺構も少ないが、大掛りな条里制の整地が見られる。この整地の上層には平安時代から中世、

さらに近世に至る遺構遺物が出土するが、極めて少ない。

水田の変遷

当時注目されたのは弥生時代前期の水田であった。その追求は主に第11Iトレンチ (TIiiと略す）で
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行われた。 TIilー 2では微高地と低湿地の境となる急傾斜面に矢板を打ちこんだ、柵状の痕跡を検出

した。この柵状遺構は低湿地の保護を目的としていることから、低湿地側に水田の存在が推定された。

微高地と低湿地との関係は、その境に近接して低湿地に堆積した黒灰色粘土層を手がかりに追及され

たが、それと同じ層と推定される第24図 (T皿ー 3)の土層番号41からは、前期前半の土器が出土し

たとされる。同じ層から岡山大学農業生物研究所の笠原安夫助教授（当時、故人）によ、って、枝穂に

ついたままの稲穂、稲の茎と葉、その他水田雑草の果実と葉（タカサブロウ・ヒエ・コゴメガャッ

リ・クグガヤツリ・イヌノヒゲ・ホシクサ・コナギなど）を検出し、低湿地の一部に水田が営まれた

ことを確かなものとした。さらにTIilー 3 (第24図土層番号41)では金沢大学の藤則雄助教授（当時）

によって花粉分析が行われたほか、 TN-2およびTI-3の黒褐色粘土質シルト層から稲の花粉を

検出し、水田であることを追認した。

弥生時代中期の水田は、前期の水田層となる黒灰色粘土層の上部を覆う青灰色シルト層などが考え

られており、花粉分析の結果相当量の稲花粉が認められた。さらにTI-3、T皿ー 3、TN-2で

発見された杭列は、前期から中期前半の水田に係わる遺構と推定されていることも併せ、低湿地の埋

没過程においても水田耕作が断続的に行われていたことを示唆している。

津島遺跡の前期および中期の水田が湿田であったのに対し、後期の水田が乾田であることが明らか

にされたことは、大きな成果の一つであったとされる。低湿地は中期末までにほぼ微高地と同じ高さ

にまで埋没したが、その上に堆積した褐色微砂層中に、乾田下に特徴的に生成される鉄とマンガンの

集積層が認められることを、資源科学研究所の松井健博士（当時）によって指摘された。また、岡山

大学農学部米田茂男教授（当時、故人）によって、その上の黒味がかった層が上下の層と比較して炭

素量が多いことも、下部に見られる特徴的な層との関係において、乾田の耕士である傍証とされた。

水田層の時期は後期後半の遺構で切られているが、中期末まで遡る可能性も指摘されている。

古墳時代以後は、奈良時代条里制施行時の整地面を挟んで近代にいたるまでいく層もの酸化鉄層が

認められることから、居住域として利用された時もあると思われるが、主には水田であったものと推

定される。
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土器観察表

観察表

表2 土器観察表

掲載番号 地 区 遺構•層位 種別 器種
特 徴

外 面 内 面
色 調 備 考

1 C H567 C 1下部 瓦質 羽釜
ヨコナデ ヨコナデ 灰(IOY6/1) 

2 C2層 瓦 丸瓦
布目痕あり 灰白

(5Y 7 /1) 

3 C2層 士師器 椀
高台部ヨコナデ ナデ？ 淡黄 貼付高台

(2.5Y 8/3) 

4 C3層 備前焼 播鉢
横方向ナデ 横方向ナデ、 9本l紺による 灰黄褐

おろし目、条数不明 (lOYR6/2) 

5 CN57 C3層 土師器 椀
高台部ナデ、ヨコナデ ナデ 灰黄 貼付高台

(2.5Y7/2) 

6 C3層 土師器 椀
高台部剥洛して調整不明 ナデ？ 橙(5YR6/6) 内面黒色、貼付高台

7 C3層 土師器 椀
閾台部ヨコナデ にぶい黄橙 内面黒色、貼付高台

(lOYR 7/3) 

8 C4層 弥生 覇杯
脚柱部列点文めぐる、調整不明瞭 粘士の絞り目 橙(5YR7 /6) 全体に著しく風化している
沈線3条？ 粘土の接合面あり

， CL55 C4層 弥生 高杯
脚部透かし孔推定4方向？ ヘラケズリ にぶい黄橙

調整不明 覇整不明瞭 (lOYR 7/3) 

10 C4層 弥生
ナデ ナデ？ にぶい黄橙

絞り目 (lOYR 7/3) 

11 B-SE 須恵器 杯
口緑端部に凹線1粂 ヨコナデ 灰 (N6/0) 

ヨコナデ

12 B~E層 弥生 壺
口緑部凹線3条？ ョコナデ にぶい橙

ナデ (7.5YR 7/4) 

13 B-E層 弥生 宰~ 
口縁部ヨコナデ ョコナデ にぶい橙 粘土の接合痕

(7.5YR 7/4) 

14 B-SE 弥生 甕
口縁部に 3条程IJ)凹線？ ヨコナデ にぶい橙

(7.5YR 7/4) 

15 DC66 E層 弥生 甕
ヨコナデ ョコナデ 褐灰

(lOYR4/l). 

16 CS66 
E層

弥生 症ギ
う^ミがキ？肩蔀ヘラ描沈緑1条，桐部に段を形成 ナデ？、指押サエ にぶい橙

Pit内 ヘラ描沈線2条 (7 .5YR 6/4) 

17 BK48 E層上半 弥生 室-
ヘラミガキか？ ナデ 灰黄褐

木葉文 (lOYR 6/2) 

18 DH58 E冶 弥生 壺
ナデ ナデ にぶい黄橙 粘士の接合痕

指押サエ (lOYR 6/3) 

19 DC66 E層 弥生 甕
口縁部に刻目、ヨコナデ ヨコナデ 灰黄褐 粘土の接合痕

頸蔀に沈線1条、剥蕗して調整不明瞭 ナデ、指押サエ (lOYR 6/2) 

20 D区西拡張区 E層 弥生 空~ 
指押サエ にぶい黄橙

(lOYR 7/3) 

21 DC66 E層 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ 灰褐

指押サエ (7.5YR 5/2) 

22 DI54 E層 弥生 甕
口縁部に刻目、ナデ、指押サエ ナデ 黄灰 口縁部に黒斑

頸部沈線3条 (2.5Y 6/ 1) 粘土の接合痕

23 C住居跡 弥生 空-
横方向ヘラミガキ 横方向ヘフミガキ 黄灰

(2.5Y 4/1) 

24 D l 弥生 壺
調整不明瞭 調整不明瞭 にぶい黄橙

(lOYR 7 /4) 

25 D l 弥生 空~ 
口縁部下に段あり ナデ？ にぶい黄橙 丹塗痕跡

ヘラミガキ？ (lOYR 7/3) （丹）赤(10R5/6)

26 D l 弥生 空辛
ヘラミガキ、段を形成 ヘフミガキ にぶい黄橙

(10YR6/4) 

27 D l 弥生 壺
頸部に沈線4条、へうミがキ、重弧文 ヘフミガキ にぶい橙

(7.5YR 7 /4) 

28 D l 弥生 空~ 
口縁部ヘラ描沈線2条 ヘラミガキ（斜め方向） 浅黄

頸部ヘラミガキ (2.5YR 7/3) 

29 D 1 弥生 空-
頴部沈線l条 剥落して調整不明 にぶい橙

渕落して調整不明 (7.5r~7/4) 

30 Dl 弥生 壺
ナデ？ 剥落して調整不明 にぶい橙

頚部沈線1条 (7.5Y~7/4) 

31 Dl 弥生 I壺 ヘフミガキ？ 調整不明瞭 にぶい橙

(7.5YR 7/4) 

32 D l 弥生 空~ 
ヘフミガキ？ 剥落して頸整不明 にぶい黄橙

(lO'i""R 7 / 4) 

33 D l 弥生 :;::a: ~ 
ナデ、ヘラミガキ I"-フミガキ にぶい橙

(7.5-Yl芍 /4}

34 D l 弥生 壺
渕落して調整不明 ナデ？ にぶい橙 接合痕

口縁部下に段、頸部下に段 剥落して調整不明 (7.5YR 7/4} 段を形成
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掲載番号 地 区 遺構・恩位 種別 器種
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

35 D l 弥生 壺
翡落して調整不明 剥落して調整不明 明赤褐

(2.5YR 5/8) 

36 DI 弥生 苫玉
沈線2条 ヘラミガキ にぶい黄橙 黒斑あり

ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

3"7 Dl 弥生 壺？
沈線2条 剥落して調整不明 にぷい黄橙

(lOYR 6/3) 

38 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ？ ヘラ状工具によるナデ にぶい黄橙

沈線2条 (lOYR 7 /4) 

39 Dl 弥生 甕
沈線2条 ナデ？ 橙(7.5YR7/6) 黒斑あり

40 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ 剥落して謁整不明 橙(7.5'l~6/6) 
沈線2条

41 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ ヘラミガキ 橙(5YR7/6) 

沈線2条？

42 D 1 弥生 空~ 
沈線2条 剥落して調整不明 にぶい黄橙

調整不鮮明 (lOYR 7 /3) 

43 D l 弥生 -eo,-空
沈線3条 荒れて調整不明 にぷい褐

調整不明 (7.5YR 5/4) 

44 DI 弥生 空ギ
細い沈線2条 横方向ヘラミガキ 橙(7.5YR7/6) 

ヘラミガキ、重弧文？わずかに残存

45 Dl 弥生 壺
沈線3条 荒れて調整不明 にぷい黄橙

調整不明 (lOYR 7 /4) 

46 Dl 弥生 空• 
沈線2条、重弧文？わずかに残存 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥浴して調整不明 (lOYR 7/2) 

47 Dl 弥生 壺
重弧文？ 剥落して調整不明 浅黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 8/3) 

48 Dl 弥生 壺
重弧文？わずかに残存 剥落して調整不明 浅黄橙

調整不明 (lOYR 8/3) 

49 Dl 弥生 壺
重弧文 ナデ？ にぷい橙

(7.SYR 7/4) 

50 Dl 弥生 ギ空
ヘラミガキ ナデ？ にぶい橙

沈線2条 (7.SYR 6/4) 

51 D1 弥生 壺
ヘラミガキ 横方向ヘラミガキ 橙(7.5YR6/6) 

沈線3条

52 Dl 弥生 症． ヘラミガキ、太い沈線3条 剥落して調整不明 にぶい黄橙

ヘラ描による重弧文 (lOYR 6/4) 

53 Dl 弥生 空~. ヘラ描によるくもの巣文様 ナデ？ 橙(SYR6/6) 

54 Dl 弥生 大型壺
剥落して調監不明重弧文沈線 剥落して調整不明 浅黄橙 接合痕

刻目 ナデ？ (7.5YR 8/4) 

55 Dl 弥生 宮~ 
ヘラ描による重弧文？ ナデ 橙(SYR6/6) 粘土の接合痕跡？

01 弥生 て空ぢ
ヘラミガキ ナデ？ 橙(SYR7/6) 

56 
重弧文？

57 01 弥生 空~ 
ヘラミガキ、沈線3条、重弧文 ヘラミガキ にぶい橙

(7.5YR6/4) 

58 D 1 弥生 壺
ヘラミガキ ナデ？ にぶい褐 59, 60 と同—•固体？

重弧文 (7.5YR 5/4) 

59 D 1 弥生 空-
ヘラミガキ後重弧文 横方向ヘラミガキ 橙(75YR6/6) 58, 60と同一個体？

60 D 1 弥生 空~ 
ヘラミガキ ナデ？ にぷい橙 58, 59と同一OO体？
ヘラ描沈線による重弧文 (7.5YR 7/4) 粘土の接合痕跡

61 D l 弥生 空~ 
ヘラミガキ（横方向？）後重弧文 ヘラミガキ？ にぷい橙

(7.5YR6/4) 

62 DI 弥生 '.!:;( ギ
剥落して調整不鮮明 剥落して調整不明 にぶい黄橙

わずかにヘラ描沈線あり、木葉文 (lOYR 7 /3) 

63 D 1 弥生 壺
ヘラミガキ？ 調整不明 にぷい褐

木葉文わずかに残る (7.5YR 5/4) 

64 Dl 弥生 症． 細いヘラ描による木葉文 剥落して調整不明 黒(lOYR1.7/1) 

65 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ、木葉文 ヘラミガキ 橙(5YR6/6) 70, 71, 74, 76, 77、81

沈線2条 と同一個体か？黒斑あり

66 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ ヘラミガキ にぷい橙

細いヘラ描による木葉文 (7.5YR 7/4) 

67 DI 弥生 空~ 
沈線3条 ヘラミガキ にぷい黄橙

ヘラ描による木葉文 (JOYR 7 /4) 

68 DI 弥生 空． ヘラミガキ、沈線2条 ヘラミガキ（横方向） 橙(7.5YR6/6)

細いヘラ描による木葉文

69 Dl 弥生 空-
ヘラミガキ、太い沈線3条 ヘラミガキ（横方向） 黒褐

細いヘラ描による木葉文 (10YR3/l) 

70 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ、沈稲3条 ヘラミガキ にぷい橙 65, 71, 74, 76, 77, 81 

細いヘラ描による木葉文 (7.5YR6/4) と同一個体か？黒斑あり

71 Dl 弥生 空= ヘラミガキ ヘラミガキ オリープ黒 65, 70, 74, 76, 77, 81 

ヘラ描沈線による木葉文 (5Y 3/1) と同一個体か？

72 Dl 弥生 空~ 
ヘラミガキ、沈線2条 調整不明 にぶい褐

木葉文？ (7 5YR 5/4) 

73 Dl 弥生 空~ 
太い沈線、木葉文 ヘラミガキ（横方向） にぷい褐

(7.5YR 5/3) 

Dl 弥生 宮． ヘラミガキ ヘラミガキ 灰黄 65, 70, 71, 76, 77, 81 
74 

木葉文 (2.5Y 6/2) と同一個体？黒斑あり
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75 Dl 弥生 壺
太い沈線 1条 ヘラミガキ（横方向） 黒(SYR1.7/1) 

ヘラミガキ後細いヘラ描による木葉文

76 D1 弥生 室—七
ヘラミガキ後細いヘラ描木葉文 ナデ にぶい橙 65, 70, 71, 74, 77, 81 

(7 5YR 6/4) と同一個体か？黒斑あり

77 Dl 弥生 空-
ヘラミガキ後木葉文 ヘラミガキ にぶい橙 65, 70, 71, 74, 76, 81 

(7.5YR6/4) と同一個体？黒斑あり

78 D 1 弥生 壺
ヘラミガキ後木葉文 横方向ヘラミガキ にぷい黄橙

(lOYR 6/4) 

79 D 1 弥生 空-
細いヘラ描による木葉文 ヘラミガキ（横方向） 褐灰

(10YR5/l) 

80 D 1 弥生 宰-

ヘラミガキ後 ナデ後ヘラミガキ 暗灰 (N3/ ) 黒斑あり

細いヘラ描による木葉文

81 D 1 弥生 壺
ごく細いヘラ描による木葉文 ナデ？ 暗灰 (N3/ ) 65, 70, 71, 74, 76, 77 

と同一個体か？

82 D 1 弥生 匹-
細いヘラ描による木葉文 荒れて調整不明 にぶい黄褐

(lOYR 5/4) 

83 D 1 弥生 空-
ミガキ？ 縦方向にナデ？ 浅背橙

削り出し突帯、刻目 (lOYR 8/4) 

84 D 1 弥生 壺
削り出し突帯 ナデ 灰白 (2.5Y8/2) 

ナデ？

D 1 弥生 匹-

ヘラミガキ ナデ？ にぶい黄橙 粘土の接合痕
85 

粘土の貼付、刻目 調整不鮮明 (lOYR 7/3) 

86 D 1 弥生 甕
口繰部に刻目 剥落して調整不明 橙 (5YR6/6) 

剥落して調整不明

87 D 1 弥生 兜
口縁部にわずかに刻目 剥落して調整不明 黒褐

(lOYR 3/1) 

88 D l 弥生 甕
口縁部に刻目 粗いハケメ にぶい黄橙

粗いハケメ (lOYR 7/4) 

89 D l 弥生 甕
口緑部に刻目 剥落して不明 浅黄橙

(7.5YR 8/6) 

90 D l 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙

ナデ？押サエ (lOYR 7/4) 

91 D 1 弥生 甕
口縁部にわずかに刻目 調整不明瞭 浅黄橙 スス？

沈線 1条、調整不明瞭 (lOYRS/3) 

92 D 1 弥生 甕
口緑部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙

(lOYR 7/3) 

93 D 1 弥生 甕
口緑部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙

(lOYR 7/4) 

94 D l 弥生 甕
口縁部に亥lj目 ナデ？ 明赤褐

細い沈線 (SYR 5/6) 

D l 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい橙 スス？

95 
(7.5YR 6/4) 

96 Dl 弥生 甕
D縁部に刻目 ナデ？ にぶい橙 黒斑あり

剥落して調整不鮮明 (7.5YR 7/4) 

97 Dl 弥生 要
D縁部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙 ススあり

(IOYR 7/3) 

98 Dl 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ 橙(SYR 6/6)-

ハケメ？ 灰黄褐(10YR6/2)

99 D 1 弥生 売
口縁部に刻目 調整不明瞭 にぶい黄橙 ススあり

調整不明瞭 (lOYR 7/4) 

100 D 1 弥生 売
口縁部に刻目 ハケメ、ナデ にぶい褐

ハケメ（斜め方向） (7.5YR 5/4) 

101 D 1 弥生 甕
口緑部に刻目 ナデ にぷい黄橙

ナデ (lOYR 7/4) 

102 D 1 弥生 甕
口縁部ナデ？、指押サエ ナデ？ 明黄褐

剥落して調整不明 (lOYR 7/4) 

D 1 弥生 売
剥落して調整不明 ナデ 橙 (25YR 7/6) 

103 

104 D 1 弥生 甕
口縁部にわずかに亥I]目 剥浴して調整不明 にぶい橙 粘土の接合痕あり

剥落して調整不明 (7.5YR6/4) 

105 Dl 弥生 甕
口縁部に刻且 ヘラミガキ？ にぶい橙 粘土の接合痕

ナデ？ (7.5YR6/4) ススあり

106 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぶい橙

Dl 
(7.5YR6/4) 

107 Dl 弥生 甕
D縁部に刻目 剥蕗して調整不明 黒褐

剥落して調整不明 (7.5YR3/l) 

108 I Dl 弥生 甕
D縁部に刻目、ヨコナデ ナデ にぶい褐 段を形成

ハケメ僅かに残る、調整不鮮明 (7.5'r'"R 5/3) 

109 Dl 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ 橙 (7.5YR7/4) 粘土の接合痕、

指押サエ、調整不明 段を形成、スス？

110 Dl 弥生 甕
D縁部に刻目 剥落して調整不明 黒褐 粘土の接合痕あり

ハケメ (7.5)'1{ 3/1) 

111 I Dl 弥生 甕
口緑部に刻目、沈線 1条 ナデ？ にぶい橙

調整不鮮明 (lOYR 7/4} 

112 Dl 弥牛 甕
体部刻目 ナデ？ 橙(5't"R6/6) 

I ナデ？

113 弥生 甕
ナデ？ ナデ？ 浅黄橙 粘土の接合痕

Dl 
(lOYR 8/4) 

114 Dl 弥生 鉢
口縁部ナデ？、指押サエ 横方向ヘラミガキ にぶい黄橙

I 剥落して調整不明 (lOYR 7/4) 
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115 D 1 弥生 鈴
指押サエ、ナデ？ 指押サエ、ナデ にぷい黄橙 ススあり

(lOYR 7/3) 

116 D l 弥生
調整不明瞭 調整不明瞭 にぶい橙

(lOYR 7/4) 

117 D 1 弥生
底部ナデ？わずかにハケメ？ ナデ にぷい橙 底部径歪んでいる

押サエ 工具の当たり痕 (7.5YR 7/4) 盟斑あり

118 D l 弥生
剖落して調整不明 剥裕して調整不明 にぶい橙 接合痕

(7.5YR 6/4) 

119 Dl 弥生
渕落して謁整不明瞭 剥落して調整不明 橙(5YR7/6) 

ヘラミガキ、わずかにハケメ

120 Dl 弥生
底部ヘラミガキ？、ナデ ナデ？ 橙(7.5YR6/4)

剥落して調整不明瞭

121 DI 弥生
底部ナデ？、指押サエ ナデ？ 橙(5YR7/6) 底部径歪んでいる

弱落して調整不明 刹落して調整不明

122 Dl 弥生
底部縦方向ヘラミガキわずかに残る 剥落して調整不明 にぶい黄橙 粘士の接合痕

剥落して調整不明 (lOYR 7/4} 

123 Dl 弥生
底部指押サエ、荒れて調整不明 荒れて調整不明 橙(5YR6/6)

124 Dl 弥生
底部ヘラ状工具によるナデ ナデ？ にぶい橙

工具による当たり痕 (5YR 6/4) 

125 DI 弥生
ナデ？ 剥落して調整不明 浅黄 粘土の接合痕

(2.5YR 7/3) 

126 D1 弥生
底部ヘラ状工具によるナデ 指押サ.I. にぶい黄橙 ススあり

剥落して調整不明瞭 (lOYR 7/3) 

127 Dl 弥生
底部ハケメ、ナデ ナデ？ 橙(2.5YR6/6)

剥落して調整不明

128 Dl 弥生
底部ヘラ状工具によるナデ？ 指押サエ、ヘラ状工具による 橙(5YR.6/6) 底部に強いナデ

ミガキ？、エ具による当たり痕 ナデ？工具による当たり租

129 Dl 弥生
底郭へうミカ・キ？工具よる当たり痕 ヘぅミがキ？ナデ？指押虹 にぷい黄橙

剥落して調整不明瞭 (lOYR 7/3) 

130 01 弥生
底部指押サエ、ナデ ナデ？ 浅黄橙

剥落して調整不明 剥落して調整不明 (10YR8/3) 

131 P6 弥生 空今
頸部に段を形成 ヘラミガキ 橙(7.5YR6/6) 

ヘラミガキ

132 P6 弥生 壺
頚部沈線、粘土の接合により段を形成 剥落 Lて調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

133 P6 弥生 壺
頸部粘土の接合、段を形成 剥落して調整不明 にぷい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/2) 

134 P6 弥生 壺
口縁部ヨコナデ 剥落して調整不明 浅黄橙

剥落して調整不明 (lOYRS/3) 

135 P6 弥生 壺？
口縁部指押サエ、ナデ？ ナデ？ 浅黄橙

(10YR8/3) 

136 P6 弥生 空-
頸部粘士の接合、段を形成 剥落して調整不明 灰白

剥蕗して調整不明 (2.5Y 8/2) 

137 P6 弥生 壺
段を形成 ヘラミガキ にぶい褐

ナデ？ (7.5YR 5/3) 

138 P6 弥生 空． 貼付突帯 剥落して調整不明 橙(2.5YR6/6) 粘士の接合痕
ナデ

139 P6 弥生 壺
段を形成 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/4) 

140 P6 弥生 互~ 
朋部に貼付突帯、わずかに刻目 剥落して調整不明 にぷい橙

剥落して調整不明 (7.5YR6/4) 

141 P6 弥生 壺
段を形成 ヘラミガキ にぷい黄橙 粘土の接合痕？

剥活して調整不明 (lOYR 7/4) 

142 P6 弥生 壺
胴部に段を形成 剥落して調整不明 にぶい黄橙 粘土の接合痕

ナデ (lOYR7/4) 

143 P6 弥生 空． 胴部に沈線 1条 ヘラミガキ？ にぷい黄橙

ヘラミガキ？ (10YR6/4) 

144 P6 弥生 壺
沈線 1条 剥落して調整不明 にぷい橙

ヘラミガキ？ (7.5YR6/4) 

145 P6 弥生 壺
沈線 1条 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

146 P6 弥生 空~ 
横方向ヘラミガキ ヘラミガキ にぷい橙

沈線 1条 (7.5YR6/4) 

147 P6 弥生 空-
胴部に沈線 1条 ヘラミガキ？ にぶい橙

ヘラミガキ (7.5YR6/4) 

148 P6 弥生 壺
ヘラミガキ ナデ にぶい橙 黒斑あり

胴部に沈線l条 (7.5YR 6/4) 

149 P6 弥牛 壺
沈線 1条 ナデ？ にぷい橙 粘士の接合痕

ナデ？ (7.5YR 7/4) 

150 P6 弥生 i壺 ヘラミガキ ナデ？ にぶい橙

沈線2条 剥落Lて謁整不明 (7.5YR6/4) 

151 P6 弥生 空-
胴部に沈線 1条 剥落して調整不明 にぶい橙

ヘラミガキ (7 .5YR 6/4) 

152 P6 弥牛 壺
沈線 1条 ナデ？ 橙(5YR6/6)

剥落して調整不明 剥落して調整不明

153 P6 弥生 穿• 
ヘラミガキ？ ナデ 灰黄褐 スス？

沈線2条 (10YR5/2) 

154 P6 弥生 Tu ． ヘラミガキ？ 剥落Lて調整不明 にぶい黄橙

沈線2条 ナデ？ (lOYR 7/3) 
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155 P6 弥生 壺
沈線2条 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剃落して調整不明 (lOYR 6/4) 

156 P6 弥生 宮-
ヘラミガキ、ヘラ描沈線文 ナデ？ 黒褐

沈線 1条、段を形成 (7.5YR3/l) 

157 P6 弥生 宰~ 
沈線3条 ナデ？ にぷい黄橙 上下逆かも？

ナデ？ 剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

158 P6 弥生 壺
沈線3条 ナデ にぶい黄橙

ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

159 p 6 弥生 亜-
ヘラ描沈線、ヘラミガキ ナデ にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

160 p 6 弥生 盆-
ヘラ描沈線文 ナデ にぶい橙

ヘラミガキ、剥落して調整不明 剥落して調整不明 (7.5YR 7 /4) 

161 p 6 弥生 壺
ヘラミガキ後 剥落して調整不明 にぶい橙

ヘラ描沈線 (7ふYR6/4) 

162 p 6 弥生 宜-

ヘラミガキ、沈線2条 ヘラミガキ？ にぶい黄橙

ヘラ描沈線文 (lOYR 7/4) 

163 p 6 弥生 盆-
斜め方向ヘラミガキ ヘラミガキ？ にぶい橙

縦方向ヘラ描沈線文2条（山形文？） ナデ？ (7 5YR 6/4) 

164 p 6 弥生 壺
ヘラミガキ 剥落して調整不明 灰黄褐

ヘラ描文 (lOYR 6/2) 

165 p 6 弥生 窟-

用部沈線 1条、ヘラ描沈線文 剖落して調整不明 にぶい黄橙 黒斑あり

剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

166 P6 弥生 空-
ヘラ描沈線 ヘラミガキ？ にぶい黄橙

ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

167 p 6 弥生 深鉢
貼付刻目突帯 剥落して調整不明 橙 (7ふYR6/6) 粘土の接合痕

剥落して調整不明

168 P6 弥生 甕
口縁部ヘラミガキ ヘラミガキ？ にぶい黄橙 口縁部歪んでいる

(lOYR 7/4) 

169 P6 弥生 甕
口縁部にわずかに刻目 剥落して調整不明 にぶい橙

剥落して調整不明 {7.5YR 6/4) 

170 P6 弥生 甕
口縁部ナデ？ ヘラミガキ にぶい橙

ヘラミガキ？ (7.5YR 7 /4) 

171 P6 弥生 甕
口縁部ヘラミガキ ヘラミガキ にぶい黄橙

{lOYR 7 /4) 

172 P6 弥生 甕
ナデ、指押サエ ナデ にぶい黄橙 スス？

(lOYR 6/4) 丹塗痕跡

173 P6 弥生 甕
口縁部ナデ 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7 /3) 

174 
P6 

弥生 甕
口縁部に一部刻目、胴祁に 指押サエ、ナデ にぷい褐

（内下層） 沈線2条、ナデ (7 .5YR 5/4) 

175 P6 弥生 甕
口縁部ナデ、頸邪指押サエ ナデ にぶい黄橙 ススあり

ナデ (lOYR 7/4) 

176 p 6 弥生 甕
口縁部ヘラミガキ 剥洛して調整不明 にぶい橙

沈線 1条 (7.5YR 6/4) 

177 P6 弥生 甕
口縁部ナデ、体部に沈線 1条 横方向ヘラミガキ にぶい褐

ヘラミガキ（横方向） (7 .5YR 5/4) 

178 p 6 弥生 甕
体部に沈線 1条 ナデ？ にぶい橙 189と同一個体？

ヘラミガキ 剥落して調整不明 (7 .5YR 6/4) 

179 p 6 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ 橙(7.5YR6/6) 

ナデ

180 p 6 弥生 甕
口縁部に刻目わずかに残存 剥落して調整不明 橙(7.5YR6/6) 

ヘラミガキ

181 p 6 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 橙(7.5YR6/6) 

182 p 6 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙 184と同一個体？

lOYR 6/3) 

183 p 6 弥生 甕
口縁部刻目 ナデ にぶい橙

(7.5YR 7 /4) 

184 p 6 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぶい黄橙 接合痕

(lOYR 7/3) 

185 P6 弥生 甕
口縁部に刻目、頸部粘土の接合により ナデ？ 褐灰

段を形成、ヘラミガキ？ (10YR4/l) 

186 P6 弥生 甕
段に刻目 剥落して調整不明 にぶい黄橙

ナデ？ (10YR6/3) 

187 P6 弥生 蓋？
ヘラミガキ 剥落して調整不明 にぶい橙

(7 5YR6/4) 

188 P6 弥生 蓋
剥活して調整不明 剥活して調整不明 にぶい黄橙

(lOYR 7/3) 

189 P6 弥生 鉢
頸部沈線 l条 ヘラミガキ にぶい橙 178と同一個体？

ヘラミガキ (7 .5YR 7 /4) 

190 P6 弥生
底部斜め方向ヘラミガキ 剥浴して調整不明 にぶい褐

(7 .5YR5/4) 

191 P6 弥生
底部ヘラミガキ？ ヘラミガキ にぶい黄橙 内面に黒斑あり

ナデ (lOYR 7/3) 

192 P6 弥生 I 剥落して調整不明 Iナデ？ 橙(5YR6/6)

193 P6 弥生
底部指押サエ、関整不明 横方向、縦方向ナデ 橙(5YR7/6) 

194 
P6 

弥生
底部ナデ 剥活して調整不明 灰黄褐 底部に穿孔？

（上層） ナデ？ (1 O't"'R 6/2) 
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掲載番号 地 遺構・層位
特 徴

考
； 

区 種別 器植
外 面 内 面

色 謁 備

195 DISS 
A -3下層

弥生 空士
頸部に段を形成 剥蕗して調整不明 橙(5YR6/6) 

（第10土城） 剥落して調整不明

196 DJ55 
B-7上層

弥生 -空
ヘラミガキ ヘラミカ・キ にぶい黄橙

（第10土坂） (10YR7/4) 

197 DH55 
A-2上厖

弥生 空~ 
弱落して調整不明 調整不明 橙(i.5YR6/6)

（第10土坂）

198 DJ55 
A2 

弥生 竺~ 
剥落して調整不明 弱落して謁整不明 にぶい黄橙 粘土の接合面

（第10土坂） (lOYR 7/4) 

199 DI55 （第10士捩） 弥生 空て士ヰ 頚部に段を形成 弱落して調整不明 明赤褐

渕落して謁整不明 (5YR5/6) 

200 DI55 （第10土城） 弥生 壺
剥落して調整不明 渦落して調整不明 にぶい黄橙

(10YR6/4) 

201 
土狽l

弥生 壺
ナデ？ 剥落して調整不明 にぶい橙

（第10土堀） 剥落して調整不明 (7.5YR 7/4) 

202 
土城l

弥生 空-
口緑部にヘラミガキ ナデ にぷい黄橙 丹塗り、赤色顔科口緑～外面

A3 (焦IO土蜃） 段を形成 (lOYR 7/3) にかけて橙(2.5YR6/6)

203 D155 （第10土城） 弥生 壺
剥落して調整不明 ヘラミガキ にぶい橙

{7.5YR 6/4) 

204 
±椴1

弥生 壺
口縁部にヘラミガキ ヘラミガキ にぶい橙

（第10土猥） 頸部段を形成 (7.5YR 7/4) 

205 
土城 1

弥生 空如
口緑部にヨコナデ ヘラミガキ にぶい橙

A3 (第10土屎） ヘラミガキ (7.SYR 7/4) 

206 
土城 l

弥生 -空
ヘラミガキ ナデ？ にぶい橙

紐（第10土蜃） 沈線4条 剥洛して調整不明 (7.5YR 7/4) 

207 
土城 l

弥生 如空
沈線わずかに3条残存 剥落して調整不明 浅黄橙

B牡局（危IOi切 剥落して調整不明 (!OYR 8/4) 

208 
土城 l

弥生 壺
ヘラ描沈線文 ナデ 浅黄橙

B牡層伐l吐蜃I ヘラミガキ (7.5YR 8/4) 

209 
土城 1

弥生 空如
沈線2条 ナデ にぶい橙

（第10土城） ヘラミガキ (7.5YR 7/4) 

210 
土城 1

弥生 壺
太い沈線2条 ナデ 灰黄褐

（第10土城） (lOYR 6/2) 

211 
土城 l

弥生 壺
斜め方向ヘラ描沈線 剥落して調整不明 橙(5YR6/6)

（第10士坂） 剥落して調整不明

212 
土城 1

弥生 空手
沈線 1条 剥落して調整不明 にぶい橙

（第10土城） ヘラミガキ (7.SYR 6/4) 

213 
土城 1

弥生 空~ 
横方向沈線2条 ヘラミガキ？ にぶい黄橙

（第10土城） 斜め方向沈線文、ヘラミガキ？ (lOYR 7/3) 

214 
土城 l

弥生 空'~ 沈線2条 ナデ 灰黄褐 ススあり

（第10土城） ナデ (lOYR 6/2) 

215 
土城 l

弥生 '.s:! ~" 横方向沈線3条 ナデ？ にぶい橙

（第10土城） ナデ？ (7.SYR 7 /4) 

216 
土城 1

弥生 壺
ヘラミガキ ヘラミガキ？ にぶい橙

（第10土城） 木葉文 (7.5YR 6/4) 

217 DJ55 
B-7上層

弥生 鉢
ナデ？ ヘラミガキ？ にぶい黄橙

（第10土城） (lOYR 7/4) 

218 DJ55 （第10土城） 弥生 蓋
剥落して調整不明 剥落して調整不明 褐灰

(IOYR 4/1) 

219 DJ55 （第10土堀） 弥生 蓋
斜め方向ヘラミガキ ヘラミガキ 橙(5YR6/6) 口縁部にスス

ナデ

220 
土城 l

弥生 甕
口縁部に刻目、指押サエ、ナデ 剥落して調整不明 橙(SYR7/6) 

（第10土城） 剥落して調整不明

221 D155 
A4 

弥生 甕
口縁部に刻且？ 剥落して調整不明 にぷい橙

（第10土城） 剥落して調整不明 (7.5YR6/4) 

222 DI55 
A4 

弥生 甕
口縁部に刻目 ヘラミガキ 浅黄橙

（第10土城） ヘラミガキ？ (7.SYR 8/6) 

223 
土城 l

弥生 甕
頚部沈線 1条、段を形成 ヘラミガキ にぶい黄橙 黒斑あり

（第10土漿） 斜め方向ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

224 
土城 l

弥生 甕
頸部太い沈線1条、段を形成 横方向ヘラミガキ 灰黄褐

（第10土城） 斜め？ヘラミガキ (lOYR 6/2) 

225 
土城 1

弥生 甕
口縁部に刻且 弱落して調整不明 にぶい黄橙 口縁部にスス？

（第10土城） 剥落して調整不明 (IOYR 6/3) 

226 
土城 l

弥生 甕
口縁部に刻且 ナデ にぶい黄橙

B-3"fl;j信i吐眉） ナデ (lOYR 7/3) 

227 DH55 
C-11上層

弥生 斐
口緑部に刻且 剥落して調整不明 にぶい黄橙

（第10土堀） 頚部に段を形成｀剥落して調整不明 (IOYR 7/4) 

228 DH55 （第10土城） 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ 暗灰黄

ハケメ (2.5Y5/2) 

229 DH55 （第10土壊） 弥生 甕
口縁部に刻目 ヘラミガキ にぶい黄橙

段を形成、ナデ？ (lOYR 7/4) 

230 
土坂 1

弥牛 斐
口緑部にわずかに刻目あり 剥落して調整不明 灰黄褐

氾（第IO土坂） 剥落して調整不明 (lOYR 6/2) 

231 
土城 l

弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぷい橙 口縁部にスス？

妬頂信！吐尉 頸部に段を形成 (7.SYR 6/4) 

232 D155 
B-5下層

弥生 甕
口縁部に刻且頭部に段を形成 ナデ？ 灰黄褐

（第10土城） 指押サエ、縦方向ハケメわずか (lOYR 6/2) 全体に著しく風化している

233 DJ55 （第10土城） 弥生 甕
口緑部に刻目？ 剥落して調整不明 にぶい橙

ナデ？ (7.SYR 6/4) 

234 
土城 1

弥生 甕
口縁部に刻且 調整不明 にぶい黄橙

（第10土城） ハケメ、ナデ (lOYR 6/3) 
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提載番号 地 区 遺構・層位 種別 器種
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

235 DH55 （第10土城） 弥生 甕
口緑部に刻目 剥落して調整不明 橙(5YR6/6) 

？ 
剥落して調整不明

236 
士城 1

弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぶい黄橙

±刷15(第IO埠） ナデ (lOYR 7 /3) 

237 DJ 55 
D17 

弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ にぶい黄橙

（第10士城） 頸部に勺描沈線2条、列点文 (lOYR 7/3) 

238 
土城l

弥生 甕
口緑部に刻目、頸部太い沈線2条 ナデ にぶい黄橙

（第10土城） ナデ (lOYR 7/2) 

239 DJ 55 
B-7上層

弥生 甕
ヘラ描沈線2条 ナデ にぶい黄褐

（第10土城） ナデ (10YR5/3) 

240 第10土城 弥生 甕
ヘラ描沈線2条 ナデ 黄灰

ナデ (2.5Y 6/1) 

241 第10上城 弥生 甕
沈線2条 ナデ にぶい黄橙

ナデ？ (lOYR 7/3) 

242 
土城1

弥生
底部剥落して調整不明 ナデ 浅黄橙 内面黒い

（第10土漿） (7.5YR8/4) 底部黒斑あり

243 
土渡 l

弥生
底部ナデ ナデ 栢(5YR6/6)

（第10土堀） 指押サエ

244 
土渡 1

弥生
底部ヘラミガキ ヘラミガキ 浅黄

017 (2.5Y 7/3) 

245 
土壊 l

弥生 蓋
ヘラミガキ？、ナデ ヘラミガキ？ナデ 橙(5YR6/6)

（第10土漿） -Iこぶい黄橙lOYR7/3) 

246 
士城 1

弥生
到落して調整不明 ナデ 橙(7.5YR6/6) 

（第10土城）

247 
士城 l

弥生
底部ヘラミガキ 剥落して調整不明 にぶい黄橙

（第10土椴） 工具による当たり痕跡 ナデ (lOYR 7/3) 

248 
土壊 1

弥生
底部ナデ ナデ にぶい褐

（第10土捩） (7 5YR 6/3) 

249 
士堀1

弥生
底部ナデ ナデ？ にぶい黄橙 黒斑あり

（第10土城） (lOYR 7/3) 粘土の接合痕

250 
土堀 l

弥生
底部ナデ ナデ にぶい橙

A-3下層 指押サエ 剥落して調整不明 (7.SYR 7/4) 

251 
土猥 1

弥生
底部ヘラミガキ 剥落して調整不明 橙(5YR6/6) 

（第10土壊）

252 
士城1

弥生
剥落して調整不明 剥落して調整不明 にぶい橙 黒斑あり

（第10土城） (7.5YR 7/4) 

253 D2 弥生 小型壺
頸部粘土の接合段を形成、体部沈線1条、 指押サエ 橙(5YR6/4) 

段を形成、へうミカ冷後へぅ描山形文 剥落して調整不明瞭

254 D2 弥生 窟． 頸部段を形成 剥落して調整不明 橙(5YR6/6)

剥落して調整不明

255 D2 弥生 宮-

ヘラミガキ、頸部粘土の接合により 剥落して調整不明 にぶい橙

段を形成、剥落して調整不明瞭 (7.5YR 7/4) 

256 D2 弥生 ,,,,,__ 空
ナデ？頸部沈線1条 剥落して調整不明 橙(7.5YR7/6) 

剥落して調整不明

257 02 弥生 誼・ギ ヘラミガキ
ヘラミガキ にぶい黄橙 口縁部歪みあり

(lOYR 7/4) 

258 D2 弥生 宰ギ•
剥落して調整不明 剥落して調整不明 橙(5YR7/6) 粘土の接合痕

259 D2 弥生 壺
口縁部にヘラミガキ？ 剥落して調整不明瞭 橙(5YR7/6) 

剥落して調整不明瞭

260 D2 弥生 症~^  
ヘラミガキ？ ヘラミガキ？ 橙(7.5YR7/6) 

261 D2 弥生 空ギ
粘土の接合痕、頸部段を形成 剥落して調整不明 橙(75YR 7/6) 

剥落して調整不明

262 D2 弥生 壺
D唇部に丹塗？ ヘラミガキ にぶい黄橙 丹塗？

ヘラミガキ {lOYR 7/4) 

263 D2 弥生 空~ 
にぶい黄橙

(lOYR 7/4) 

264 D2 弥生 壺
ヘラミガキ？ ヘラミガキ？ にぶい橙 粘土の接合痕

(7.5YR7/4) 黒斑あり（内面）

265 02 弥生 空． 口唇部に丹塗？指押サエ、ナデ？ にぶい橙 丹塗？

粘土の接合により段を形成 (7.5YR7/4) （丹）橙(2.5YR6/8)

266 02 弥生 空ギ 剥落
して調整不明 剥落して調整不明 明赤褐

ブ如布母 (2 5YR5/8) 

弥生 空ギ
粘土の接合により段を形成 ヘラミガキ にぶい黄橙

267 D2 
ヘラミガキ (IOYR 7/3) 

弥生 空-

ヘラミガキ ヘラミガキ Ifこぶい黄橙
268 D2 

段を形成 (lOYR 7/3) 

269 D2 弥生 大型壺
指押肛、サ•、 I\うミカ・キ？胴部へうよる ナデ？ 浅黄橙 粘土の貼付接合

太い沈線2条、調整不鮮明 調整不鮮明 (lO'irt 8/3) 

270 D2 弥生 空~ 
ハケメ後ヘラミガキ 弱落して謁整不鮮明 橙(5't""R6/6) 

沈線 1条

271 D2 弥生 空~ 
段を形成 ヘラミガキ にぶい黄橙

ヘラミガキ (lO'l'R 7 /4) 

272 D2 弥生 空-

猷鴎箔Lて且整が朋甕、ヘラミガキ 指押サエ、サ’ にぶい橙 (5YR6/4)粘土の接合痕

習卦文 5 条、斜め方向、親対文3~4 条斜め方向 剥落して不明瞭 -Iこぶい黄~(10YR7/3)

273 D2 弥生 空士
沈線1条 泰j落して渇整不明 橙(5YR6/6) 

ヘラミガキ

274 02 弥生 空土
ヘラミガキ ハケメ後ヘラミガキ にぶい黄橙

沈線1条 (lOYR 7/3) 

-105-



観察表

掲載番号1 地 区 遺構•層位 種別 I器極 特 徴
色 襲

外 面 内 面
備 考

275 D2 弥生 翌〒詈 ハケメ？ ナァ？ にぶい黄橙

段を形成 調整不明瞭 (lOYR 7/4) 

276 I I D2 弥生 壺
沈線2条 弱洛して調整不明 浅黄橙 接合痕
渕落して調整不明 (10YR8/3) 

277 D2 弥生 空ーし ヘラミガキ、段を形成 ナプ にぷい黄橙

ヘラ描文 調整不明 (lOY"R 7/4) 

278 D2 弥生 壺
段を形成 到落して調整不明 浅黄

渕落して調整不明 (2.5Y 7 /3) 

279 D2 弥生 亜-
ヘラミガキ ナデ？ にぶい橙

I 段を形成、ヘラ描文 指押サエ (7.5YR7/4) 

2-SO D2 弥生 空J,  細い沈線による重弧文 ヘラミガキ にぶい褐

ヘラミガキ (7.5YR5/4) 

281 D2 弥生 空-
沈綿2-3条 講整不明瞭 橙(5YR6/6)
ヘラミガキ

2S2 D2 弥生 空-
ヘラミガキ ヘフミガキ 黄灰(2.5Y5/l)
ヘラ描沈線による木葉文

283 D2 
松菊里

空中
口緑部ナデ 指ナデ、指押サエ 浅黄橙 黒斑あり

型土器 剥落して詞整不明｀指ナデ 剥落して関盤不明 (7.5YR8/4) 

284 D2 弥生 甕
体部～底部ナァ？ ナデ？ 橙(SYR6/6) 黒斑あり

285 D2 弥生 甕
口緑部に刻目、底部ナデ にぷい橙(i.5YRi/4)黒斑あり
剥落して調整不明 ～浅質橙(75YR8/4) 

286 DZ 弥生 甕
口緑部に刻目 剥落して調整不明 灰褐

細かなJが（僅）、剥落して調整不明 (7.5YR5/2) 

287 D2 弥生 甕
口緑部に刻目、突帯部に刻目 ナデ にぶい橙

(7.5YR 7/4) 

288 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい黄橙 スス？

剥落して調整不明 (!OYR 7/4) 

289 DZ 弥生 甕
口緑部に刻目、体部段を形成し刻目 ナデ？ 橙(SYR6/6) 
ハケメ後ナデ｀

290 D2 弥生 甕
口緑部に刻目 剥落して調整不鮮明 橙(7.5YR6/6)
ハケメ後ナデ

291 D2 弥生 甕
口緑部に刻目 ヘフミガキ？ 明褐 粘土の接合痕

頸部ヘラ描沈線、ナデ？ (7.5YR 5/6) 

292 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥蕗して調整不明 橙(5YR6/6) 
胴部ヘラ描沈線1条、縦方向ハケメ

293 02 弥生 甕
口緑部に刻目 ナデ？ にぶい褐

(7 5YR 5/4) 

294 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい橙

(7.5YR 6/4) 

295 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ 褐 (75YR 4/4) 
ナデ？

296 D2 弥生 甕
口縁部に刻目、ハケメ ナデ 橙(5YR6/6)
頭部工具で押さえて沈線 1条形成

297 02 弥生 甕
仁l縁部に刻目、体部沈線1条、段を形成 剥落して調整不明 橙(5YR6/5) 里斑あり
指押サエ、剥落して関整不明

298 02 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぷい橙

胴部沈線2条、剥落して調整不明 指頭圧痕 (5YR 6/4) 

299 D2 弥生 甕
ヘラ描沈線2条 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

300 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 橙(5YR6/6) 
胴部沈線2条、剥落して調整不明

301 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい黄褐

頸部沈線2条，縦方向 Iヽ ケメ (lOYR 4/3) 

302 D2 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ 浅黄橙

指押サエ、頸部段を形成 (lOYR 8/4) 

303 D2 弥生 甕
D緑部に刻目、体部に刻目 ナデ？ にぷい橙 粘土の接合痕？

段を形成、剥落して調整不明 (7ふYR6/4) 

304 D2 弥生 甕
□緑部に刻目 剥落して調整不鮮明 にぶい黄橙

段を形成、剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

305 D2 弥生 甕
段を形成 剥落して調整不明 浅黄橙

剥落して調整不明 (10YR8/3) 

306 D2 弥生 甕
口緑部に刻目、ハケメ 剥洛して調監不明 橙(SYR7/6) 307と同一個体
体部段を形成

307 D2 弥生 甕
口縁部に刻且ハケメ 剥落して調整不明瞭 橙(5YR7/6) 306と同一個体
指押サエ，粘土の接合により段を形成 ススあり

308 D2 弥生 甕
口縁部に刻目、体部沈線 l条 ナデ？ にぷい橙

段を形成、乾燥が進んでない段倍で117)後ミカ・i (7 5YR6/4) 

309 D2 弥生 甕
口緑部ヨコナデ ヘフミガキ にぶい黄橙

胴部沈線 1条、ヘラミガキ (lOYR 7 /4) 

310 02 弥生 甕
刻目 ヘフミガキ 橙(5YR6/6)
ヘラミガキ

311 02 弥生 深鉢
刻目 ナデ？ にぷい黄橙 粘土の接合痕？

ヘラミガキ (lOYR 7 /4) 

312 D2 弥生 蓋
ナデ、指押サエ ヘフミガキ 褐灰

ヘラミガキ (lOYR 4/1) 

313 D2 弥生 蓋
ヘラミガ毛剥落して調整不明瞭 縦方向ヘラミガキ にぶい黄橙 径歪みあり

横方向ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

314 D2 弥生
底部ヘラミガキ ナデ？ にぷい橙

ナデ (7.SYR 7/4) 
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掲載番号 地 匿 遺構•庖位 種別 器種
特 徴
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色 調 備 考

315 D2 弥生
ヘラミガキ？ ヘラミガキ？ にぶい橙

底ーヘラミガキ (7.5YR 7/4) 

316 D2 弥生
ナデ 剥落して調整不明 橙 (5YR6/6) 底部に焼成後穿孔

剥落して調整不明 ナデ？ 底部にススあり

317 P4 弥生 壺
D縁部に一部補修痕？ にぶい黄橙 口緑部に歪みがある

(lOYR 7/2) 

318 A-NW-(4P) 弥生 空ギ
工具痕 全体に剥落している にぶい黄橙

全体に剥落している (lOYR 7/2) 

319 A-NW4 p 4 弥生 壺
口縁部に凹線 1条、エ具の痕跡穿孔 ヘフミガキ 黄灰(25Y4/l) 粘土の接合痕

2個損並暉臥楕方向；炉、指押サエ ～灰白(10YR7/l)

320 A-NW--(4P) 弥生 壺
沈線 l条、縦方向ハケメ 指押サエ後ナデ 灰黄褐 外面里斑、粘土の接合痕

(lOYR 6/2) 

321 A-NWP4 弥生 壺
刻目 指押サエ後ナデ 褐灰 粘土の接合痕

剥落して調整不明 (lOYR 4/1) 

322 A-NW4 P4 弥生 宮-

指押サエ、ナデ ミガキ？ 橙 (5YR6/6) 

ナデ

323 
P4 松菊里

壺
頸部にわずかに沈線 指押サエ、ナデ 灰白 (lOYR8/2) 歪みも激しい、 里斑あり

83Ill (49Ill) 型士器 ナデ、表面剥落して調整不明 剥落して調整不明 ～橙(2.5YR7/6) 

324 A-NW-4P 弥生 -箆

沈線2条残存、指押サエ後ナデ 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 外面に里斑

斜め方向に線亥lj文あり ・ (lOYR 7/2) 

325 P4 弥生 空-
ヘラ描沈線（木葉文？） ナデ 橙 (7.5YR6/6) 粘土の接合痕

全体に剥落している 指押サエ

326 A-NW-(4P) 弥生 甕
口縁部に刻目 指押サエ 灰白 外面スス付着

(lOYR 8/2) 

327 A-NW-4 P4第2階 弥生 甕
口縁部に刻目、エ真痕、指押サエ 指押サエ後ナデ 灰黄褐

縦方向ハケメ(10本程/lcm) (lOYR 6/2) 

328 A-NW-4P 弥生 甕
口縁邪に刻目 指押サエ｀ナデ 灰黄褐

全体に剥落している 全体に剥蕗している (lOYR6/2) 

329 A-NW-(4P) 弥生 甕
口縁郭に刻目、 T寧なナデ 籾痕か草の種？ 浅黄橙 5 4 2と同一個体か？

沈線3条、エ貝痕が残存、指押サエ 指押サエ (10YR8/3) 

330 A-NW-4P 弥生 甕
口縁部に刻目 指押サエ、ナデ 灰白

指押サエ、頸部に沈線3条 (lOYRS/2) 

331 A-NW-4P 弥生 甕
沈線 l条のみ残存 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 里斑あり

ナデの後ミガキ？ (lOYR 7/2) 

332 A-NW-(4P) 弥生 甕
沈線 l条のみ残存 指押サエの後ナデ にぶい黄橙 外面に黒斑及びスス付着？

工真による横 斜め方向ナデ （斜め横方向） (lOYR 7/2) 

333 A-NW4 P4 弥生 売
口縁部に刻目 ナデ にぶい黄橙

沈綿3条 (lOYR 7/2) 

334 A-NW-4P 弥生 売
沈線2条残存 ナデ にぶい黄橙

裟方向ナデ、草の種？ (lOYR 7/2) 

335 A-NW-(4P) 弥生 甕
沈線3条 ナデ 黄灰

ナデの後ミガキ？ (2.SY 6/1) 

336 A-NW-4P 弥生 深鉢
突帯に刻目 指押サエ後ナデ 灰黄褐 外面にスス付倍

工具による横方向ナデ (10YR6/2) 粘士の接合痕

337 A-NW-P4 弥生 深鉢
貼付突苦に刻目？ ナデ？ 灰白 粘上の接合痕

D唇部に凹線 1条入る (lOYR 7/1) 

338 A-NW-1 (pl) 弥生 空~ 
ヘラミガキ？ ナデ にぶい褐

(7 5YR 6/3) 

339 A-NW- (pl) 弥生 空~ 
頚部にエ具痕あり 指押サエ、ナデ 灰白

横方向ヘラミガキ？ (lOYRS/2) 

340 A-NW-1 (Pl) 弥生 甕
D緑部L刻目 指押サエ後ナデ にぷい黄橙

横方向ヘラミガキ？又はナデ？ (lOYR 7 /3) 

341 0 H55? 弥生 ギ匹
ヘフ描沈線による木葉文 ナデ にぶい橙

(7.5YR 6/4) 

342 A-NW-1 (P l) 弥生 甕
D縁部に刻目、剥落して調整不明瞭 剥落して調整不明瞭 橙 (7.5YKi /6) 

343 A-NW-1 (p 1) 弥生 甕
D縁部に刻目 ナデ にぶい橙

頸部に沈線2条 (7.5YR 7 /4) 

344 A-NW- (p 1) 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

頸部沈線 l条、ナデ (7.5YR 7 /4) 外面にスス付着

345 A-NW-1 (P 1) 弥生 甕
口縁部に刻目？体部に沈線2条 剥落して調整不明 にぶい橙

ヨコナデ (7.5YR6/4) 

346 A-1'1-W-l (P 1) 弥生 甕
口縁部に刻U 指押サエ後ナデ にぶい黄橙

頸部に沈線2条 (10YR6/3) 

347 k:NvV- (P 1) 弥生 甕
口縁祁Iご刻目、袈部に沈線3条？ 指押サエ 灰褐 内面に黒斑

剥蕗して調整不明瞭 ナデ (7.5YR5/2) 

348 A-NW-1 (p 1) 弥生 甕
沈線2条 指押サエ後ナデ にぶい黄橙

調整不明瞭 (lOYrt 7/4) 

349 A-mv-1 (p 1) 弥生
工具痕、ハケメ（横方向）、ナデ 工具の当たり痕あり にぶい橙

ナデか？ (SYR6/4) 

350 A-N"""¥-V-l (p 1) 弥生
ヘラミガキか？ （少し光沢がある 斜め方向ナデ にぶい橙 底部に穿孔？

方向不明） 工具の当たり痕 指押サエ (7 5YR 6/4) 外面少し剥落し lいる

351 
第11土城B

製塩 台付鉢
タタキ目わずかに残存 ナデ？ にぶい贅橙

土壊II 指押サエ、ナデ (lOYR 7/3) 

352 
栴11土塀B

弥生 ~ ~ 
口緑部ナデ？ ナデ？ 浅黄橙 粘土の接合面

±城II (lOYR 8/4) 

353 DI 54 第11土壊D 弥生 空~ 
縦方向ヘフミガキ 横方向ヘラミガキ にぶい黄橙

頭部にヘラ描沈線3条 (lOYR 7/4) 

354 
土城 [I

弥生 壺？
沈線2条 ヘラミガキ 灰黄褐 粘士の接合面

捨11土燐 ヘラミガキ？ (lOYR 6/2) 
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355 DI 55 第11土装B 弥生 壺
ヘフ描沈線2条 ナデ？ 灰黄褐

ヘラミガキ？ (lO'f"R 6/2) 

356 
第11士装B

弥生 立如
沈線2条 ヘラミガキ 浅黄橙

土堀II 弱落して調整不明 (lOYR8/3} 

357 DI 54 第11土堀B 弥生 甕
口縁部に刻目、頚部にヘラ描沈緑3条、 弱落して調整不明 にぷい黄橙

剥落して調整不明 (JOYR 7/2) 

358 P2 弥生 -er, ヱ ナデ？ 渕活して調整不明 担(7.5YR 7/6) 

弱落して調整不明

359 P2 弥生 -'.ill< 
頸部横方向へうミがキ？ ヘラミガキ？ 褐(7.5YR4/6) 

ヘぅ描沈絲2条、横方向へうミカ-キ

360 P2 弥生 壺
頚部に沈線 1条、ヘラミガキ？ 剥蕗して調整不明 にぶい橙

刹落して調整不明 (7 .5YR 7 /3) 

361 P2 弥生 ID! _, 一 測落して講整不明 剥落して調整不明 にぷい黄橙

(10¥'R 7/4) 

362 P2 弥生 壺
沈線 1条、調整不明 ヘラミカ＇キ 灰(5Y4/1) 

籾の圧痕あり

363 P2 弥生 空← 
口緑部横方向ヘラミガキ 横方向ヘラミガキ にぷい黄橙 口縁部に穿孔］ヶ所確認

(lOYR 7/3) 

364 P2 弥生 壺
沈線2条 ヘラミガキ？ 灰黄褐

ヘラミガキ (10YR4/2) 

365 P2 弥生 空ギ
ヘラミガキ？頸部沈線 1条 剥落して調整不明 にぷい橙

剥落して調整不明瞭 (5YR 6/4) 粘土の接合痕？

366 P2 弥生 空~ 
体部沈線 l条 剥落して調整不明 にぶい橙

剥落して調整不明 ナデ？ (7 .5YR 7 /4) 

367 P2 弥生 亜~ 
ヘラミガキ？ 剥落して調整不明 にぶい橙

わずかに重弧文が残存 (7 .5YR 7/4) 

368 p 2 弥生 甕
わずかに沈線が残存 剥落して調整不明 にぶい黄橙 粘土の接合痕

剥落して調整不明 (lOYR 6/4) 

369 p 2 弥生 :s.:,: -
剥落して調整不明 剥落して調整不明瞭 にぷい黄橙 ススあり

ナデ？ (lOYR 6/3) 

370 P2 弥生 壺
沈線2条 剥落して調整不明 黒褐

剥蕗して調整不明 (2.5Y 3/1) 

371 P2 弥生 :s::! ・ー上 ヘラミガキ ナデ？、 ミガキ？ にぷい橙 黒斑あり

ヘラ描沈線、木葉文 (7 .SYR 6/4) 

372 p 2 弥生 壺
木葉文？ ナデ？ にぶい橙

(7 .SYR 7/4) 

373 p 2 弥生 壺
ヘラミガキ ナデ にぶい橙 374, 375と同一個体？

重弧文 (7 .5YR 6/4) 

374 p 2 弥生 空-
ヘラミガキ ナデ にぶい橙 373, 375と同一｛固体？

重弧文 (7 .5YR 7/4) 

375 P2 弥生 壺
ヘフミガキ ナデ にぶい橙 373, 374と同一個体？

重弧文 (7 .5YR 6/4) 

376 p 2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 灰褐 粘土の接合痕

ナデ？ (7 5YR 4/2) 

377 P2 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい赤褐 ススあり

ハケメ (5YR5/4) 

378 p 2 弥生 甕
口緑部に刻目 剥落して調整不明 にぶい褐

ナデ (7 .5YR 5/3) 

379 p 2 弥生 甕
口縁部に刻目 弱落して調整不明 にぷい橙

ハケメ後ナデ (7 .5YR 6/4) 

380 p 2 弥生 甕
頸部段を形成 ナデ？ にぶい黄橙

(10YR6/3) 

381 P2 弥生 甕
沈線2条 弱落して調整不明 灰黄(2.SY6/2) 

剥落して調整不明 ～灰(N5/) 

382 P2 弥生 甕
頸部沈線 1条 ナデ 灰黄褐

ナデ 指ナデ (lOYRS/2) 

383 P2 弥生 甕
体部に段を形成し刻目 剥落して調整不明 橙(7.5YR7/6) 粘士の接合痕

ナデ？

384 P2 弥生 空-
ヘラミガキ？ ナデ？ 浅黄橙 胴部に赤色顔料？

剥落して調整不鮮明 (7 .5YR8/3) 

385 P2 弥生 空-
剥落して調整不明 弱落して調整不明 赤橙 ススあり

(10YR6/6) 粘土の接合痕

386 P2 弥生 壺
剥落して調整不明瞭 剥落して調整不明瞭 淡橙

工具によるナデ？ ナデ？ (5YR 8/4) 

387 P2 弥生 甕
剥落して調整不明瞭 剥落して調整不明 浅黄橙

底部ナデ？ (7 5YR8/4) 

388 P2 弥生 甕
ハケ状工具当たり痕、ナデ 剥落して講整不明 橙(5YR6/6} 底部に籾痕跡あり

剥落して調整不明瞭 粘土の接合痕

389 士坂川 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 7/4) 

390 土堀川 弥生 蓋
つまみ部ナデ ナデ 褐灰

(lOYR5/l) 

391 土堀旧 弥生 甕
底部ナデ 剥落して調整不明 にぶい橙

剥落して調整不明瞭 (5YR6/4) 

392 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
口縁部剥落 ナデ にぶい褐 外面スス付着、粘上の接合痕

工具によるナデ（エ具の当たり残存） (7.5YR6/3) 

393 A-l¥lW-7 (P 5) 弥生 空~ 
横方向ハケメ にぷい橙 外面月塗り、粘土の接合痕

(7.5YR 7/4) （丹）赤 (lOR5/6) 

394 kNW-7 ( p 5)半？ 弥生
空一
ハケ状工具によるナデ（横方向） 口緑部の内面3本/13mm(I) にぷい黄橙 丹塗りか•）
頭部に段形成 ヘラ描文 (lOYR 7/3) 
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395 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
口縁部欠損、ヘラミガキ 指押サエ後ナデ にぶい黄橙

横方向の沈線？ヘラ描文？ （横方向） (lOYR 7/4) 

396 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデの後横方向ヘラ描文 指押サエ後ナデ にぷい背橙 粘土の接合痕

(lOYR 7/4) 

397 A-NW-7 (P 5) 弥生 -±,-空
ナデ後横方向線刻文 指押サエ後ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

（木葉文） (7 5YR 7 /3) 

398 A-NW-7 (P 5)半？ 弥生 空ギ
2 5mm程のミがギ（横、斜め方向） 丁寧なナデ にぶい橙 内面黒斑

指押サエ (7.5YR 7/3) 

399 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデ 指押サエ後ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

沈線 (7.SYR 7/4) 403, 419と同固体？

400 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデ、横方向ヘラ描文 指押サエ後ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

(7.5YR 7/3) 

401 A-NW-7 (P 5) 弥生 空士
指押サエの後ナデ 指押サエ後ナデ 浅黄橙(7.5YR8/3 ）外面丹塗り、粘土の接合痕

横方向のヘラ描文 ～にぶい橙(7.5YR7 /3 ）（丹）橙 (5YR6/6)

402 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデの後ヘフ描文（木葉文？） 指押サエ後ナデ にぶい荷橙 (!OYR7/3外而丹塗り、粘土の接合痕

全体に剥落している にぶい橙(5YR6/4) （丹）明赤褐 (5YR5/6) 

403 A-NW-7 (P 5) 弥生 互~ 
ナデ、ヘフ描文3条 指押サエ後ナデ にぶい橙 外面丹塗り、粘土の接合痕

木葉文 (7.5YR 7/4) 399, 419と同固体？

404 A-NW-7 (P 5) 弥生 '.52 ~ 
丁寧なナデの後ヘフ描文（木葉文） ナデ にぶい橙 外面丹塗り

(7.5YR6/4) （丹）にぶい赤橙 (2.5YR4/4) 

405 A-NW-7 (P 5) 弥生 宮-
ナデの後ヘラ描文（木葉文） 指押サエ後ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

(7.5YR 7 /3) 

406 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ヘフ描文（木菜文） 指押サエ後ナデ 浅黄橙 粘土の接合痕

(7.5YR8/3) 

407 A-NW-7 (P 5) 弥生 宮． 指押サエ後ナデ 灰黄褐 粘士の接合痕

(lOYR) 

408 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデ、横方向のヘフ措文3条 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 粘士の接合痕

(lOYR 7/4) 
~ ~ 

409 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデの後ヘフ描文（木葉文） 指押サエ後ナデ にぶい橙 外面丹塗り、粘土の接合痕

(7.5YR 7 /4) （丹）にぶい赤褐 (5YR5/4)

410 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデの後ヘフ描文（木葉文） 指押サ.I.' ナデ にぷい橙 外面丹抱り

(7ふYR7/4) （丹）にぶい赤橙 (5YR5/4) 

411 A-NW-7 (p 5) ? 弥生 空~ 
ナデの後ヘフ描文 指押サエ後ナデ にぷい黄橙

（横方向と弧を描く） (lOYR 7/2) 

412 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデの後ヘフ描文 指押サエ後ナデ にぶい橙

（木葉文） (7.SYR 7/4) 

413 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデの後ヘラ描文 ナデ にぷい橙 外面丹控り

（木葉文） 一部植物痕跡あり (7.SYR 7/4) （丹）にぶい赤褐 (2.5YR4/4)

414 A-NW 1 (P 5) 弥生 壺
サ＂後木葉状のヘフ描文 指押サエ及びナデ にぶい黄橙 丹塗り入粘土の接合痕

(lOYR 6/4) 

415 A-NW-7 (P 5) 弥生 空~ 
ナデの後ヘラ描文（木葉文） 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 外面丹塗り、粘土の接合痕

(lOYR 7/2) （丹）橙 (5YR6/6) 

416 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデの後ヘラ描文 指押サエ後ナデ にぷい橙 外面丹塗り、里斑あり

(7.5YR 7/4) （丹）にぶい赤褐 (25YR4/4) 

417 A-NW~7 (P 5) 弥生 壺
ナデの後ヘフ抽文（木葉文）と横方 ナデ にぶい橙

向のヘラ描文 (7.5YR 6/4) 

418 A-NW-7 (P 5) 弥生 壺
ナデ後ヘフ描文 指押サエ後ナデ 浅黄橙(lOYR8/3) 外面丹塗り

（木葉文） もう少し1こぶい色をしている （丹）にぶい赤褐 (2.5YR5/4) 

419 A-NW-7 (p 5) 弥生 宮-

ヨコナデ 指押サエ後ナデ にぶい橙 399, 403と同一個体か？

ヘラ描文（横方向）2条 (7.5YR 6/4) 

420 A-NW-7 (P 5) 弥生 甕
ョコナデ、 1 mm幅の凹線状のヘフ描文？ ナデ にぶい黄橙

横方向2-3条 (7 5YR 7/4) 

421 A-NW-7 (P 5) 弥生 甕
D縁部に刻目、ヨコナデ ヨコナデ にぶい褐 粘土の接合痕

全体に剥落している 全体に剥落している (7 5YR 5/3) 

422 A-NW-7 (P 5) 弥生 甕
横方向線刻文 指押サエ後ナデ にぶい褐

ミガキ？ (7.SYR 6/3) 

423 A-NW-7 (P 5) 弥生 深鉢
D縁部に貼付突帯亥I)目 指押サエの後ナデ にぶい黄橙 外面スス付着、粘土の接合痕

(lOYR 7/3) 426と同個体か？

424 A-NW-7 (P 5) 弥生 深鉗
口縁部欠損、刻目？ 指押サエ、ナデ？ にぷい黄橙 粘土の接合痕

調整不明瞭 調整不明瞭 (lOYR 7/2) 

425 A-NW-7 (P 5) 弥生 甕
ナデの後横方向線刻文2条 ナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

指押サエ (lOYR i/3) 

426 A-NW-7 (P 5) 弥生 深鉢
口縁部に貼付凸帯刻H 指押サエの後ナデ にぶい黄橙 外面スス付着、粘士の接合痕

ヨコナデ、調整不明瞭 (lOYR 7/3) 423と同個体か？

427 A-NW-7 (P 5)半？ 弥生 ？ 
ナデ？ミガキ？面取り？ ナデ？ 橙 (5YR7/6) 粘土の接合痕

全体に剥蕗している 全体に剥格している

428 東北土城 弥生 壺
屑蔀に段を形成、文様喪失か？ 剥落して調整不明 橙 (5'i~6/6) 黒斑あり

剥落して潤整不明 わずかに指押サエ残る

429 17土壊 弥生 壺？
横方向ヘラミガキ ナデ？ 橙 (7.5YR7/6) 粘土の接合痕

貼付突帯

430 17土堀 弥生 甕
口縁部に刻目、ヨコナデ ヨコナァ にぶい黄橙 口緑部に丹塗り痕跡

頸部に突帯のなごり、ナデ 剥格して調整不明 (10r~6/3) 橙 (2.5':i"R6/6)、スス？

431 17土塀 弥生
底部ヘフミガキ ナデ にぶい黄橙

指押サエ｀ナデ (lOYI汀 /3) 内面スス？

432 17土堀 弥生 空~ 
底怒ナデ I具によるナデ？ 浅黄橙

剥洛して関整不明 剥蕗して関笙不明 (lOYRS/3) 

433 土城lV 弥生 売
D緑部に刻目 ヨコナデ にぶい黄橙

ヨコナデ、頸部に段を形成 (lOYR 7/4) 

434 東西土堀 弥生 甕
D緑蔀に刻且 ヨコナデ？ 灰褐 粘土の接合痕、内面黒色

ヨコナデ？ (7 .5YR 5/2) 口緑部ススあり
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観察表

掲載番号 地 区 遺構・屈位 種別 器種
特 徴

外 [l!l I 内 面
色 調 餡 考

435 15土袋B 弥生 壺？
類部に沈線2条、口緑部指押サエ後 l□緑部指押サエ後ナァ にぷい橙

ナデ、ヘラミガキ ヘラミガキ (7 .5YR6/4) 

436 15土坂C 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 灰黄褐

剥落して調整不明 ナデ？ (]O)'R5/2) 

437 BG46 土坂 弥生 壺
口緑部ヨコナデ ヨコナデ 橙(7.5YR7/6) 

頸部に沈線 1条、段を形成

438 P9-9土醤？ 弥生 穿． 頸部に段を形成 剥落して調整不明 にぷい橙

剥落して調整不明 (7 .5¥'R 7 /4) 

439 BG46 土坂 弥生 空~ 
肩部にヘラ拮沈線 ナデ？ 橙(5YR6/6) 表面丹塗り

ヘラミガキ？

440 BG46 土根 弥生 士空
府部に太い沈線2条 測落して調整不明 浅黄橙

ヘラ描沈線文、剥落して講整不明 (7 .SYR 8/6) 

441 BG46 土陵 弥生 -竺
屑部に段を形成 ナデ？ にぶい橙

剥落して調整不明 (7 .5YR 7/3) 

442 BG46 土城 弥生
底部ヘラミガキ？ 剥落して調整不明 橙(5YR6/6)

ナデ

443 BG46 土漿 弥生
底部にわずかにハケメ残る ヘフミガキ？ にぶい褐

ヘラミガキ？ (7 .SYRS/4) 

444 P21 弥生 斐
口緑部に刻目、ヨコナデ ヨコナデ 浅黄橙 粘土の接合痕

服部に沈線2条、剥落して絹整不明 横方向ヘラミガキ (lOYR 8/3) 

445 DC54 P6 弥生 甕
口緑部ナデ、刻目 口縁部tデ にぶい黄橙 外面スス付着

指押サエ、沈線 1条 指押サエ後tデ (lOYR 6/3) 

446 P30 弥生 空~ 
沈線］条、木葉文、調整不明 ヘラミガキ にぶい黄橙 黒斑あり

(!OYR 7/4) 

447 P30 弥生 空-
重弧文？ ヘラミガキ にぶい黄橙

ヘラミガキ？ (lOYR 7/3) 

448 B-SE-4 06 弥生 甕
口緑部凹線3条、ヨコナデ ョコナデ にぶい黄橙 外面スス付着

肩部縦方向ハケメ ナデ (lOYR 6/3) 

449 D6 弥生 甕
ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

口緑部に凹線 5条 (lOYR 7/3) 

450 
G、B 5 

06 弥生 裔杯
□緑部ヨコナデ 口線部ヨコナデ にぶい橙 粘土の接合痕

E-4 杯部ヘラミガキ ヘラミガキ (7.5YR 7/3) 

451 GT-2(5) D6 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい橙

(7.5YR 7/4) 

452 G l(SP) D6 弥生 空.,.,. 
口唇部欠損、ヨコナデ ョコナデ にぷい橙 粘土の接合痕

口緑部に凹線3条 (7.5YR 7/3) 

453 GT-2 (S) D6 弥生
台付 ミがキ（単位不明） ナデ にぶい橙

直口壺 部横方向ミガキ 指押サエ (7.5YR6/4) 

454 G?-2(S) D6 弥生 高杯
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 褐灰 粘土の接合痕

杯部ヘラミガキ（縦方向） ヘラミガキ (10YR4/1) 

455 
G、B 5 

弥生
剥落して調整不明瞭 剥落して調整不明瞭 にぷい橙

D6 鉢
E-4 ヨコナデ？ ヨコナデ？ (7.5YR 7/4) 

456 D6 弥生 鉢
ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

剥落して調整不明瞭 剥落して調整不明瞭 (10YR6/3) 

457 GT-1(8) D6 弥生 鉢
体部から底部指ナデ、ナデ ナデ 灰 {7.5Y6/2)

458 B-C D6一部外 須恵器 蓋
つまみ部指ナデ、ナデ ナデ 灰白 粘土の接合痕

(7.SY 7/1) 

459 S区
住居跡 手づくね 体部指押サエ、ナデ 指押サエ、ナデ にぷい黄橙

／ウメ士中 土器 (lOYR 7/3) 

460 p 11 弥生 空． 口緑部に凹線4条 ヨコナデ にぶい黄橙

ヨコナデ (lOYR 7 /4) 

461 Pll 弥生 直口壺
口縁部に沈線3条、 3吋デ、剥落して 剥落して調整不明 にぶい橙

調整不明、わずかにヘラミガキ残る (5YR6/4) 

462 Pll 弥生 売
口緑蔀に凹線2条 ョコナデ、ナデ にぶい褐 ススあり

ヨコナデ 調整不明 (7.5YR 5/4) 

463 Pll 弥生 甕
口縁部に凹線2条 ヨコナデ にぶい黄褐

ヨコナデ ヘラケズリ？ (IOYRS/3) 

464 B-SE 2-3 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ にぶい橙

(7 .5YR 7/4) 

465 B-S-? Pll 弥生 鉢
口縁部に強いヨコナデ 剥落して調整不明 にぷい黄

弱落して調整不明 (2 5Y 6/4) 

466 Pll 弥生 高杯
口唇部に沈線 l条、ヘラミガキ ヘラミガキ にぷい橙

杯部に沈線 1条 (7 .5YR6/4) 

467 B-SE-4 PIO 土器2 弥生 甕
口緑部ヨコナデ ヘラミガキ？ にぶい橙

剥落して調整不明 (i 5YR6/4) 

468 D F58 溝3A埋土 弥生 壺
口縁部に凹線 1条 ヨコナデ 灰白 粘土の接合痕

ヨコナデ ナデ (lOYR 7/1) 

469 D F58 溝3A埋土 弥生 甕
口縁部に凹線 1条、ハケ状工具による ハケ状丁具によるヨコナデ にぶい黄橙 外面スス付着、粘土の接合痕

＇ 
ヨコナデ、ハケメ 縦方向 (IO本/!cm)程 ケズリ（約8mm幅） (lOYR 7/2) 472と同個体か？

470 DF58 溝3A埋土 弥生 高杯
口縁部ヨコナデ、 口縁部横•斜め方向ミガキ にぶい褐 粘土の接合痕

杯部縦方向ミガキ (2四程） (l.~:i: 曲．ナ況綬方向ミガそ(!I!:!程） (7 5YR 6/3) 

471 DH58 溝3B埋土 弥生
底部ナデ及びハケメ 横•斜め方向 横方向ケズリ(16皿程） にぷい黄橙 外面黒斑

面取り痕、ナデ、一部刺し込み痕？ 甜l落して調整不明瞭 (lOYR 7/3) 粘土の接合痕

472 D F58 溝3A埋土 弥生
底部Iが（縦方向） 9本/lcrn、及びナデ 指押サエ及びナデ にぷい黄橙 外面黒斑、粘土の接合痕

(lOYR 7/2) 469と同個体か？

473 DF58 溝3A埋上 弥生
底部ハケ状工具でナデ 剥落して調整不明瞭 暗灰 外面里斑？

(N 3/0) 

474 DF58 溝3A埋土 弥生 高杯
脚柱部沈線?3条 絞り目 にぶい橙 器表面全体が剥落している

剥落して調整不明瞭，穿孔あり？ ナデ？ (5YR 7/4) 
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士器観察表

掲載番号 地 区 造構・層位 種別 器種
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

475 DH57 溝3B埋土 弥生 高杯
脚部ヨコナデ ヘラケズリ 灰褐 粘土の接合痕

脚裾部欠損 (7.SYR 5/2) 

476 
上東溝

弥生 壺
D縁部ヨコナデ、沈線3条、刻目、桐蔀縦方 ヨコナデ、ハケメ 灰白 (2.5Y8/2) 粘土の接合

D3 向ハケメ、ナデ、沈線19条確認 しぼり目、ナデ -i炎黄 (2.5Y8/3)

477 
上東溝

弥生 甕
口縁部ヨコナデ ョコナデ、ナデ にぶい橙 ススあり

D3 ナナメ方向租いハケメ6本/lcm ヘラケズリ (7.5YR 7 /4) 

478 
斜溝

弥生 甕
口縁部ヨコナデ、縦方向の細かなハケメ ヨコナデ にぶい橙 ススあり

D3 ヘラケズリ (7.5YR6/4) 

479 
斜イチミゾ

弥生 甕
口縁部凹線2条？ 剥落して調整不明 浅黄橙

D3 剥落して調整不明 ヘラケズリ (lOYR 8/3) 

480 
斜溝

弥生 鉢
口緑部歪みあり、ヨコナデ ョコナデ にぶい橙

D3 剥落して調整不明 わずかに指押サエ (7、SYR7/4) 

481 C P53 
上東溝

弥生 鉢
口縁部ヨコナデ D縁部ヨコナデ、ナデ？ にぶい黄橙

D3 胴部ハケメ後ヘラミガキ 調整不明瞭 (lOYR 7/3) 

482 C 053 
斜溝

弥生 鉢
D縁部ヨコナデ、胴部Iヽ ケメ 口緑部ヨコナデ にぶい橙 馬斑あり

D3 10~8本/lcm、底部ナデ 調整不明 (5YR 7 /4) 

483 C P53 
上東溝

弥生 鉢
口緑部ヨコナデ D縁部ヨコナデ にぶい黄橙 (lOYR7/3)

D3 胴甜ナデ後縦方向へうミガキ、底祁ヘラミガキ ナデ後ヘラミガキ ～にぷい橙 (7.5YR7/4)黒斑あり

484 
斜滞

弥生 高杯
口緑部透かし孔（推定4方向？） ヨコナデ にぶい黄橙

D3 ヘラミカ冴、 沈線］条？ ハケメ (lOYR 7/3) 

485 G N55 
斜溝

弥生
縦方向ヘラミガキ ヘラケズリ にぶい黄橙 黒斑あり

D3 ナデ (lOYR 6/3) 

486 
斜溝

弥生
剥落して調整不明 剥落して調整不明 灰黄褐

D3 (lOYR 6/2) 

487 
斜行ミゾ

弥生
ハケメ、指押サエ~ ナデ？ にぶい黄褐

D3 ナデ？ (lOYR 5/4) 

488 DEライン
東西壁

弥生 高杯
脚部ヘラ描沈線文、ヨコナデ ヨコナデ 橙 (5YR6/6) 

溝皿A 剥落して調整不明

489 D4 弥生 鉢
口禄部剃落して調整不明瞭 剥落して調整不明瞭 橙 (5YR6/6) 外面黒斑

波状文が少し残っている ハケメ？（斜め方向） 粘士の接合痕

490 D4 土師器 鉢
口緑郁ヨコナデ ハケ状工具によるヨコナデ 灰黄褐 外面スス、内外面黒斑

ヘラケズリ、ナデ (lOYR 6/2) 

491 D4 土師器 鉢
口緑部ナデ？（少し剥洛している） ハケメ（横縦方向11本/12llllll) にぷい褐 粘土の接合痕

体部ケズリ 剥落して調整不明 (7.5YR 6/3) 外面黒斑

492 D4 弥生 鉢
ナデ ナデの後ハケメ にぶい橙 粘土の接合痕

指押サエ及びナデ ：［．具の当たり痕 (7 5YR 7/3) 

493 D4 弥生 高杯
口緑部ヨコナデ ヨコナデ 灰黄褐 粘士の接合痕

(10YR6/2) 

494 D4 弥生 高杯
杯部ヨコナデ ヨコナデ 灰黄 全体に剥落して調整不明瞭

(2.5Y 7/2) 

495 D4 土師器 高杯
脚部ミがキ（横方向 1mm程） しぼり且丁亨な:tr'後,,り（斜め方向） にぶい橙

透かし孔4個? (3個残存） (7.5YR 6/4) 

496 溝2埋土 弥生 = 空
口緑部ヘラミガキ ヘラミガキ 灰黄 スス？

指押サエ ナデ (2.5Y 6/2) 

497 溝2 弥生
底部ハケメ、ナデ 剥落して調整不明 黄灰 外面ススあり

(2.5Y 4/1) 

498 溝 l埋土 弥生 甕
口縁邪にヨコナデ ヨコナデ 灰黄褐

(lOYR 6/2) 

499 溝 l埋土 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 にぶい黄橙 粘土接合痕

頭部に段と刻目 (lOYR 7/3) 

500 溝 l埋土 弥生 玉盆
肩部に沈線1条、剌突文 ヘラケズリ 灰贅

斜め方向ヘラミガキ (2.5Y 6/2) ススあり

501 D5 須恵器 蓋
口緑部ヨコナデ ヨコナデ 灰 (N5/)

502 D5 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨゴナデ、剥落して調整不明 橙(5YR6/6)

沈線2条 ヘラケズリ？

503 D5 弥生 甕
剥落して調整不明 甜l落して調整不明 にぶい黄橙

(lOYR 7/2) 

504 D5 弥生 売
D緑部ヨコナデ ヨコナデ？ 橙(2.5YR6/6) ススあり

ナデ、ヘラケズリ？

505 D5 弥生 売
口縁部ヨコナデ、沈線3条？ ヨコナデ 浅黄橙

ヘラケズリ？ (lOYRS/4) 

506 D5 弥生 甕
口縁部指押サエ後ナデ ナデ？ にぶい橙

(7 5YR 7/4) 

507 D5 弥生 壺
口縁部ヨコナデ、沈線2条？ ヨコナデ にぷい黄橙

剥落して調整不明 剥落して調整不明 (IOYR 7/3) 

508 D5 弥生 売
口縁部ヨコナデ、阿線6条 ヨコナデ

I浅(I黄O橙YRS/4) 
粘土の接合痕

頭部に貼付、突帯文（圧痕）

509 D5 弥生 高杯
剥落して調整不明 しばり目 橙(5YR7/8) 粘土の接合痕

510 D5 弥生 高杯
弱落して調整不明 ナデ？、ヘラケズリ？ にぶい椀 粘土の接合痕

ナデ？ しぼり目 (7.5YR 7/4) 

511 p !5 弥生 鉢
口禄部ョ叶デ、洞部へうミカ・キ？底部サ・ ョコナデ、殺J落して調整不明Ifこぶい黄橙

魂落して謁整不明瞭 ヘラミガキ? (lOYR 7/4) 

512 
P 15 

弥生 鉢
口縁部ヨコナデ 3サデ剥落して潤整不明 橙 (5YR6/6}

土器l 横方向ヘラミガキ、ハケメ

513 
P09 

弥生
空ギ ？ 口緑祁に棒状浮文3本確認、竹管文 ナデ 1こぶい黄橙 （断）オリープ黒 (7.5Y3/1) 

（上器10) 器台？ 2段3個確認、沈線6条、ヨコ竹．．により摩減 (IOYR 7/4) 

514 
P09 

弥生 空""'"・？ 
D緑邪欠損あり、ヨコナデによる綿 ヨコナデ にぶい黄橙

（土器10) ヨコナデ (IO'llげ/3)

-111-



観察表

掲載番号 地 区 輝・層位1植別 器極
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

515 
P09 

弥生 斐
口緑部ヨ叶デ、沈線2条？ ナデ 灰黄褐

（土器3) ナデによる諒？ ヘラケズリ？ (10YR5/2) 

516 
P09 

弥生 甕
口緑部にヨコナデによる線 ナデ？、ヘラケズリ？ にぷい褐 表面スス？

（士器10) ヨコナデ (7.5YR5/3) 

517 
P09 

弥生 鉢
口緑部ナデ？ ヘラミガキ？ 灰黄褐

（土器4) 剥落して調整不明 剥落して調整不明 (lOYE廷/2)

518 CN55 斜前期溝 弥生 盆-
口緑部ヨコナデ、ヘラミガキ？ ヨコナデ 灰黄褐

頸部沈線 1条、指押サエ、ナデ ナデ (10YR6/2) 

519 CR51 斜溝 弥生 高杯
口緑部ヨコナデ ヨコナデ、横方向ヘラミガキ？ にぷい橙 内面黒色

調整不明 縦方向ヘラミガキ？ (7 .5'tlZ 7 / 4) 

520 3T-S 溝内 弥生 甕
口縁部ヨコナデ、ハケメ ヨコナデ 浅黄橙

ナデ、ヘラケズリ (10YR8/3) 

521 3T~S 溝内 弥生 甕
口緑部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

凹線3条、調整不明 ヘラケズリ？ (lOYR 7/4) 

522 3T-S 溝内 弥生 甕
口緑部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ 浅黄橙 丹塗り

凹線3条 ヘラケズリ (10YR8/3) 橙 (SYR 6/8) 

523 3T-S 溝内 弥生 高杯
脚柱部ヘラミガキ？、脚裾部透かし孔 ナデ？ にぶい橙

2方向確認、推定4方向 剥落して調整不明 (7.5YR 7/4) 

524 T4 (II) 拡張区溝中構 弥生 甕
口緑部ヨコナデ、ヘラ描沈綿3条 ヨコナデ、ヘラケズリ 黙褐 ススあり

府部ヘラミガキ？ (10YR2/2) 

525 T4 (II) 抗張区溝中 弥生 高杯
口縁部ヘラミガキ？ ヘラミガキ？ にぶい黄橙 粘土の接合痕

(lOYR 6/4) 内面黒斑あり

526 B-S~? P 17 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ョコナデ にぶい黄橙

ヘラケズリ (!OYR 7/3) 

527 P08 弥生 甕
剥落して調整不明 剥落して調整不朋 橙(7.SYR7/6) 黒斑あり

528 P08 弥生 鉢
口緑部ヨコナデ、ナデによる線 ナデ 灰黄 スス？

斜め方向ハケメ 横方向ハケメ (2.5Y 7/2) 

529 P 19 弥生 甕
口縁部ナデによる線、ヨコナデ ヨコナデ 橙(5YR7/6) 二次焼成によるスス

横方向ヘラミガキ ヘラミガキ後ヘラミガキ

530 P 19 弥生 高杯
口縁部細かなヘラミガキ 細かなヘラミガキ にぶい橙 粘土の接合痕

(7 .SYR 6/4) 

531 P 19 製塩 台付鉢
脚部指押サエ、ナデ ナデ にぶい橙

(7ふYR7/4) 

532 ？ 弥生 甕
D緑部ヨコナデ、亥lj目、指押サエ 口縁部ヨコナデ にぶい黄屈 (IOYR7/2) 日蒻稲に歪みあり` 器表面に凸凹あり タタキ
ハケメ縦方向、ナデ縦方向 指押サエ後ナデ、斜め方向 ～褐灰 (10YR5/l

533 NW-1 弥生 甕
ヨコナデ？口縁部に刻目 ョコナデ？ にぶい橙

ヘラミガキ 剥落して調整不明 (7.5YR 6/4) 

534 A-N C-1 弥生 甕
口緑部に刻目、指押サエ 指押サエ、ナデ 浅黄橙

頸部沈線2条、ナデ (10YR8/3) 

535 65? 弥生 鉢
D縁部ヨコナデ、刻目、頚部指押サエ D縁部ヨコナデ、ハケメ横方向 にぷい橙

ヘラ描沈線 l条、ハケメ縦方向 ナデ (7.5YR 6/4) 

536 ？ 弥生 甕
ナデ、指押サエ、ナデ ナデ にぶい黄橙 ススあり

調監不明 剥落して調整不明 (lOYR 6/3) 

537 不明 弥生 甕
ヨコナデ、口縁部に刻目 ヨコナデ 橙 (7.5YR6/6)

頚部半戟竹管による沈線2条 剥落して調整不明

538 T2 弥生 甕
口縁部に刻目、頭部に沈線2条 ナデ？ にぷい黄橙

指押サエ、剥落して調整不明 {lOYR 7/3) 

539 ？ 弥生 甕
□緑部に刻目、頸部凹線3条 口縁部ヨJtデ 灰白 外面スス付着

ナテ 指押サエ後tデ (lDYR 7/1) 

540 不明 弥生 甕
ヨコナデ、口縁部に刻目、ヘラ描沈線 剥落して調整不明 ヨコナデ にぶい褐

3条ナデ (7.5YR 5/3) 

541 不明 弥生 甕
ヨコナデ、口緑部に刻目 ヨコナデ、ナデ？ 灰黄褐

頸部ヘラ描沈線3条、ナデ (10YR5/2) 

542 79 弥生 甕
D縁部に刻目、ナデ 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

胴部沈線3条 (lOYR 7/2) 334と同一固体？

543 不明 弥生 甕
ョコナデ、 D縁部に刻目 ヨコナデ｀ナデ？ にぶい黄橙 段を形成

頚部沈線2条、わずかにハケメ残る (10YR6/4) 粘土の接合痕

544 70 弥生 甕
口縁部ヨサデ、刻目 口縁部ヨコナテ・ 浅黄橙 粘土の接合痕

沈線3条 指押サエ (7.5YR 8/3) 

545 Tl南部 弥生 鉢？
〇緑部粘土の接合による段 剥落して調整不明 にぶい黄橙

ヘラミガキ？ (10YR6/3) 

546 A-NW-1 弥生 甕
沈線 1条、刻目 ヘラミガキ 黄灰 段を形成

ナデ (2.5Y 4/1) 

547 NW-1 弥生 甕？
段を形成、太い沈線3条 剥落して調整不明 にぶい橙

剥落して調整不明 (7.5YR7/4) 

548 45(ill) 弥生 症． ミがキ斜め・横方向 (2.5mm)、ナデ 剥落して不明瞭、 tデ？ 明褐灰 外面黒斑、外面5/6剥落している

指押サエ？ (7.5YR 7/2) 

549 (1204〕 弥生 窃． ヨコナデ、指押サエ、ナデ｀頭部に段を形成 剥落して調整不明 灰白 黒斑あり

剥落して調整不明、底部欠損あり 指押サエ、ナデ？ (lOYR 8/2) 

550 82 弥牛 壺
口緑部ヨJtt'、指押サエ 口縁部印tデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

工具による沈線？ 竹・ (lOYR 7/4) 内外面丹塗りか？

551 不明 弥生 空-
口縁部指押サエ、ナデ 指押サエ、ナデ 浅黄橙 口縁部著しく歪んでいる

体部沈線 1条、調整不鮮明 ヘラミガキ？調整不鮮明 (lOYR 8/3) 

552 A-NW-1 弥生 窃-
D縁部ナデ、調整不鮮明 ヘラケズリ 浅黄橙

(!OYR 8/4) 粘土の接合痕

553 A-NV17-l 弥生 壺
剥落して調整不明 剥落して調整不明 橙(5YR6/8) 粘土の接合痕

頚部ナデ、貼付突帯文

554 Tl南部 弥生 空ギ
口縁部3コナデ、横方向細かいへ7ミがキ ヨコナデ にぶい黄橙

段を形成、粘土の接合 ヘラミガキ？ (lOYR 6/3) 
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土器観察表

掲載番号 地 区 遺構・層位 種別 器種
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

555 A-NW-1 弥生 '.5;! -
D縁部ナデ，ヘラミガキ？ ヘラミガキ？ 橙(5YR6/6) 

沈線2条 剥落して調整不鮮明

556 NW-1 弥生 壺
口縁部指押サエ、ナデ、頸部へうミがキ 調整不鮮明、ヘラミガキ にぶい黄橙

沈線 l条 ナデ？ (lOYR 7/4) 

557 A-NW-1 弥生 空ギ
頸部沈線 1条 剥落して調整不明 にぶい黄橙 粘土の接合により段を形成

剥落して調整不明 (lOYR 7/4) 

558 A-N 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ？ 浅黄橙

頸部刻目、ナデ？ (lOYR 8/4) 

559 
？ 
弥生 壺

ヘラミガキ？ 剥落して調整不明 橙(5YR6/6) 丹塗り
不明 剥落して調整不明 段を形成

560 A-NW-? 弥生 ギ空
口縁郭ヨコナデ？ 剥落して調整不明 浅黄橙

剥落して調整不明 (lOYR 8/3) 

561 A-NW-1 弥生 甕
剥落して調整不明 剥落して調整不明 浅黄橙 粘士の接合により段を形成

(7.5YR 8/4) 

562 ？ 弥生 -空
横方向ヘラミガキ後木葉文 横方向ヘラミガキ にぶい黄橙

沈線 1条 (lOYR 7/4) 

563 ？ 弥生 宮、ギ 横方向ヘラミガキ 剥落して調整不明 にぶい黄橙 ススあり

太い沈線3条 (lOYR 7/4) 

564 A-NW-7 (B 5) 弥生 空-
tデ後木の葉状の線刻文 指押サエ及びナデ にぶい橙(75YR6/4) 丹途り？

（木の葉状文） -Iこぶい黄橙 (!DYR5/3)外面に一部黒斑

565 ？ 弥生 空~ 
太い沈線2条、細い沈線4条、重弧文 剥落して調整不明 にぶい黄橙 段を形成，ススあり

ヘラミガキ？ (lOYR 7/3) 

566 A-NW-1 弥生 壺
ヘラミガキ？沈綜3条 ヘラミガキ？ にぷい橙 段を形成

木葉文 (7.5YR 6/4) 

567 T2El6-20 最下シルト 弥生 壺
ナデ？木葉文 ナデ？ にぶい黄橙

(lOYR 7/4) 

568 A-NW-1 弥生 ？ 
ナデ ナデ にぶい黄橙 粘土の接合により段を形成

(lOYR 7/4) 

569 39 弥生 ？ 
口緑節指押サエ及びナデ D縁部指押サエ及びナデ にぶい黄橙 口縁部スス付着？

刻目、頸部工具によるナデ ナデ及び工具によるナデ (lOYR 7/3) 

570 
26(II) 

弥生 甕
口緑部3Jtデ、刻目 口縁部四tデ にぶい橙(7.5YR6/4)粘土の接合痕

11 (II) 測落して調整不明瞭、 tデ？ 指押サエ後ナデ -Iこぶい貰歴 (IOYR7/2) 外面黒斑あり

571 49 弥生 ？ 
口繰部3コナデ、刻目 口縁部ヨコナr' 灰白(10YR7/l)

工具によるtデ 指押サエ後ナデ ～褐灰 (lOYRS/1

572 A-NW-1 弥生 甕
口縁部に亥I]目？ナデ？ 剥落して調整不明 にぶい黄橙 ススあり

(lOYR 7/3) 

573 
？ 
弥生 甕

ヨコナデ、口緑部に刻目 ヨコナデ にぶい褐

不明 ナデ？ 剥落して調整不明 (7.SYR 5/3) 

574 
NOE T2F2o-22 Siltと砂層の

弥生 甕
口縁部に刻目、ヨコナデ ヨコナデ、ナデ？ にぶい賀橙 口縁部にススあり

混層中 指押サエ、殿J蕗して調整不朋 (lOYR 7/3) 体部に黒斑あり

575 
？ 
弥生 甕

口縁部ヨユナデ、刻目、指押サエ、ナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙 工具により段を形成
不明 体部横方向へうミがキ、ハケメ後へうミがキ (lOYR 6/4) 

576 A-NW-1 弥生 甕
剥落して調整不明 剥落して調整不明 にぶい橙 粘土の接合により段を形成

(7.SYR 7/4) 

577 A-NW-1 弥生 甕
口緑部に刻目、ナデ？ ナデ？ にぶい贄橙

(lOYR 7/4) 

578 A-NW-1 弥生 甕
口縁部にわずかに刻目？ 剥落して調整不明 明黄褐

指ナデ、指押サエ (lOYR 7/6) 

579 A-NW-1 弥生 甕
口縁部に刻目 ナデ にぶい黄橙

ヘラミガキ？ 剥落して調整不明 (lOYR6/3) 

580 
？ 
弥生 深鉢

口縁部ヨコナデ、刻目 剥落して調整不明 灰費褐 粘土の接合痕

不明 指押サエ、ナデ (lOYR 5/2) 

581 A-NW-1 弥生 甕
ヨコナデ?D縁部にわずかに刻目 ヨコナデ？ 灰黄褐

剥浴して調整不明 渕落して調整不明 (lOYR 6/2) 

582 NW-1 弥生 深鉢
口縁部ナデ、刻目 ナデ にぷい黄橙

(lOYR 6/3) 

583 
B-S 

弥生 器台
口縁部3コナデ、凹線3条 ヨコ好.• にぶい橙 粘土の接合痕

E-3 貼付棒状浮文3個、刻目凸帯 (7.5YR 7/4) 

584 
S-20-25, El2-13撹乱

弥生 空-
D得酪lJ打＼葛掛沈俄5条、貼付枠状袢 口縁部3コ廿． にぶい黄橙 粘士の接合痕

"S20-26,E-12-18" 文4個残存、頚祁吋i縦方向、凹緞3条、 Iが後ザ？ 指押サエ後ナデ (lOYR 7/2) 

585 
S20-26 

弥牛 高杯
叫哀祁jJザ、杯部横縦方向へぅミがt、膵訟祖冴？ 脚部絞り目、へうケJ.'Ij後ナデ にぶい黄橙 黒斑あり

£12-13、SE、撹乱 閥整不明、脚柱部沈線7,5条、脚据部透かし孔7推定9?,3Jff. 凹線2条 (lO'ltt 7 /3) 粘土の接合痕
S20-26 

弥生 高杯
口縁部ヨコナデ D縁部ヨコナデ 杓(5YR7/6) 

586 
EJ2-13. SE 杯邪斜め方向ヘラミガキ 杯部斜め方向ヘラミガキ

587 
s20~25 

弥生 高杯
口縁部ヨコナデ 口縁部ヨコナデ 橙(5YR7/6) 

E!H3、SE 杯部斜め方向I¥うミがキ 杯部tデ？

588 
s20~26 

弥生 高杯
〇唇蔀沈鐙？〇紺邸3コげ、凹俄2条？ 杯部多角形？ 日緑部3Jザ、杯部縦横方向？ 浅黄橙 粘土の接合痕

ElH3、SE ヘラミカ・{(s方向？）脚柱部沈線3条残存 勺ミがキ (IOYR8/3) 

589 
S-20-16 

弥生 高杯
口緑部ヨコサ＼凹線1条ずつ2本 口緑部ヨJtr' にぶい橙

E-12-13 へうミがキ (6四程のT具痕） へうミがキ横方向 (7.5YR 7/3) 

590 
S20-26 

弥生 店杯
栂部＼うミカず渭整不明、脚柱部沈舘6,4, 3条 杯部調整不明、蒻蔀Aうケ;;"•)後ザ にぷい黄橙 黒斑あり

E 12~13、 SE 、撹乱 脚裾部透かし孔6方向推定9方向？貫通未完通あり｀印廿＼凹線2条 (lOYR 7/3) 粘士の接合痕

591 
S 20-26 

弥生 高杯
胆孫t方向I¥沃がキ、洞菰摩滅して調整不用、翡柱舟 杯部多角形へうミカ1、脚部 浅黄橙 粘土の接合痕

ElH3、SE 沈器＆繰祠蒻却かし孔i荏定9?、1訊暉2条 絞り§.i¥うti磯げ (lOYR 8/3) 

592 S20-26 ! 弥生 高杯 杯甜阻力向jミが中翡甜滋れ讚墜利聘、組渇 杯飯江祠祁絞り目、 J¥うケス＊＇lにぶい黄橙 粘土の接合痕
El2-13、SE ＂沈線 7,4-5条、脚裾部透かし孔l柑狙定11?ヨコ廿と、凹線2条 (lOYR 7/3) 

593 
s20~26 

弥生 謁杯
柑即;n環塁不朋、閑柱篠沈器H 条、 H 条 杯部ナデ？調整不鮮明 にぶい黄橙 黒斑あり

El2-l3撹乱 胸据器透かし孔9方向確認、虹ザ、凹器2条 脚部勺奴・,i、サ.? (lO't"R 7 /3) 粘土の接合痕

594 SE区T 東ヘキ撹乱 弥生 高杯
祠船が瑶方向？記守平行文4条槙方向、餞剣3条 絞り後サ・ にぶい橙

横方向、直線平行文2条残存` 透かし窓？ (7.5YR 7/4) 

-113-



観察表

掲載番号 地 区 遺構層位 極別 器稜
特 徴

色 謁 備 考
外 面 内 面

520-26 脚部ヘラミガキ、脚柱部沈線5,5条、 杯部ナデ？脚部ヘラケズリ にぷい黄橙 粘土の接合痕

595 El2-13撹乱 弥生 高杯 脚裾部透かし孔9方向確認推定14方 . (lOi'R 7/4) 

向？ヨコナデ、沈線2条

596 
S.0-26 

弥生 高杯
脚柱部ミがキ？面取り？直緑乎行文4条、 口緑部］コ廿＊杯部多角形へうミi冷 にぶい橙

El2-l瑚乱 線刻文4条残存（完結は不明瞭） 工具による朽’及び絞り目 (7.5YR 7/3) 

597 SE区
T,IJ: 

弥生 高杯
脚柱部ミがキ、直線平行文5-6条、直線平 円盤充填の跡、ミがキ？ 浅黄橙

東ヘキ撹乱 行文5条、透かし窓4恒残存（推定7届？） 勇困L ている-~り及1JI具iこよるザ？ (7.5\'~8/4) 

598 ？ 弥生 器台
脚部ヨコサ•、透かし窓未貰通2個残存 tA"<J後サ・ にぶい黄橙 粘土の接合痕

（推定10個？）植物の誤維痕 (lOYR i/3) 

S-20-26 詞部ミカ冷縦方向、サ骨、直綜平行文7条` げ、指押和後サ事後ミがt?(円旦充填 橙(5YR7/6) 粘土の接合痕

599 E-12-13撹乱 弥生 高杯 直線平行文5条、透かし窓6個残存（推

定11個？未貫通含む）肺部ヨコナデ凹線l条

S-20-25 
弥生 高杯

詞部ヨ叶デ、直緑平行文3条（完結してい へう奴・,1 にぶい黄柑
600 
E-l2-13撹乱 る）、透かし窓6個残存（推定ll個？） (lOYR 7/3) 

601 
s~20-2s 

弥生 高杯
脚部ヨ叶f、エ具によるナデ、直銀平行文 ヘうケス・リ 横方向 にぶい黄橙 粘土の接合痕

E-!2~J3撹乱 2条、迭かし窓5個残存（推定8個？） 工具痕もあり (lOYR 7/3) 脚部に歪みがみられる

B-5E-466 
弥生 高杯

駒部印ザ、サ＼直線平行文4条 {l本ず I¥うケス・リ にぶい黄柑
602 

？ つ完結）、透かし窓6個、 Iヽ ケ｝縦方向 (lOYR 7/2) 

603 
SE区

？ヘキ撹乱 弥生 高杯？
脚部凹線2条、ヨ叶デ、直線平行4条 /Iケ状工具によるナデ？ にぷい黄橙

TV! (l条ずつ完結？）、透かし窓11個 横•斜め方向 (lOYR 7/2) 

S20-26 叫娃和げ、紋3個l組と2借l維の竹行文が交互に 6条1組の波状文2列 浅黄橙 粘土の接合痕

604 El2-l3、SE 弥生 器台 連舷している達紐竹管文肩部ハケメ？凪化が野しく ヘラケズリ (lOYR 8/3) 

目登不鮮明．凹椴lO条、 8条．送かしR7方向、推定8、酋数不明、透かし孔2方向硫認

605 
SE区 東ヘキ撹乱 弥生

台付鉢
剥落して調整不明瞭、竹管文6個組が 剥落して調整不明瞭 橙(SYR7/6) 

T 3ヶ所残存、推定4ヶ所? tデ

606 
E-14 弥生 器台 服部透かし窓個数不明｀凹線6条、透かし へうケス・・i 浅黄橙

S-24 窓6個、 /'7/. 縦方向 (8本/14)凹線9条 (7.5YR8/3) 

607 
S20-26 弥生 器台 胴郁僅かに1が？剥裕して瞬登不鮮明、門笛7条.9条 3コナデ？へう奴．，）後ナデ？ 浅黄橙 黒斑あり

El2~13 、 SE ’透かしIL(且通孔E方向信認．推定6方向，？方向け認．推定15方向？房裾甜門器10,3条、 lJtt°' (10YR8/3) 径歪んでいて不正確

608 ？ 弥生 器台
口縁部3Jt;-'、竹管文上下2段 口縁部ヨコtデ にぶい橙

指押サエ、 Iが 8本/14 ナデ及びエ具によるナデ？ (7.5YR 7/4) 

609 
SE区

東ヘキ 弥生 器台
口縁部ヨJtf'、竹管文2段と貼付棒状浮文 口緑部ヨコナデ、へ竹か） にぶい橙 粘土の接合痕

T¥IJ 4個l組、 Iヽケi縦方向、凹稼5条、透かし窓？ (7.5YR 7/3) 

610 
S-20 

弥生 器台
口紺蔀3Jげ、竹管文縦借と3借の交互1こ遅昆 1,j-J口緑部刃w、波状文2段5条`ケJ.'1)横方向(12 程） 粘土の接合痕

E-12-13撹乱 指押サエ、凹緩ll条、 8条、透かし窓7個残存、凹線17条、祠部I真によるntr にぶい黄橙(!OYR7/2)補修痕

日繰部3Jザ、樟描沈線6条、貼付棒状浮文5偲 口緑部3サデ、指押サエ

SE区 l緋2維残存（推定6組？）及び竹管文、ハケメ縦 I¥うケス・リ1妥tt・

611 
S=20-25 

東ヘキ撹乱 弥生 器台
方向、凹繰8条、 1>j"J縦方向、透かし窓3個残存 にぶい黄橙

F'?-12-13撹乱 （推定 9-l情~?)、凹緑9条Iヽケメ縦方向、透か (lOYR 7/2) 

TVI し窓14個残存（推定201!籾、甘通、未貰通あり、

凹線S条、詞据都ヨコナデにより凹線l条

S20-26 日緑祁印ザ、沈器？条、 4本1緋iJ)棒状希文と3偲l組 口緑部ヨコナデ にぶい黄橙 馬斑あり

612 E 12-13 弥生 器台 の円形浮文が交互1こ6舗速援貼付してある．屈蔀心 脹部I¥うケ入刈後ff(縦方向？） (lOYR 7/3) 

SE ＇ほ滅して調登不鮮用、日後 7,S,10,2条．透かしR6方向．推定2ふ紺f'

613 ？ 弥生 壺
口縁部3コナデ 欠損の為不明 にぶい黄橙 粘土の接合痕

(lOYR 7/2) 

614 T4 (II) 弥生 甕
口縁部ヨコナデ、沈線2条？ ヨコナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

頭部に貼付指頭圧痕文突帯 (]OYR 7/3) 

615 A45 ラインセクション 弥生 甕
□緑部ヨコナテ＼凹線4条 ヨコナデ 橙(5YR6/6)

剥落して調整不明 ヘラミガキ？

616 CL55-L 上半 弥生 壺
口緑部印tt'、頸部沈線9条 螺旋状 ヨコナデ、ナデ 浅黄橙

ハケメ、肩部刺突文｀ヘラミガキ？ ヘラケズリ (10YR8/4) 

617 
？ 
弥生 盆ギ

口緑部ヨコナテ.'11']線4条、頸部凹線2条 ヨコナデ、ハケメ？ 橙(2.5YR6/8)

不明 ナデ？剥洛して調整不明

618 BS-1 弥生 壺
口唇部ヨコナデ ヨコナデ にぷい黄橙 粘土の接合痕

口縁部凹線3条 (lOYR 7/3) 

619 
南端層(II)

弥生 甕
口緑部沈線5条 ョコナデ 橙(7.SYR7/6) 

滞中 ヨコナデ、庶滅して湖整不鮮明 剥落して調整不明

620 BS-1 弥生 壺
ヨコナデ？ 調整不明 にぶい黄橙

全体に著しく風化していて調整不明 (lOYR 6/3) 

621 B-SE-4 弥生 ""Q'. '・-・ 
口縁部ヨコナデ、ナデ ョコナデ にぶい黄橙 著しく亜んでいる為、径不明

へうミカ・キ、顆部に沈線 1条確認 (lOYR 7/4) 

622 第2T南 Pitl6の崩壊 弥生 直口壺
口緑部ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙

頭部に沈線l条、ヘラミガキ ヘラミガキ (lOYR 7/3) 

623 T-4 弥生 台付壺
指押サエ後ナデ ナデ にぶい橙 粘土の接合痕

(7.5YR 7/4) 

624 後期溝 弥生 台付壺
体部縦方向ヘラミガキ、指押サエ 横方向ヘラミガキ 浅黄橙 水漉粘土

ナデ 指ナデ、指押サエ (lOYR 8/3) 粘土の接合痕

625 
？ 
弥生 空~ 

ョコナデ ョコナデ にぶい黄橙

不明 (lOYR 7/2) 

626 
？ 
弥生 甕

口緑部～体部ハケメ？ ハケメ？ にぷい黄橙 水漉粘土

不明 臨滅して謁整不明 ナデ？ (lOYR7/4) 

627 B-SE-4 一括土器 弥生 甕
口縁部ヨコナデ、沈線2条 ヨコナデ、ナデ にぷい黄橙

頭部ハケメ？ ヘラケズリ (lOYR6/3) 

628 
？ 
弥生 甕

口緑部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

不明 肩部ヘラミガキ ヘラケズリ (lOYR 7/3) 

629 
？ 
弥生 甕

ョコナデ，凹線3条 ヨコナデ、横方向Iヽ ケメ にぶい黄橙

不明 剥落して調整不明 ヘラケズリ (10YR6/3) 

630 ESE-4 一括 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 橙(7.5YR7/6) 

ナデ、ヘラケズリ
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土器観察表

掲載番号 地 区 遺構児1位 種別 器種
特 徴

色 調 備 考
外 面 内 面

631 BES 弥生 売
ハケメ、透かしtL4方向確認 ナデ、ヘラケズリ 橙 (5YR6/6) 
ヨコナデ、調整不明瞭

632 BSE-4 一括 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 橙(7、5YR6/6) 

ナデ、ヘラケズリ

633 BE5 弥生 甕
口緑部ヨコナデ 口緑部ヨコナデ 橙(5YR6/6) 

体部ヘラケズリ

634 
？ 
弥生 売

口縁部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

不明 調整不明瞭 ヘラケズリ (lOYR 7 /4) 

635 
BSE-4 一括同紺菰張区

弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 淡黄

訣板層上土器面 剥落して調整不明 ナデ、ヘラケズリ (2.5Y 8/3) 

636 B-S-2 弥生 甕
口縁部ヨコナデ、凹線2条 ヨコナデ 橙(75YR 6/6) 黒斑あり
頸部ヘラミガキ？ ヘラケズリ

637 
？ 
弥生 甕

口縁部ヨコナデ ヨコナデ 黒褐 ススあり

不明 ヘラケズリ (IOYR3/l) 

638 BE5 弥生 甕
口縁部ヨコナデ 口緑部ヨコナデ にぶい橙 スス？

杯部ハケメ 体部ヘラケズリ (7.5YR 7/4) 

639 
南端陪(II)

弥生 甕
D縁部ヨコナデ 体部ナデ、ヘラケズリ にぶい黄橙

溝中 ヘラミガキ？ (10YR6/4) 

640 BE5 弥生 甕
口縁部にヨコナデによる沈線2条？ ヨコナデ にぶい黄橙

ナデ、ヘラケズリ (lOYR 7/4) 

641 BES 弥生 甕
D縁部ヨコナデ D縁部ヨコナデ 橙{7.5YR7 /6) 
肩部ハケメ？ 体部ヘラケズリ

642 T2 弥生 甕
ヨコナデ、口縁部にナデによる線 ヨコナデ、ナデ 浅黄橙 内面に黒斑？

ハケメ ヘラケズリ (lOYR 8/4) 

643 第2T南 Pitl6の崩壊 弥生 甕
口縁部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙

剥落して調整不明 ヘラケズリ？ (lOYR 7/3) 

644 
？ 
弥生 甕

口縁部ヨコナデ、榔描沈線7条 ヨコナデ、ナデ？ にぶい黄橙

不明 肩部ハケメ ヘラケズリ (lDYR 7/2) 

645 
I D51 

弥生 甕
ナデ？ ナデ、ヘラケズリ？ 橙(5YR7/6) 

E 2-S 18 剥落して調整不明

646 BE5 弥生 甕
口緑部ヨコナデ 口緑部ヨコナデ にぶい黄橙 口縁部にわずかに黒斑あり

肩部ナデ？調整不明 体部ヘラケズリ (lOYR 7/3) 

647 
CL55-

弥生 裔杯
口縁部ヨコナデ ヨコナデ 橙(7.5YR7/6) 

L上半 杯部斜め方向ヘラミガキ 縦方向ヘラミガキ

648 BES 弥生 高杯
口縁部tデ後縦方伺ヘラミガキ 口縁部横方向ヘラミガキ にぶい褐 粘土の接合痕

杯部縦方向ヘラミガキ？ 杯部縦方向ヘラミガキ (7 5YR 6/3) 

649 BES 弥生 混杯
口縁部ナデ、縦方向へうミがキ、杯部縦方向 杯部横・縦方向I¥うミがキ？ にぶい橙 粘土の接合痕

I¥沢がキ、脚柱部I¥うミがキ、脚裾部 脚柱部へうケ心l、 (7.5YR 7/4) 

650 BE5 弥生 高杯
＂口緑部ヨ J廿・,杯部調整不明、脚部Iが?" D縁部3コナデ、杯部縦方向 にぶい橙

胴部透かし孔3個確認、推定4方向 ヘラミガキ (7.5YR6/4) 

651 B-SE 弥生 高杯
口縁蔀:iJtデ、杯邪ミがキ？縦方向、脚部面 剥落して調整不明瞭 樹5YR7/6) 全体に剥落している

取り痕、ミがキ斜め方向、 3Jtデ、穿孔3個 絞り目後tデ、 Iが後tデ ～橙(2.5YR6/6) 粘土の接合痕

652 BE5 弥生 話杯
口縁部ヨコナデ？、脚部ハケメ？後 へうミがキ、 脚柱部へうケか） 浅黄橙

ヘラミガキ、透かし孔4方向確認 脚裾部ハケメ (7 5YR 8/4) 

653 ST~S 野灰色粘土 弥生 高杯
脚部ヘラミガキ縦方向ハケメ しぽり目、ナデ にぶい橙

透かし孔 1方向確認、偲数不明 ヨコナデ (7.5YR 7 /4) 

654 
T4 (II) 

溝中 弥生 高杯
凋部ヘラミガキ、透かし孔1方向確詔 ヘラケズリ にぷい橙

南端拡張区 推定4方向、ハケメわずかに残る しばり目 (7.5YR6/4) 

655 T2 弥生 鉢
1コナデ、口縁部に浅い沈線l条、ナテ~ ョコナデ、ナデ にぷい橙

残し、へうケス'I)後へうミがキ、指ナデ、 ナデ ケズリ後ヘラミガキ (7ふYR7/4)

656 
&4111、670、21

弥生 鉢
口縁部～杯部ナデ、指押サl.、底邪へうミがキ ナデ、ハケメ？ヘラミガキ？ 灰白 (lOYR8/2)- 丹塗り痕跡 ススあり

50、50、46、nw ハケメ少し残る 剥落して調整不明 にぶい黄橙(JOYR7/2) （丹）にぶい橙 (2.5YR6/4) 

657 
？ 
弥生

鉢 口縁部ヨコナデ、強いヨコナデ ヨコナデ、ナデ にぶい黄橙 黒斑あり

不明 体蔀ナデ後ヘラミガキ ヘラケズリ、ヘラミガキ？ (lOYR 7/2) 

658 
？ 
弥生 鉢

口縁部ヨコナデ、凹線1条 ヨコナデ にぶい黄橙 ススあり

不明 ヘラミガキ ヘラケズリ (lOYR 7/3) 

659 第2T南 Pitl6の崩壊 弥生 鉢
口緑部ヨ叶デ、体部ハケ｝？、指押虹 ヨコナデ にぶい黄橙 底部歪みあり

ナデ、剥落して調整不明 ヘラケズリ後ナデ (lOYR 7/3) 

？ ミニfュ7
台付鉢
指押サエ、ナデ 指押サエ、ナデ 灰黄褐

660 
不明 土器 (lOYR 6/2) 

？ ミニチュ1
鉢
指押サエ、ナデ ナデ 灰白

661 
不明 土器 (lOYR8/2) 

662 
？ 弥生

鉢
指押サエ、ナデ 指押サエ、ナデ 灰黄褐 粘土の接合痕

不明 手づ〈ね？ (lOYRS/2) 
？ 
須恵器 蓋

D緑部ヨコナデ ョコナデ 灰(6/) ロクロの回転不鮮明
663 

体部ヘラケズリ 反時計回り？

664 DH57 s附 須恵器 杯
口緑部ヨコナデ ヨコナデ 灰白

(N 7/) 

665 
津島3次

須恵器
壺 I□緑訟Jザ、わずかにタタキ目あり 1ョコナデ、ナデ 灰(N6/) 

の箱

666 DH57 S層 須恵器 杯
裔台部ヨコナデ、ナデ タタキ目後ナデ 灰白 貼付品台

(N 7/) 

B区北偲l 土手内 土師器 椀
高台部ヨコナデ、ナデ？ ナデ にぷい橙 貼付高台

667 
剥落して調整不明 (2.5YR6/4) 内黒

668 第2T南 Pitl6の崩壊 中世 椀 1高台部Dtデ ナデ 灰白 貼付高台

ナデ (2.5YR8/2) 

669 T2 内J撹乱土
土師質

椀
口緑部～体部ヨコナデ、ナデ ヨコナデ、ナデ 灰白 貼付高台

土器 (IOYRS/2) （早島式土器？）

670 
？ 
須恵器 こね鉗

口緑部ヨコナデ |ヨコナデ 灰白 東播系

不明 自然釉 ナデ (N 7/) 
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観察表

掲載番号 地 区 遺構•層位 極別 器種
特 徴

調 I外 面 内 面
色 備 考

671 
う， 
須恵器 こね鉢

底部ヨコナデ ヨコナデ、ナデ 灰色 東播系

不明 ナデ 線刻、使用痕笞あり

672 E層上面 弥生 空-
口緑部ヨコナデ、指押サエ後ナデ ヨコナデ にぷい黄橙

段を形成 剥落して調整不明 (lOYR 7/3) 

673 G, D区 69E層 弥生 壺
口緑部弱落して謁整不明瞭 剥落して調整不明瞭 橙(5YR6/6) 粘土の接合痕

ヨコナデ？ ヨコナデ？

674 DC66 E層 弥生 壺
ナテ ナデ？ にぶい橙 粘土の接合痕

貼付凸帝？ (7.5YR 7/3) 

675 D区
西憫E層

弥生 :!::! =主コ ヨコナデ、沈線3条 指押サエ後ナデ にぶい黄橙 粘土の接合痕

上半 斜格子文 (lOYR6/3) 

676 DI 55 E層 弥生 壺
剥落して調整不明瞭 工具によるナテ？ミがキ？ 褐灰(lOYR6/l) 

凹舘3条、ナデ？ ナデ ～にぶい負揺IOYR1/3) 

677 
D区

弥生 壺
肩部に凹線2条 ナデ、指押サエ後ナデ にぶい褐 外面スス付着、内面里斑

西拡張区 ナデ (7.5YR 6/3) 

678 B]48 E上半 弥生 壺
ミガキか？ 工具によるナァ 灰黄褐 粘土の接合痕

横方向沈線4条 横方向ナデ (10¥'R 6/2) 

679 DC66 E屈東溝 弥生 空〒噌マ 肩部に段を形成 剥落して調整不明 浅黄 粘土の接合痕

剥落して調整不明 (2.5Y 7/3) 

680 D区66 E層 弥生 -空-
凹線2条 指押サエ後ナデ 灰白 粘士の接合痕

(10YR8/2) 

681 DC66 E層 弥生 甕
口緑部に刻目 ヨコナデ 浅黄橙 全体に剥落している

ヨコナテ＼頸部凹線 1条 (7.5YR 8/4) 外面スス付箔

682 D匿
西拡張屈

弥生 甕
口縁部に刻目、ヨコナデ？ ヨコナデ？ナデ にぶい橙 内面黒斑

E層 頸部凹線2条 (7.SYR 7/4) 

683 E層Pit 弥生 甕
口緑部に刻目、ヨコナデ ヨコナデ にぶい黄橙

頸部に段を形成、粘土の接合 剥落して調整不明 (10YR 7/3) 

684 E層Pit 弥生 甕
口縁部に刻目 剥落して調整不明 橙(7.5YR7/6) 

剥蕗して調整不明

685 D C66 E層東溝 弥生 甕
口縁部ヨコナデ、ヘラミガキ ナデ？ にぶい橙

頸部にf¥ぅ描沈線3条、文様3条僅かに残る (7 5YR7/4) 

686 DC65 E屈 弥生
底部ナデ、指ナデ ナデ にぷい赤褐

(5YR 5/4) 

687 E思上面 弥生
指押サエ、底部ナデ？ ナデ 橙(7.5YR6/6) 

剥落して調整不明 剥落して調整不明

688 DH57 E層 弥生
底部剥落して調整不明瞭 剥落して開竪不明瞭 にぷい橙

少し面取りか？指押サエ？ (7.5YR 7/4) 

689 DH55 E屈上面 弥生
底部剥落して調整不明瞭 工具によるナデ、ナデ にぶい橙(5YR7/4)内面黒斑

_, こぶい質世 (JOYR7/3) 

690 D? 55 E層 弥生
底部横方向ミガキ 横斜め方向ミガキ？ にぶい黄橙 外面黒斑

(lOYR 7/3) 粘土の接合痕

・掲載番号は、本報告書に掲載された土器の番号である。

・地区、遺構、層位の項目は土器に注記されているとおりを記入している。したがって、遺構名は旧名称である

から、新名称は新旧遺構名称対照表で確認すること。
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土製品一覧表・石製品一覧表

表3 土製品一覧表

番号 地区 遺構 層位 器種 長さ (mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 重砿 (g) 備 考

Cl P6 ？ 89.0 20.0 21.5 28.4 粘土紐状

C2 士城l (第10土城） B-7上 円板形土製品 38.5 36.0 8.5 14.5 土器片転用
( 

C3 土城[[ B 円板形土製品 41.5 33.5 11.0 15.4 土器片転用

C4 DH57 溝3A 埋士 紡錘車 47.0 10.0 16.7 孔径7.3mm

cs 1031IIA-NW-4 P4 紡錘車 36.0 12.5 17.1 孔径6.0mm

C6 津島3次の箱 土錘 61.5 14疇o 14.0 10.3 孔径4.5mm

C7 不明 ？ 49.0 37.0 25.0 

表4 石製品一覧表

番号 地区 遺構 層位 器 種 石材 長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 璽量 (g)

Sl Dl 円板形未製品 頁岩 73.0 75.0 15.0 104.8 

S2 01 石包T未製品 頁岩 47.0 43.0 7.0 15.0 

S3 01 石包T未製品 頁岩 81.0 43.0 7.5 30.4 

S4 Dl 石包丁未製品 頁岩 67.5 28.5 5.0 12.0 

S5 DI 楔形石器 サヌカイト 12.5 12.5 4.0 • 0.7 

S6 p 6 砥石 細粒砂岩 141.5 168.0 125.0 268.0 

S7 p 6 調整のある剥片 サヌカイト 54.0 18.0 50.5 35.5 

S8 p 6 スクレイパー サヌカイト 45.5 20.5 7.5 8.0 

S9 p 6 石鏃 サヌカイト 15.0 16.5 2.5 0.6 

S10 土城W 楔形石器 サヌカイト 25.5 32.5 6.5 6.2 

Sll OH55 土城1 (第10上城） 石包丁未製品 結品片岩 131.0 81.5 11.5 170.1 

S12 DH55 上城1 (第10土城） ClO上層 スクレイパー サヌカイト 33.0 25.0 5.0 5.0 

S13 D2 石包丁未製品 頁岩 57.5 61.0 6.0 29.7 

Sl4 D2 石鏃 サヌカイト 18.5 19.0 3.5 1.1 

S15 P4 石鏃 サヌカイト 23.0 19.5 3.0 1.1 

Sl6 P4 楔形石器 サヌカイト 29.0 22.5 11.0 10.0 

Sl7 A-NW-4 P4 楔形石器 サヌカイト 27.5 19.0 6.5 3.3 

Sl8 p 1 石包T未製品 頁岩 61.0 44.0 7.0 26.9 

Sl9 DI 55 第11土城B スクレイパー サヌカイト 21.5 44.0 6.0 6.4 

S20 DI 55 第11士城B スクレイパー サヌカイト 35.5 29.0 5.0 6.7 

S21 p 2 スクレイパー サヌカイト 40 5 27.5 6.0 7.1 

S22 P 2 (D 2) スクレイパー サヌカイト 44.0 30.0 7.0 7.9 

S23 p 2 スクレイパー サヌカイト 40.5 38.0 7.0 13.0 

S24 p 2 スクレイパー サヌカイト 40.0 34.0 8.7 12.5 

S25 p 2 石鍬？ 結品片岩 69.0 77.0 18.5 111.6 

S26 p 2 石包丁未製品 頁岩 39.5 46.0 6.0 12.8 

S27 ANW P5 円板形未製品 頁岩 96.0 73.5 13.0 117.3 

S28 ANW P5 円板形未製品 頁岩 53.0 63.0 14.5 68.5 

S29 ANW PS 石包T未製品 頁岩 74.5 31.0 6.7 15.4 

S30 D5 石鏃 サヌカイト 39.5 12.5 5.5 2.8 

S31 P30 円板形未製品 頁岩 35.5 55.5 11.0 25.5 

S32 CN55 L Pll 円板形未製品 頁岩 52.0 64.0 7.5 33.8 
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観察表

番号 地区 迫構 層位 器 種 石材 長さ(ll!ll) 幅 (ll!ll) 厚さ (lllll)重覇 (g)

S33 CN55 LPll スクレイパー サヌカイト 58.0 38.5 7.0 15.3 

S34 DH56 溝02 円板形未製品 頁岩 1.0 I 48.0 51.0 23.1 

S35 DH56 溝02 円板形未製品 頁岩 10.0 73.0 62.0 53.0 

S36 DH56 溝02 円板形未製品 頁岩 82.5 7.5 75.4 

S37 CN55 斜前期溝 錐 サヌカイト 39.5 8.0 55 2.2 

S38 CN55 斜前期溝 調整のある剥片 サヌカイト 33.0 25.0 5.5 3.4 

S39 l CN55 斜前期溝 石鏃 サヌカイト 19.0 20.5 3.0 1.3 

S40 CM59 CM下半(C3)I菌石 I花廊岩 62.0 67.0 47.0 252.4 

S4l CM59 CM下半(C3) 楔形石器 サヌカイト 25.0 21.5 6.0 3.6 

542 CM59 CM下半(C3) 調整のある剥片 サヌカイト 24.5 I 26.0 7.5 3.8 

S43 住居 1号CQ60 調整のある剥片 サヌカイト 69.0 54.5 21.0 68.7 

S44 DI 55 D 楔形石器 サヌカイト 18.0 29.0 4.5 2.8 

S45 DI 55 D 石鏃 サヌカイト 35.0 13.0 7.0 2.3 

S46 D F56 D層 調整のある剥片 サヌカイト 39.5 21.5 8.0 7.4 

547 DI 55 D層 調整のある剥片 サヌカイト 28.0 19.0 7.0 4,1 

S48 西側拡張区 D層下部 スクレイパー サヌカイト 85.5 72.0 19.0 111.0 

S49 D層下半 調整のある剥片 サヌカイト 23 0 17.0 3.5 1.2 

S50 D F58 D層B 調整のある剥片 サヌカイト 29.5 31.0 6.0 7.6 

S51 DC68 E層上半 石包T未製品 頁岩 62.5 48.5 4.7 18.6 

S52 D区西拡張区 E層 スクレイパー サヌカイト 56.5 50.0 17.0 46.5 

S53 C N55 E層上 スクレイパー サヌカイト 44.5 32.0 9.0 13.3 

S54 DB56 E層上面 調整のある破片 サヌカイト 51.5 25.5 5.5 7.3 

S55 D 154 E層 調整のある剥片 サヌカイト 23.5 20.5 4.0 2.2 

S56 CM53 p 1層 石包丁未製品 結晶片岩 69.0 64.0 10.0 53.5 

S57 A-NW-1 石鏃 サヌカイト 37.5 14.5 5.5 2.7 

S58 A-NW-1 石包丁未製品 頁岩 82.0 47.0 14.0 78.6 

S59 B地区艦卜よこ 石鏃 サヌカイト 21.0 16.0 3.3 1.0 

S60 BSWl表面 石鏃 サヌカイト 14.0 13.0 2.0 0.3 

S61 A-NW-2 石包丁未製品？ 頁岩 121.0 49.5 16.5 139.4 

S62 NW-1 円板形未製品？ 頁岩 29.5 49.5 6.4 12.4 

S63 A-N 石包T未製品 頁岩 62.0 48.0 7.5 33.9 

S64 T2 石鏃 サヌカイト 25.5 18.0 3.6 1.4 

S65 B-W2 石包丁 頁岩 70.5 39.0 6.0 18.7 

S66 CP58 穴2 石錐 サヌカイト 16.0 18.5 3.6 LO 

S67 B地区S-E 石錐 サヌカイト 37.5 9.5 5.2 1.5 

S68 A-NW-3 スクレイパー サヌカイト 45.5 36.5 7.0 9.7 

S69 第2トレンチ26-30G 黒色土層 調整のある剥片 サヌカイト 70.0 55.5 15.0 58.5 

S70 B地区S-E スクレイパー サヌカイト 56.0 46.0 5.5 15.6 

S71 ITの北部 調整のある破片 サヌカイト 43.5 36.0 6.0 9.7 

S72 AA' すれ石 サヌカイト 35.5 24.0 4.0 4.3 

S73 B地区S-2 紡錘車 頁岩 48.5 7.5 8.5 34.4 

S74 T 2 -E 20-22 黒色Silt層 スクレイパー サヌカイト 65.5 63.0 13.0 46.6 

S75 C050清掃 調整のある破片 サヌカイト 49.0 40.5 7.5 14.3 

S76 T2の南部 使用痕のある破片 サヌカイト 39.0 30.0 70 4.9 

S77 B地区S-2 管至 碧玉 4.0 2.0 23.7 0.54 

S78 不明 石鏃 サヌカイト 21.5 18.5 3.7 LO 

S79 不明 石鏃 サヌカイト 25.5 15.5 35 0.9 

S80 石鏃 サヌカイト 25.0 16.5 4.5 2.0 
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番号 地区

S81 不明

S82 不明

S83 不明

S84 不明

S85 不明

S86 不明

S87 不明

S88 不明

S89 不明

S90 不明

S91 不明

S92 上城10付近

S93 pit25 

S94 

表5 鉄製品一覧表

No. 

Ml 

M2 

遺構

燐構 層位

E層 F層？

層位

器 種

楔形石器

楔形石者名

楔形石器

楔形石器

調整のある破片

調整のある破片

石包T未製品？

石製円板未製品

石包丁未製品

敲石

石包丁未製品

砥石

砥石

石鏃

器種

のみ状鉄器

大刀
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石材

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

サヌカイト

頁岩

頁岩

頁岩

~ィヒ岡~右'-" 

結晶片岩

サヌカイト

長さ(mm)

〔160.5]

(814.5〕

石製品一覧表・鉄製品一莞表

長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ (mm) 雷砿 (g)

27.0 31.5 9.0 7.8 

31尋5 29.5 9.0 8.1 

18.0 50.0 13.0 10.2 

16.0 40.5 13.5 11.3 

30.0 24.5 3.5 2.8 

37.0 32.0 4.3 47 

122.0 83.0 20.0 248 3 

74.0 80.0 8.5 69.6 

52.0 45.5 9.0 28.0 

103.0 95.0 49.0 627.5 

61.5 47.0 9.0 34.7 

146.0 70.0 54.0 759.5 

97 0 31.5 35.0 107 1 

20 0 12.5 3.8 0.8 

幅 (mrnl I 厚さ (mrnl I 重量 (g)

(21.5〕

(43.0〕

〔10.0〕

〔16.0〕



観察表

表6 新旧遺構名称対照表

旧遺構名 実測固の有無

新遺構名 退物と．の
備 考

辺梧実測図 閥査概要 詞査概報 発掘ニュース 平面（位置）図 個別図 ・昭・・・ ムロ

竪穴住居 1 円形住居址状の落込み 住居址 Hl 奈文研 なし 不明 弥生後期

竪穴住居2 I建物I I奈文研 なし 才明 弥生前期

掘立柱建物 l 建物IV 奈文研 県 不明 弥生前期

掘立柱建物2 建物Ill 奈文研 なし 不明 弥生前期

掘立柱建物3 建物[] 奈文研 なし 不明 弥生前期

壁立建物 1 建物（小屋） 奈文研 なし 不明 弥生前期

舟形士堀1 Dl 溝状遺構 舟形士堀 Dl 奈文研 県 弥生前期

舟形士城2 P6 土坂VJ P6 奈文研 県 弥生前期

舟形士捩3 I 土堀 l 奈文研 県 第10士城弥生前期

舟形土城4 D2 溝状遣構 舟形土城 D2 奈文研 県

舟形土城5 P4 土城N P4 奈文研 県 弥生前期

土堀墓l 墓城状 墓堀状 墓堀群？ 県ほか略図 なし 不明 古代

土城墓2 墓城状 墓漿状 墓猥群？ 県ほか略図 なし 不明 古代

士城列 1 条理 奈文研 なし 不明 古代

±椴列2 なし 不明

土堀1 奈文研 なし 不明

土城2 士堀IX 奈文研 なし 不明 C L55 pit? 

土坂3 奈文研 なし 不明

土城4 奈文研 なし 不明

士城5 前期土檄 奈文研 県 不明

士椴6 県 県 不明

土城7 奈文研 なし 不明

上城8 奈文研 なし 不明

土壊9 奈文研 なし 不明

土城10 奈文研 なし 不明

土城11 奈文研 なし 不明

土渡12 奈文研 なし 不明

土城13 奈文研 なし 不明

土猥14 P30 なし 県

±堀15 pit26 祭祀遺構 祭祀遺構 祭祀穴群 県 なし 不明 祭祀穴群（県史）か？

土城16 pit25 祭祀遺構 祭祀遺構 県 なし オ明

土城17 pit24 祭祀遺梢 祭祀遺構 祭祀穴群 県 なし 不明 祭祀穴群（県史）か？

土城18 pit23 祭祀遺構 祭祀逍構 祭祀穴群 県 なし 不明

士城19 pit22 祭祀遺構 祭祀遺構 祭祀穴群 県 なし 不明

±樅20 県史の略図 なし P21 (県史）

土城21 なし 県 P20 位置不明

土城22 P22か？ 県史の略図 県 P 19 (県史）か？

±城23 P 18 P 18か？ 県史の略図 なし P 18 (県史）か？

土城24 P 16 P 16か？ 奈文研、県史の略図 県 P 16 (県史）か？

士城25 P 15 Pl5か？ 県史の略図 県 P 15 (県史）か？

土城26 P 13 (原図） P 13か？ 県、県史の略図 県 P 13 (県史）か？

土城27 P 12 (原図） P 12か？ 県、県史の略図 県 P 12 (県史）か？

土堀28 Pll (原図） Pllか？ 奈文研 県 p 11 (県史）か？

土城29 第lOpit p 11か？ 県史の略図 県 p 10 (県史）か？

土城30 第9pit pgか？ 県史の略図 県 p 9 (県史）か？

士城31 P5か？ 県史の略図 なし p 5 (県史）か？

士猿32 p 1 I p 1 奈文研 県

土城33 P3 土城V P3 奈文研 県

土城34 土城II 奈文研 なし 第11土城

土城35 第1土城 奈文研 県 不明 第10士吸

土城36 p 2 P2 奈文研 県

土堀37 土堀m 奈文研 なし 不明 第9土城

炉 l 炉 奈文研 なし 不明

炉2 I 奈文研 なし 才明

炉3 炉址 県史の略図 なし 不明 炉址（県史）か？

溝 l D8か？ 奈文研 なし 不明 D8・ 古墳時代（県史）

溝2 奈文研 なし 不明

溝3 D3 D3 奈文研 県 不明
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新1B遺構名称対照表

旧遺構名 実測図の有無

新遣構名
迎物との

備 考
辺構実測図 調査概要 調径概報 発掘ニ.:1-J.. 平面（位置）図 個別図 、昭, .. 

,6.. 口

溝4 D4 D4 奈文研 県 不明 弥生後期

溝 5 D7 D7 奈文研 県 不明 弥生後期

溝6 DS D5 奈文研 ,LEI ,,: 不明 古墳時代

溝 7 06 D6 奈文研 '旧'" 不明 弥生中期（仁伍）

溝 8 奈文研 なし 不明

溝 9 奈文研 なし 不明

溝10 奈文研 なし 不明

溝11 奈文研 なし 不明

溝12 溝V 奈文研 なし 不明

溝13 溝IV 奈文研 なし 現説付図溝皿 C

溝14 溝illB 奈文研 なし

溝15 溝llIA 奈文研 なし

溝16 溝II 奈文研 なし

溝17 溝 I 奈文研 なし

矢板状の杭痕跡 1 矢板状の柵 なし 不明 弥生前期

矢板状の杭痕跡2 矢板状の柵 矢板の跡 岡大 岡大 不明 弥生前期

杭痕跡 1 Nトレンチ南端の杭列 倉敷考古館 倉敷 不明

杭痕跡2 不明

杭痕跡3 不明

杭痕跡4 奈文研 なし 不明

杭列 l 第Wトレンチ南端の杭列 杭列 なし 県 不明 弥生前・中期

杭列2 奈文研 なし 不明 弥生中期

杭痕跡5 第mトレンチ 3の杭痕

• 新遺構名は本報告書作成に際し付けた名称である。

・旧遺構名は下記の資料に付けられていた名称である。

遺構実測図…• 個々の遺構実測図

調査概要…• …岡山県津島遺跡発掘調査団「岡山県津島遺跡調査概要」『岡山県津島遺跡調査概報』

（岡山県教育委員会）昭和45年 3月

調査概報…• …昭和44年津島遣跡調査団「昭和44年岡山県沸島遺跡調査概報」昭和44. 5 . 17 「岡

山県弗島遣跡調査概報』（岡山県教育委貝会）昭和45年3月

現説資料…...昭和44年津島遺跡調査団「津島遺跡昭和44年調査現地説明資料」昭和44. 4. 5 

発掘ニュース・• 津島遺跡発掘調壺団「津島遺跡発掘ニュース」 2 1968年9月19B 

• 実測図の有無

平面（位置）図は全体図（遺構配置図）作成のための図である。

個別図は個々の遺構実測図（平面•横断面等）である。

・遺物との照合は、遺構名と土器の注記名を検討し、両者が合致するものを正しいものとし、それ以外は

不明とした。
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付載 武道館建設予定地の確認調査

l 調査の契機および経過

昭和43年1月12日の武道館建設場所の決定発表、そして 5月18日の武道館当初予定地における弥生

時代士器片の発見に端を発した津島武道館事件（註 1)は、岡山県教育委員会、津島遺跡発掘調査団、

津島遺跡発掘調査委員会による、第 1次～第3次の発掘調査を経て、昭和44年8月1日の文化庁通知

「津島遺跡について」により新たな局面に向う。その通知内容は「岡山県総合グランド内における武

道館建設予定地にかかる発掘調査成果を慎重に検討した結果、当該予定地は弥生時代前期の重要な遺

跡であることが判明しましたので、当該個所を含む地域について、史跡に指定すべきものと判断いた

しました。ついては、貴教育委員会におかれては、武道館は現予定地をさけられ、同グランド内に建

設する場合は、その西北隅に変更して建設されるよう要望します。なお、工事の実施にあたっては、

事前調査を実施してくださるようお願いします。Jと言うものであった。

12. スポーツの塔• 池

13. スポーツの森広場

14. 遺跡の森広場

15.'児童遊園地

16. 児童館

17. 時計塔

R武道館建設
当初予定地

R武道館建設
予定地

ヽr
~m 

第1図 岡山県総合グラウンド調査位置図 (1/5, 000) 
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2 調壺の概要

岡山県教育委員会は文化庁通知を受け、調査員 3名でもって昭和44年8月18日から10月10日まで確

認調脊を実施した。当該地は総合グラウンドの西北隅にあたり、テニスコートとして利用されていた

場所である。調査は東西82m、南方41mのテニスコート敷地内周縁に 8か所 (Bl----B8)のグリッド

(2.0X2.0m)、それらを結ぶ格好で8か所 (T1 ----T 8)のトレンチ (LOX16m ----3.0X 33m)を第2図

のように設定し、浅い所で150cm、深い所で約250cmまでを掘削し、土層の観察ならびに遺構、遺物の

具体的な把握に努めた。調査面積は323面である。なお、 T2----6・8のトレンチに関しては雨等に

よる崩壊のため記録にとどめることが不可能であった。ここではその他のグリッド、 トレンチについ

ての土層を中心とする概要をのべる。

B 2 (第 3図）

テニスコートの海抜高は約345cmをはかり、そこより下位50cmまでが石炭ガラ、真砂士を使用した

造成が行なわれている。第4層～第6層が明治40年以前（註2)の水田、畑耕作土の可能性があり、

コート内全域に認められる。第10層の微砂を除いた第9層から第15層まで粘士が基調となっており、

色調は第9層の灰白色粘土から下位に向い灰褐色、灰色、黒色と変化をしている。第15層が黒色粘士

層となっている。

居住域に関係する遺構は認められないが、各層が水田に利用された可能性が考えられ、水田域とし

て機能していたようである。遺物は第9層下部から弥生時代前期の土器小片が出上している。

B 3 (第 3図）

B2の西側約23mに位置し、表土面から215cmを掘り下げている。基本的な層序はB2と大差は認め

られない。第 1層から第12層まではB2と同一層であるが、第9・10層間にはB2でみられた第10層

（洪水砂）が認められない。ほぼ水平な堆積ではあるが、第11・12層はB2の同一層である第12・13

層より 5----10cm低く、西方に緩かに傾斜していることが判明した。

遺物は第 5層から弥生時代前期の土器小片、第4・5層から備前焼、伊万里焼が出土している。

BB 

Cl D 

12 

T8 

13 

E 日F 
亡T7 1 ロJ 
G H 

B6 

f 
TSこ
T41 

I--

KB5L 

(I) 

B3□ .... 

T 6 0 p 

亡~2
Q 

:E 

84 
B 1 

。
40m 

第2図 武道館建設予定地確認調査トレンチ位置図 (S=1 /600) 
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四
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1 . 黄褐色砂質上
2. 石炭ガラ
3. 茶褐色粘士
4. 黄褐色粘士
5. 石炭ガラ
6. 明茶褐色微砂
7. 暗茶褐色微砂

8. 耕作上
9. 酸化鉄
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ゴ B4
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10. 淡灰茶褐色土

11. 茶褐色上
12. 茶褐色土 (Mn)

13. 茶褐色士
14. i炎灰茶褐色士
15. 灰茶褐色士

16. 暗灰茶褐色土
17. i農荼褐色粘土
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~ l. 黄褐色砂質土 8. i炎灰色微砂
2. 石炭ガラ 9. 灰褐色微砂
3. 褐色砂礫士 10. 紫暗灰色粘土
4. 灰色微砂 11. 暗灰色粘土
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6. 灰色粘土 13. 暗灰色粘土
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l. 茶褐色砂質土
2疇石炭ガラ
3. 褐色砂礫土
4. 灰褐色細砂
5 黄褐色細砂
6. i炎灰色細砂まじり粘士
1 鉄はん，マンガン大結核
8. 灰褐色枡砂まじり粘土
，＂灰褐色粗砂まじり粘土

10. i炎灰色細砂まじり粘土
11. 砂
12. i炎灰色砂
13. 淡灰色微砂まじり粘士
14. i炎灰色細砂まじり微砂
15. 淡灰色微砂まじり細砂

16. i炎灰色微砂まじり粘土
17. 灰色粘土

1. 黄褐色砂質土
2. 石炭ガラ
4. 褐色砂礫士
5. 灰褐色細砂まじり微砂
6. 酸化鉄
8. 暗茶色土 (Mn)
9. 灰茶色上
10. 淡灰茶色土
11. 微砂質白灰粘士

12. i晨灰色粘士

。

。一

1 . 黄褐色砂質土
2. 石炭ガラ
3喩石炭ガラ
4. 褐色砂礫土
5. 褐灰色粘質土
6. 黄色粘質士
7. 淡茶褐色砂混り粘土

l. 黄褐色砂質士 L----- 16 17' 

：悶；;~ 七 亡ご正こl
4. 灰褐色微砂粘質土 20 

19' 

5. 灰色粘土 11. 白灰色粘土 l_——___) 
6. 灰褐色粘質土 12. 灰褐色粘質微砂

7. 黄灰褐色砂土 13. 淡灰褐色粘土 17. 黒色粘土
8. 灰掲色粘土 (Mn)14. 紫灰色粘士 18. 暗灰色徴砂粘土
9. 灰褐色微砂粘士 15. 紫暗灰色粘土 19. 灰色細砂
10. 黄灰色粘土 16. 暗灰色粘士 20. 灰色微砂

3.6m P~3.6m T 

←—----=----、2 ープB3

； 

i 

9. 灰白粘土色
10. 微砂
11. 灰褐色粘土微砂混入
12. 暗灰褐色粘土 (Mn.Fe) 

13. 灰色粘士
14. 灰色粘士

15. 黒色粘土

3.6m R 
, "' 

T6 

/>]1111!:) ii iii!!~:: 土9. 黄灰色やや微砂 18.微砂
19. 淡灰色微砂

0 im 20. 灰色粘土 (Mn)

第 3図 A,_,L• O,_,Tトレンチ断面 (S=1 /60) 
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付載 武道館建設予定地の確認調査

B 4 (第 3図）

B3の西側約25mに位置し、テニスコートの西南隅にあたる。表士面から約160cmの掘り下げを行

い、海抜高約270cmで明治40年頃の水田耕作士を確認する。そこより上位はB2・3等と同様に造成

土である。第14---第17層はB3にみられる第8,..._第11層に匹敵すると考えられ、 B3よりも約5.0cm下

降している。 B2,.......,B4の土層形状から東側が少し高く、西側に向って緩かに傾斜する地形がよみと

れる。

遺物は第9層下位で早島式土器の椀小片、土鍋小片等が出土している。

B 5 (第3図）

テニスコートの東北隅に位置し、南北トレンチTlの北側に接する。表土面から約65cmにて明治40

年頃の水田耕作士上面に達し、海抜高は、 284cmをはかり、西南側のB2に比べると約5.0cm低位とな

る。下位の第8,..._第13層はB2の第8,..._第13層に対応する可能性があり、第9層はB2・3・5と同

じ海抜高150cmを示している。

遺物は第 7層より下位で土師器の小片がみられたのみである。

B 6 (第3図）

BSから西側に25m、南側のB2とは35mの距離をおいて対面する。表士面から約250cmと最も掘り

下げたグリッドであり、底部海抜高100cmをはかる。ここでは第6層の鉄分、第 7層のマンガンの集

積が顕著であり、明治時代の乾田構造を良好に留めている。 B5と比べると第14層まではほぼ同様で

西に緩かに傾斜をしているが、第15層以下が東に下降する状況を呈している。海抜裔150,.......,158cm、輻

約5.0cmの黒色粘土層中には炭粒が含まれている。

B 7 (第3図）

B6の西側25mに位置する。 B6との層序に大差は認められないが、各層はB6に向い緩かに傾斜

をしている。海抜高167cmをはかる第12層はB6の第17層と同じく黒色粘土中に炭粒を含み、同質の

層と考えられるが、 B6第17層より約10cm高所に位置している。

遺物はB5・6と同じく土師器小片のみである。

B 8 (第3図）

B7の西側25mに位置する。表士面から明治時代の水田までの80cmが造成土であり、水田層下位の

各層もB7の土層との大差は認められない。海抜高145cmをはかる位置に、ここでも炭粒を含む第16

層黒色粘土層が所在する。この黒色粘土層はB6の黒色粘士層より21cm低く、 B5の黒色粘土層より

11cm低い所にある。 B6の黒色粘土層が最も高く、海抜高166,..._168cmをはかる。

遺物は早島式士器小片、備前焼の小片が出土している。

T 1 (第4図）

テニスコート東側に北端のB5、南端のBlをつなげた格好で設定された3.0X32.5mをはかる大形

の南北トレンチである。調杏面積に比例し、遺構・遺物の数が少し多くなっている。

遺構は東西に貫流する溝が認められ、それらの位置はTl北端から約22m南に下がった付近を中心

に集中する傾向が認められる。その断面形状は下位の大規模な自然河道と考えられる凹部の切り合い、

重複の上位に河道を一部踏襲する状態で溝が掘削されている。河道および溝の北肩口は他のグリッド

にみられる土層を切断し、南肩口は河道内堆積層を切断して溝の掘り方としているようである。

溝は上部から、第12層を溝内下層堆積土とする幅2.8m、深さ0.65mの近代溝（明治40年以前）、ほ
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ぼ同ー場所の下位で第42層を溝内下層堆積層とする幅4.9m、深さ1.25mの中世～近世溝、若干南に寄

り第66層を溝内下層堆積士とする幅9.0m、深さ1.15mの溝に大別できる。条里の坪境となる溝群と考

えられる。

遺物は中世～近世溝から備前焼摺鉢、士鍋の小片、最下層溝第39層灰黒色微砂中から内黒椀が出士

している。この溝内からは弥生時代後期後半の高杯、奈良時代の須恵器• 土師器、瓦器、早島式土器

等の小片が認められた。トレンチ内からは石鏃、砥石、弥生時代前期、古墳時代中期、中世の備前焼、

近世の陶磁器等々の士器小片が出士している。

ちなみに、 B2・B5---..,B8で見られた黒色粘土層はTlでは第59層の下層に対応するものと考えら

れる。

T 6・7 (第3図），．

コート中央線の南•北側に設けた東西トレンチである。掘削深度が約160cm と浅いために下層につ

いては不明であるが、上層の基本層序はTlの南端部（河道）を除く他のグリッド、 トレンチとほぽ

一致をする。 T6の第18・19層の洪水砂がT7の第14・15層、そして第20層のマンガン粒を含む灰色

粘土がT7の第17層に対応している。これらの土層から判断すると、地形は北側に向って緩かに下降

をしている。また、両トレンチともに海抜高230cm付近より木質を残す杭痕跡が認められる。 T6の

溝西肩部にもみられることから、両トレンチをつないだ南北線上に溝護岸として打込まれた可能性も

考えられる。

3 調査の結果

津島遺跡は旭川の右岸に形成された沖積地に所在し、岡山県総合グラウンドは西側に京山、東側に

南流する旭川とのほぼ中間に位置する。調査対象となったテニスコートはグラウンド内の西北にあた

る。従前のいずみ町派出所等の建設においても遺構、遺物の発見はほとんどなく、土層の堆積状況よ

り低地と推定されていた場所である。しかし、周辺地形、文献等（註3)から備前国御野郡の津島郷

楠本里と伊福郷高山里の南北境の存在が指摘されていたところでもある。

さて、テニスコート内 (3~360niりのトレンチ調杏 (323mりでは、 トレンチ 1・2の中央より少し

南寄り部分に集中する数条の溝断面を検出しており、形状と位置関係から郷境の溝になる可能性が考

えられる。すべてが東西方向に配置されたと考えられる溝であり、溝の北側肩口そのままが生活域に

継続し、 Tlでは南側肩口が河道堆積層を掘削して造られている。具体的に何条の溝が機能していた

かは不明であるが、幅約13m内で規模のそれぞれ異なる溝が上下、左右に少しづつ位置を変化させな

がら近代まで存在している。溝の幅は2.8-9.0m、深さ0.65-l.25mの規模である。これらは中世から

近代まで、あるいはさらに古くから踏襲されていた可能性も考えられるが、掘削時期は明らかにでき

ていない。なお、海抜高90cm以下については調査掘削が及んでいないため、古い溝であるのか、ある

いは河道であるのかは不明であり、時期についても把握できていない。

次に、土層断面の観察から古地形の復元に目を向けてみる。まず、本調杏区のTl内南側にみられ

る自然河道とおぽしき場所以外の層序に大きな差は認められない。その概要は上層より表土、石炭ガ

ラ、真砂士等の盛士による平均70cmの造成土が明治40年の田、畑、溝等の生活跡を被覆している。表

士の海抜高は約350cmにてほぽ平坦面を形成している。造成土より下部の土層は水平堆積の形状をと

どめており、灰色系の粘土が主体となっている。一部の木杭の痕跡、土層の凹凸がみられるが、居住
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域の証拠となる竪穴住居、土堀等の遺構断面は認められない。しかし、海抜約160cmから明治水田層

の間にみられる粘士の水平堆積層中には、鉄分とマンガンの博い層序が認められ、乾田の構造を示し

ている。さらに、条里溝の存在等からも局辺は水田域として利用されていた可能性が高く、また海抜

高160cmより下位の海抜140cm前後まで粘土層を認めることができる。これらの粘土層間に時期は不明

であるが、洪水により同時に堆積した微砂層がみられる。 Tlの第38・ 第47層、 B2の第10層、 B6

の第12層、 T6の第18・ 第19層、 T7の第14・ 第15層、 B8の第9層である。 B3:4にはこの微砂層

は認められない。微砂層を基準に地形の高低差を求めると、調査区の南辺では微砂層の堆積のない西

側が最も高く、東側（海抜230cm)に向って緩かに下降している。北辺でも西側（海抜248cm)が高く、

東側（海抜226cm) に向って緩かに下降しており、その差22cmをはかる。全体では調査区の西南部が

高所にあたり、そこより北・東に下降し東北部に向う状況が看取できる。この微砂層より下層でも同

一層と考えられる黒色粘土層がみられ、 Tlの第59層の下位層、 B2の第1_5層、 B6の第17層、 B7の

第12層、 B8の第16層等である。調査区北辺ではB7 (海抜168cm)が最も高く、西側のB8 (海抜

148cm) と東側のB6 (海抜159cm) ・T 1 (海抜140cm)へと緩かに下降している。黒色粘土層の場合

は上位の微砂層の傾きと異なり西北が高く、東南部に向う状況が看取できる。大きな比高差ではない

が、各時代によって地形の変化が存在し、弥生時代の前後は東南部が低く、それ以降の時代は東北部

が低くなる状況が認められる。

当該地域は弥生時代から近代まで主に水田として利用されていた場所であろう。（高畑）

註

註 l 近藤義郎「津島遺跡と武道館事件」『岡山史学』 22 岡山史学会 1968 

註2 宗森英之「軍隊と警察」『岡山県史 近代 I』岡山県 1988 

日露戦争中には多数の部隊の臨時編成が行なわれたが、戦後これらの増設された師団をそのまま残し

て第13---第16師とし、さらに第17、第18師団の2箇師団を増設している。これは、 1907年（明治40)9月 4
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に第17師団が完成としている。

註 3 石田 寛「岡山市域の条里」「岡山市史 古代編』岡山市史編集委員会 1962 

総合グラウンドはほぼ方六町、つまり、一里の面積をしめて条里の基線にも沿うている。比定されて

いる伊福郷高山里のはとんどがそのまま総合グラウンドになっている。

◎今回の条里線に想定される溝群は、津島郷楠本里と伊福郷高山里との境界（郷・里）として存在した可能性が

高いものと考えられる。

◎文化庁の指示に基づいた西北部の発掘調査結果は、弥生時代以後の低湿地であると判断された。八幡一郎氏ら

文化財保護審議会委員による現地視察後、文化庁は報告に基づき、北西部については記録保存の後、武道館建

設を承認した。
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現在の岡山県総合グラウンド
〈星印が武道館建設当初予定地〉
（北東から）
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2 現在の津島遺跡
〈武道館建設当初予定地〉
（北から）

3 作業風景 （昭和43年）



図版2

1 調査区の近景 (C・D区〉（南から）

2 調査区の近景〈A・B区〉（南西から）



図版3
掘立柱建物 1
（西から）
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掘立柱建物2
（北東から）
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壁立建物 1
（北から）



図版4
1 舟形土壊 1 (西から）
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3 舟形土壊2の遺物出土状態
（南西から）
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舟形土壊3
（北から）
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舟形土城4の遺物出土状態
（北から）



図版6

1 舟形土堀 5の遺物出土状態 （北東から）

2 東南トレンチの微高地と杭痕跡4 (南から）



杭列 1の断面
（南から）
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3 杭列2 (東から）

2 杭列 1 (東から）



図版8
1 T IIIー 2の矢板状杭痕蹄 2 (南から）

2 矢板状杭痕跡2の拡大 （東から）

3 木器の出土状態 4 木器の出土状態
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土壊24(北から） と

2 祭祀土堀
（南から）

3 溝13~17
（南西から）



2 畦状遺構 （東から）

3 畦状遺構と土壊列 （西から）

土壊墓 1・2
（西から）
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1 舟形土堀 1出土の土器 (1)



図版12

38 54 

70 84 

65 

85 

73 

62 76 83 

1 舟形土壊 1出土の土器 (2)
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1 舟形土壊2出土の土器 (2)
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2 舟形土堀 3出土の土器 (1)
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1 舟形土壊 3出土の土器 (2)
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2 舟形土墳4出土の土器 (1)
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1 舟形土壊4出土の土器 く2)
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1 舟形土壊4出土の土器 (3)
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1 包含層出土の土器 （弥生時代中期）(2) 
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1 包含層出土の土器 （弥生時代中期）(3) 
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1 包含層出土の土器 （弥生時代後期）
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2 舟形土壊2出土の磨製石包丁
（実物は現存していない）

3 土壌 2出土のきぬた状木器
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1 土壊2出土のカゴと木製品 （実物は現存していない）
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2 石製品（実物は現存していない）



岡山県埋蔵文化財発掘調査報告151

津島遺跡2
武道館建設当初予定地の発掘調査

平成12年3月16日 印刷

平成12年3月31El 発行

編 集 岡山県古代吉備文化財センター

岡山市西花尻1325-3

発行岡山県教育委員会

岡山市内山下2 4~5 
印刷旭総合印刷株式会社

岡山市内山下2-10-3 


